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適 材 が 適 所 に

使われている

でしょうか

_ ，事後で、オープンウェ 7 材 フ ル ウ ェ ブ 材 、 テ ー パ 付 材

パ ン チ 付 材 な ど 自 由 に 造 れ ま す

. フ ラ ン ジ が 広 〈 リ ベ ト ーボ ル ト 結 合 が 容 易 で す

ロtr__ _  司自ＺＮ，ＮＭ［ｾ Ｚ ・司副便宜圃 ｅ ・ ｅ ・ｾ，Ｎ ， ョ ｆ ・

は中型構造物の適材です-

l  庖舗や倉庫は何でお建

てになっていましたか

大型形鋼では不経済、軽

11I 形鋼で I; t . 不安定、やは

り中聞を !IJ ! . めるよ材が必

要でした 。新しく生まれ

た〈ジュニア V 形鋼〉はそ

のための中型専用形鋼で

す。冷問成型されて良質

これでP適所に適材をおす

すめできます 。

溶接に適していること

も 現代派の条件です

中央に V 状の講を持つた

め、溶接が簡単で、. i f ? み

も少なく、柱や梁に最適。

j割安時代にふさわしい中

型構造の素材です。 また

〈ジュニア V 形鋼〉 は面

外座屈に強〈、鋼も良質

でなめらかな表面です 。

使い勝手の惑い部分でも

効果的にはたらきます 。

。健友金居住友金属工喋株式会社 25332fZ以 12222大山間322ZZ
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床材のハイファッションマチコカラー…

. 美 し い フ ァ ッ シ ョ ン の 色

米 国 連 邦 規 格 合 格 の 丈 夫 さ

美 し い 色 で が ぜ ん 注 目 さ れ た

マ チ コ カ ラ ー / き ひ、し L サ頃十各

に も 余 裕 の 合 格 を し た 丈 夫 さ

ア メ リ カ は も ち ろ ん ド イ ツ や

イタリヤでも定 言 、 ｉ ｾ のあるマチ

コ タ イ ル は 松 屋 な ど 司'( 名 ピ J レ

に 続 々 採 用 さ れ て い ま す 0 ・・

マ 手 3、，
リノリユーム・リノタイルヒニラ I ?  t ル' ) コク f ル F イアンリノタ f ル民健先 κ

@ 東 洋 リ ノ リ 日 株 式 会 社

' " 崎市側腕区 ・" . . 1" '1 4の" ・U t.; It. ・r E L ^ 駒 r' H) U 1 1
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は 新 時 代 の 形 鋼の 建 設 に新 時 代
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守

NKK- T形鋼

周 囲 各 種 1 ，H ， T 形 鋼 用

. 各種オ ープンクエブ材用

途 . 非 対 称 断 面 形 鋼 用

特 . 溶 接 が 容 易

長 . サ イ ズ が 豊 富
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ポ イ ラ 効率

8 7 %  

ポ イ ラ 負 荷

1 0 0 %でも

8 7 %  

線 式 会 社

ヨドヰ土 ・ヱ 織
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2 0 %でも
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ヲロアヒンジ

販売元 株 式 会 社 =--a台 十

東京 都 中 央 区 日 本協年圃13 - 7  ( 桁みやニ

ピル内) T E L  (241 )6821- 3 ( 市外向 暑)03

〈雑誌名記入向上、カ 7 ログニ. ，1")<下さい〉

. 時 間 を は ぶ く . 切 端 ま で 有 効 に
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. ド ア ー を 大 切 に す る ヒ ン ジ

. 耐 蝕 性 ・耐 熱 性 に す ぐ れ 、 錆 ぴ た り 変

色 し た り す る こ と は あ り ま せ ん

. 高 精 度 を 誇 り . 音 を 立 て な い . 磨 耗 が

な い . 注 油 が い ら な い . 衝撃に強い・・・

な ど 数 多 く の 特 長 を も っ て い ま す

豆止町 : : ; ' z%I、
近 代 建 築 に ふ さ わ し い ス タ イ ル / ス テ ン レ ス に へ ヤ ー ラ イ ン ・ラ

ッ カ ー 焼 付加 工 し 内 部 は 完 全 防 錆 下地 メ ラ ミ ン 焼 付 申 . 装

胸怯帽胃然知竺怖』

争、

c  

、理3

E  

伺E惨

Ｎ 牛 ｾｌ の安全性 ・・ 盗難を防止します

・牛乳が配達される場合・・表蓋が自動的に施錠

されます

. 牛乳会取出す場所・・・裏蓋はかんたんに開きま

す( 表蓋は施錠されたままです)

・空瓶令入れる場合…空iill を受台に置くと、表

蓋が自由に開けられるようになります

・受台には 180cc瓶3本が置けます

. 取付けはかんたん です

. ミルクチェストの壁厚は 100弘、 150弘、 180'%.

のH重があリ、ご要求に応じて製作しておリ

ます

. J I S 規絡表示許可工場 日本住宅公団指定メ ーカ一

元ミ手目 Ｑ 二葉室務長五Ｇ｜［ｾ吉本土
本 社 大 阪 市 生 野 区 興 矢 柄 町 128 T  E  L  i-l :袈 ( 7削 ) 1627 

工 場 大 阪 府 枚 岡 市 布 市 町 50 T  E  L 住 岡 4 8  1  0  

東 京 東 京 都 千 代 田 区 舛 神 田 3一 日 - 4  T E L 斑 京 ( 255) 4831  

営 揖 所 ( 日商舎館 ピ ル 113号)

_ J  
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-押 釦 企 a動 式 小 型 昇 降 機

、，

略者ゃ

司e

司r

- つ ね に 新 し い ア イ デ ア で 操 界 を リ ー ド す る

ク マ リ フ ト は 生 穫 量 で も 断 然 業 界 第 1 位 で す

掴工場生産される配線工事

東界初町コ ンセ ント方式 を1*閉 し1 1  Ｈ，町て、械ｾｾ惜付工事が持る ｫ 同附

に運転が出来ます . 従勺て 工矧が30%方泊。fj きれ 去し1. - ' 0

圏コンベヤーラインに象る完全塗装

パーカー処理長置およひ・コンベヤー武器タ卜綿焼付炉耳、一占的最新式£長

工場が完成しましたのτ 、製品 11一層[ 曇畏完全 に'..: 1) j  L  ; : 0 

ザ ア リ 7 1 1J 冒ノ 1) ｾ＠ 1. r  4  (  ｾ Ｑ＠ I る " 1  1  i' ｾ 畠 ＡＧｦｊ r  J  f) lj:1 l . .  

価 It; l内明心 1，I  ( ' I ' t，叩，1t， :1、I Ｇ ＭＧＱ Ｑ る ｉｾ H  r.宵丹、f し [ h' r) J  ， 9  

人 f f ! i ' 何回附 11' 中. ，1、荷1司 ， ｾ＠ : .可 的，0' 開閉 ; L  (  ，ｊ ，勺 ゆる ｉｾＧＢ ，Jll 

h Hl I 会

憎 柳 川"' . 輔 み 喝' " カゴ寸，< '" ロ10 1' 1' ，.， 

一｟ＮＮＡ 虫、｟Ａｏ ｏｾ 師。

曲。、自ら回 ‘  '抽

>50 、 1st) :.. ' 0。

ｦ 旦ι 」盟 主ム ｾｏ
' . 000 、L 000 .... 1， t OO 

γ J  0  1  0 10." 2  0  m 

M 5 0  S O  ・・ 3 0  "  

M 1 0 0  1 0 0 ・ 3 0 三

一 一M 2 0 0  2 0 0 ω 3 0_ 三

一 一 一 一 一
M J  0  0  3 0 0  .. 1 0  N  

- -. 百;;- J  3 0 11 '  M 5 0 1川、、 ' 0 。、

J .  3 0  A ふI !'i 0 " “ I  ' ' ' o11' ' IJ<: ' ミ 7 0  0  ¥' τ ・

也) 1] マ1i イ 工 業 株 式 怠 誌

大阪市西区東町堀 2- 30  電話大阪 (443) 342ト 51東京都北区岸町 1- 9 電話東京 (913) 3146- 8  I 名古屋市中区東陽町 7- 2  電話名古屋 (24)0372 ・(25) 鈎41

車郷市上京区智恵光院通 q丸太町上ル電話京都 (84) 3404 ・5986 I 福岡市清川町 3- 26 電話福岡 ( 2) 4111 I 広島市小網町39 電話l 広島 (31). ＱＲｾ＠
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新 しL 、鉄筋

1-'.12; ' "  

φ 神 戸 笈 銅 plf

建 設 大 臣 の 特 別 認 定
建 築 基 準 法 に 基 づ く特 別 認 定 を 得 て お り ま すトリコ ン は そ の 高性 能 を 認 め ら れ 、
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ハイウェイからあなたのお庭まで・・ ・

ハイウ ェイ灯 →

M R - 301 T  

光とともに大きく伸びる/

ノ 、 イ ウ エ イ の 決 定 版

最高技千や刊締術4ホ桁iド符i守Tを 誇 る

カ ッ ト オ フ "

( G  S 水 銀 灯 輝 く 名 神 高 速 道 路 ・・・ 栗東・ 彦 根 イ ン タ ー チ ェ ン ジ )

日本電池林武富紅

本 社 京 都 市 南 区 吉 祥 院 西 ノ 庄 猪 之 馬 場町 3 - 2  

支 庖 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・福 岡 ・ 札 幌

営 業 所 仙 台 ・高 松 ・金 沢 ・広 島 駐 在 所 岡 山 ・静 岡



努量.緩勾配屋根氏

軽快た i!f: 代建築枚

8j i ヌー"0_ i' ｉｾ ソイド

8jfit ｝Ｇｾｉｌ 子ン ｉｌＭＷ イげ
伸 縮 目 地 材 エ キ ス パン

日 施 化 学 工 業 株 式 会*i
本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3 大阪営業所及大阪工場

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5 大 阪 市 東 淀 川 区 郷 上 通 り 3 - 39

名古屋営業所 名古屋市港区南十 一 番 町 Ｒ Ｍ ｾ T  E  L  (392)  0  0  5  1  - 6  

T  E  L  (66)  8  2  5  1  - 5  

、，

4  



七 メ ント i昆1陶斉リ

コ ー キ ン グ 材 に は

オ ー ト リ 製 品 を

* 工 事 部 門

トリタイトコーキノグ充峨工事

トリ: タイト高級シーリング村充噴工事

トリタイト防水工事

床張リ工事一式

7:/..7アル ト応倒防水工事

モル 11レ防水工事

* 建 材 部 門

トリベースM- l モルタル防水制

トリベース M- 3 按渚位モ ルタル防水剤

トリベース H - 1  セノノト表面硬化A <J

トリベース5 - 5 セメノト 唯結遅緩A <J

トリ7 イト書 7 i曲 性 コ ー キ ン ゲ 村

ト11 ;タイト書 10 6由 化 ｾＱ＠

高 級 コ ー キ ン グ 村

ｬ 、 Ｇ Ｏ Ｗ イトｾ 1  0  0  液 状 庄 模 型 防 水 削

トリI f ト主300 般: l ' i ・防水削

ト ＱＱ Ｑ イト ｾＵＰ 0  I  

)  1 イ ル 按 諸 制

トリタイト詳 5101

トリタ{ ト 書1000 2  液 性

高 級 シ ー リ ノ グ 付

9  
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製造・販売・施工

鳳 ヱ 業 株 式 含 私
本 社 東 京 師 品 川 区 五 反 田 3 - 1 2 0 (1;夜間ピル ) T  E  L  ( . . 3 )  1  7  2  1 代理堅

実 阻 支 属 大 副 市 掴 島 区 今 岡 町 2 町 1 2  ( 角晶 ピル ‘ 陪 ) T E L  ( 461) ・ 7 7  . 代 費

名 古 . . ・閉 名 古 血 市 中 区 東 幡 町 5 の 1 1  T  r.: L  ( 24)  3  3  6  3  

禍 同 省 鋼路 間 制 同 市 志 免 町 大 字 削 府 掛 田 6 1  9  ( 白書定王様 K K 内 ) T E  L  ( 回 ) 3  5  .. 。
礼 帽 . ，・附 札 制 市 北 ニ 粂 誠 一 丁 目 T t:: L ( 2日 9 3  1  3  

工 渇 柑 買 耐 え 阻 .  お 古 掴
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製 造 元 近 畿 草

つ

車両 株 式

. .d-..  

コz:;;

キ

ヰ土

きの

泊三2

* 営業品自

. スチ ーJ c ，サッシ・ドア・アルミサッシ・ドア

ステンレスサ ッシ・ドア・カーテンウオール

・冷暖房・ 給排水・衛生設備工事

・電気設備工事

. 建設用機械

発 売 元

近 畿 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市北l i Z 術ケ技師r1  0  8  ( 新悔ケ枝川ピル)

t目 前 大 阪 (34 1) 1  8  5  6 ・ 5 8  3  1  ( 代表)

東 京 支 庖 東京都千代n I 区神 川 れ 木 町 2 ( 共同 ピル)

名古屋支広

'，'li 1I丹 東 京 ( 254) 2  0  5  1  ( 代表)

名 古 屋 市 中 村 区 平 池 町 4 丁 目 4 8 の 2

'I' U : 訴 名 古 属 (55 ) 2  5  2  2 ・8 6  5  5 番

柏 原 涯

叫議

青 株 式

-0、

% ¥ 社

本社工場

第二工場

大阪市西淀川区御幣島東 2 / 5

大阪市西淀川区御幣島西 3 / 9 9

電話大阪 (471) 1494 - 4  

電話大阪 (471) 0  4  2  6  

ぜ

、

、‘
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世界 i乙誇る驚異的建

40年ω「史と最新技術ω産物

新時ｾ‘ ｬ てマＢＯ手した

各種のカヲー製品が有リます

ｪ ｾｌ い ￭ＧＯｾ ミ箔 ￜＧ ＯＳ｜ く鉄板

Ｗｴ リ王Ａｊヲル＿ルｾＭＢ

1f IJ I !J ヲルポヲル製造株式会組

本 社 工 唱 尼 崎 市 大 物 北 口 電 話 大 阪(481) 4 9  4  7  - 9  

大 阪 宝 庫 尼崎市北粁 ' rH I (古川ピル) 電話大阪 (401) 9 7 4 5 - 6  

東京宣唐並工唱 崎玉県眠市大字壇岨 1 6  2  0 電 話 鞍 ( 32) 3  1  1  5  - 7  

宜 占 ・ 出 強 所 郡山八幡・名古置・川崎・岩園 田宇都・延岡・敦賀・三軍檀畠 .1車山

ドア を 閉 め る の は

ボ ク の 役 目 で す

. 建築機式の著しい発・逮に伴ぃフロア ヒンヂも、これ

に適応 した ものを要求さ れ ます 。

創立40余年 を誇る 最古 の経験と、最新の特殊専用機設備

から次 々と生れる ニュースター - フロア ヒンヂは、 取

吸いが簡単 で、 耐 久力があ り、建築設計業者の皆様 から

信頼ある理想的な 製品 として広範凶にご使用いた だいて

います 。

ニ. 1 - 亥写ー製品

. 7 ロア ヒ ン ジ

・ドア チェ ック 償 型

・ 11 登 型

・ 11 問、蔽式

』・ピポ y ト ヒ ン ジ

・ラ，< トリ ヒ ン ジ

. 1甲 板 メラミン樹脂

. 1甲 板ク リスタル硝子

日本ド7一子工‘ νケ製造株式曾社

本 社 " ' ' ' ' 大 眠 南 生 野 区 関 矢 南 町 2 2  2  1I 1t { 11剖 2 231 6  

東 京 支 18 )使京 師 手 代 田 区神 田 小 川 町 2 ーロ

fa" ピ ル 電 帥 { 目. ) 1920- 唱 団

福岡出 畑 同幅岡市天 Ｂ Ｔγｾ 4  2 4  1I. 1!  ( 7. ) 目 72・33町

名 省I I 出 回 附 名 古a直 前 貨 区 高 昏 町 1 了目 1 1 電 . . 何 叫 4 6 27 8  

fL 慢 出 掃 閉 札 概 市 月 寒 中 央 通 3 1 4 1  司 " ( 師 } 曲 目 制 33
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• 生きあなたのセンスがそのま る

、

-

J  

伝統と技術にはぐくまれた美しい 3つのデザイン

- ダイナミックタッ予・やわらかい甘いムード・端正な感触・

ジュピター L  1  3 0 5 一一一一」 ヴイナス L  1  2 2 3 一一一一一アポ ロ L  1  3  0  6一一一一一一

陶器・金具セ ット ; 陶器 ・金具セ ット 陶器 ・金具セ ット

1  t汲・ 16，590 並級 15，090 1級 16，170 並級 14，730 1級 15，210 並級 13，710 

本 社 / 小 倉 エー・ / 小 倉 、 茅 ヶ 崎 、 滋 賀

大阪曾鍵所 / 大阪市東区高関橋T el (231)4518- 9  

1  4  2  4  

洋陶器株式会社東3 可否お'I<i
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2. 現 場 の 声 を 1  

1  ぁつめました! ! j  
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病 院 ・ オ フ ィ ス ・ 工 場 ・ 商 唐 ・ 車 輔 で も っ と も 多 く 使 わ れ て い る 塩 ビ 系 床 材

・巾=183圃・憂き=27. 45 .. ・厚さ=2. 5oa・色= 15色

Q j リヲム
川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

東京曾鍵 ｰ ｊｩ ・ 東京都 千イｴ 田区神田松 最 町 ＱＳ 川口ビ ル ｻ ＲＵＳ ｈｴ 喪柑ｾ I  

大陣営娘所. 大 限 市 南 区 牝 芦 屋 町 3 3  ｜ ＲＷＱ Ｑ ＴＳＵＸ → ｾＳＵｾ＠

@  
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昭和40年度

監事及び本部所 属評議員投票用紙

投票期限 通常総会開会時刻! 迄 !C到着のものを有効と致 します

が，なるべく 23 il 迄 iC到石するようど送付下さい。

注 意 L 支 i宿所国の会員は監 'J( のみ投票して下さい 。

2， 会 Ｑｾｵ 数 Ｒ 口以上の問体会口には加入口 数 ｉ ｃ 応

じ本来法引の上，投; 哀用紙を別送致します。

3， 取扱いなど惟関委員 lζ どー刊の向きは投票用紙

をとのも長お送り下さい。 ( 0印を つけ江いこ と)

監 事 1 名

|  山 色 励 二 君 I  I  

本部所属評議員 56名 (28名I CO印をつけて下 さい)

今西作目 ￭ｾ .H  厳 内 幸 雄 7 t III 川 義 夫 君

八木' ; ，r x .n  I  端 野 庄 平 1 ¥ 尾 他 ttt 阿 郎 君

西 川 幸 之 的 n l 五 十 也 芳 雄 J t m 水f i : 明1 : t

村 永 和 '1' n  1  井 上 凶 太 即I 11 須 賀 栄 一 君

結 城 仁， 1 I  大 野 勝 三 n;s lt 仙 問 問 nrl 沼

金 本 賢 治 71 1  鎌 間 幸 二 郎 n 竹 中 治 君

権 限 !'! 71 I  佐 藤 栄 ili 11 1  市 長 吉 君

問 中 斜 計 坂 本 秀 雄 II I V: 元 興 J - J1・

広 瀬 i彦 三 ，1 1  必 tl 修 一 H I  Iftl kII l  ! 1{ 生 1J

川 上 μ n l  向 ｾｉＧ J.'.j :  II 脱 出 政 二 若

林 野 金 平 行 土 井 二 郎 11 下 条 源 一 君

英 語 粉I t 今 丙 Ji' 雄 lt 寺 井 - !1i 11 

牧 原 敏 典 打 開 三 郎 lt 中村正作 ｉ ｾ

佐 喝 ! 治 久 n 木村，Ｇｾ ニ ｬｴ 平 野 球 II .

盟 辺 弘 也 ， : 巾 政 治 - lt 原 精 一 君

松 本 ;;ft 行 il I  i長 梅 正 雄 II sII 附 常 弓 君

大辻良子干犬. ( t 1  今 村 st ，1  

池 {早 II I 柏 l珂 寸 三 介 H

謀 本 Jf .  :n 1  柴 原 信 1fi 11 

- 一一重一旦一隆雄I i 西 村 庄 山 R

補 選 本 部 所 属 評 議 員 3 名

|コJ f f:.i 三 11 三＿川 ｾｉｉｉ 本位 ｼ
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コ"" <コ

通 常 総 会 開 催 通 常 総 会 開 催 通 知

本年度通常総会を下記の通り関H l ' 致します。ど多忙のと乙ろ，ま乙と

(( 恐縮ながら何司王ど出席下さいますよ うお願い lt し上げます。

以上会告巾し上げます。

川1和401t二2 月10 臼

社 団 法 人 日 本 位 築 協 会

会 長 束 畑 ， ; 韓 三

記

と き 昭和40年 2 月25日( 木) 午後 4時

と こ ろ 近畿建築会館 4 階集会室( 東区北浜 3 )

選 挙 1  監事 1 i ' ，選挙

1  本部所属評議員561う選挙

1.  補選 "  3 名

追 記 1. 選挙は添付の投票用ハガキをど使用トさい。

2  監事の選挙は i佐会員を除く会員令員の投票によって

行ないます。

3.  本部所属評議員の選挙は本部および支部に所属しな

い地:むの会員( 地方会員) の投票によって行ないま

す。ただし准会員は投票できません。

4. 当日出席できない方は，投票用紙をなるべく 23 口ま

でに到;ij' するよ うど送付下さい。

5  取扱など推薦委員にど一任の向きはお下数ながみ同

日までに投票用紙をそのまま乙、送付下さい。( 印を

つけない乙と)

6. : 6 支部所属の会員は監事の投票のみど送付願い ， ド

部所属評議員の投票欄は斜線で消して下さい。支部

選出評議員の選挙についてはその所属支部の定める

とζ ろによって選出して下さい。

〔註〕監事および評議員の任務

1  .  監事の任務 ( 定款第26条)

ｾＺｦｊ ＧＱ 時会務および財産の 状 況を数査する 。

特別の事由のあるときは，総会または評議員会を招集する ζ とが

できる。

理事会に出席して芯見を述べる ζ とができる。

ただし， 議決には加わらない。

1. 評議員の任務 ( 定款第20条第27条第35条)

評議員は，評議員会を組織してつぎの任務を行なう。

会長，副会長および理事の選任

総会 IL代っ て収支予算を議決

その他 ill ' t 会務の議決
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昭和40年度 留 任 ， 退 任 ， 監 事，評 議 員 氏 名

( 敬称略 ・部門別五十音順〉

留 任 退 任

監 事

中 原 茂( 近目民地建) 稲 垣 佼 三 ( 大 林 組 )

評 議 員

青 山 賢信( 大工高専) 中間旅之助( 市総合計画) 青 木 fill - 惜敗レイヨン) 寺 岡 ｾＧｬ＠ (建投策協会)

荒 木 兵一郎( 阪大) 野 中 三郎( 安井事務所) 石 油 英 郎 ( 大 阪 市 ) 寺川 l 敏雄( 大阪防衛局)

板垣紛治郎{ 仮垣U l lll 所) 藤沢達雄( 近畿地建) 大 久保 昌一( 住宅公団) 西村喜代末( 鐙中住宅協会)

技
市 川 宏{ 東畑耳I童話所) 三好敏之進( 大成建設) 大 島 伸 雄 原 因 ヨム( 近鉄)

上 回 正治( 近後電通局) 森 堅( 府指導課) 奥山清治郎( 都品工高) 日比与太郎( 近畿地建)

大久保博一( 大阪工駅周) 森 粛 (布施工高) 金子勇次郎( 建設省) 広滋 勇 (今宮工高 ( 定) )

Ｔ、ｾノ 1  木 村 博巳( 郵政局) 山 本 晃( 市営繕部) 木村喬夫( 大阪建築耳1f 6所) 前川 l 陽 一 ( 村野森司116所)

木 村 康彦( 清水建設) 脇 本 啓ー( 大工大高) 倉石秀夫( 竹中エf 6 庖) 山 田 幸一( 大市大)

小 林 得 志 ( 小休明務所) 渡 辺 清 治 ( 大 林 組 ) 坂 内 幾 男 ( 坂内Ul f 6所) 若 林 季雄( 鹿島建設)

高 木 幹祐( 八幡エコン) 白井和成( 電通局〉

伊 丹 久吉{ 藤木工泌底) 五十嵐芳雄( 大林組) 西松一男{ 西松建設)

"  片 岡 敏 夫 ( 奥村組) 大野勝三郎( 邸島建設) 政 問 基次( 政問土地)

総

吉 本 一 夫 ( 関組)

神 谷 新一 ( 竹中主f 6庖) 上 野 義一( 共立恕設) 岡 幸夫( 安藤建設) 井 上 福 蔵 ( 井 上 組 )

佐久間男二( 戸周辺殺) 小坂井正夫( 小坂井組) 小 林 消 燭 ( 大 工 大 ) 長谷川武彦( 長谷川工あ庖)

メ、日-ミJ  

浜口幹三郎( 浅沼飽) IlJ* 末男( 大末組) 白井周二( 清水建設) 藤 本 久 次 ( 藤 本 組 )

増 井 敬( 新工務所) 土 居 二 郎 ( 大 成m股) 古 川 卯七( 白土工f6J，ι)

猪飼幸次郎( 間電気) 鳴尾 跡、蔵{ 大阪電気暖房) 浅海正雄( 浅海沼気) 栗原信英( 栗原工業)

気、F〆qー;;ノd、白ｾ
嘉 納 伝 三 ( 三 宝 也 知

山 上 孟男( 星屋電気)

今 村 ＡｒＧｾ＠ ( 中央低気) 西村圧市( 工騰低気〉

柏岡十三介( 阪急電気) 山 川 義夫( 山川工業所)

井 菰 政市( 日邦工業) 日長 一郎( 高砂熱学) 浅野亙太郎( 第一工業) 中 山 敏正( 栄興商会)

fタ!日町、当、

久 野 三一( 東洋空気澗和} 上 西 圭 治 ( 建 材 社 ) 伴 秀雄( 西原衛生)

工、， J

南 長 吉 ( 斎久工業〕

市 阿 久 策 (灰久沼l材) 武 部 民三( 三和商工) 井 上 定 雄 ( 井 上 定 ) 沼 田 慰治( 積回源)

建

植 田 博巳( 淀川製鋼) 永 谷 光男( 大日本硝子〉 内 海 栄 造 ( 目 宝短石) 安閑 誠一( 安田レール

尾北 嘉 吉 ( 丸尾組材) 水谷小一郎( 水谷ペイント) 清 水 実( 消水興業) 山 口 武 雄 ( 淡陶)

材

海 t恒 常夫( 朝日特殊合板) 渡辺幸太郎( 伊奈製陶) 白井俊男( 日新工業) 渡 辺 恵( 東洋シャック ー)

高 田 和夫( 三井金属)

伊 藤 一郎( 明和工務庖) 景 山 正明( 大建木材)

兵 庫

加 藤 太 郎 ( 加 藤 事Z師 ) 森 口 清( 兵蹴県)

i(i J臨 う巴( 置塩Ul lllii 持) 早良俊夫( 竹中工務庖)

京 都 | 佐 藤 四 郎 伏 | 芳山 保 蔵 (京都市) |築 柴 善 治 郎 ( 報 酬 ) 実( 生産開先科研)

和 歌 山 | 瀬 村 禎 二 ( 代行社) | 薮 本 芳 一 ( 叩 務 所) |口 志 満 二 ( 時 工 業) 山 下 宗 一 (1却下辺築〉

中 国 i坂 井 康 美 ( 広 島 市 ) | 田中 兄夫( 防府市) | 内輪善四郎( 永島工高) | 奥 井 忠 対日 { 間 判 断 )

欠 貝

東 海 | 欠 員 j協( 文部省} | 水 野 金 市



. A.  主主

τ' " cコ

拝 啓 愈 々 ど 清 祥 鹿 賀1乙存じます。 さて日 本建築協会昭和40年度役員

選挙IC際し，われわれ退任者一同は下記各位を推せん致し たいと存じま

す。( 各支部選出の評議員を除く)

つきましては何卒どt 1 同の上ど投票下さいますよ うお願い申し上げま

す。

退任監事，評議員一同

監事候補者 1 名

山 邑 励 二 君 ( 鹿 島 建 設 専 務 取 締 役 〉

本部所属評議員候補者 56名 ( 部門別)

( 技術部門)

今 西 祥郎君( 奇襲皇番手周宅地目胸部企

八 木 常美君Ｈ大阪府ｾ築部蛍織課Ｉ

土 井 二 郎 君 ( 密 度P投 K K 大 阪 焔 鵬

今 西 寿 雄 君 ( 今 西 組 社 長 )

( 大阪市建築局審査課西方面

西 川 幸 之 輔 君 係 長 } 岡 三郎君( 阿組社長)

村 永 和 生 君 事E22ヂ 局 営 繕 部 剖 醐 木 村 設 次 君 ( 木村工 制 社 長 )

結滅 仁 君 ( 議 事 警 皇 室F局 側 対 策 中 積 治 ー 君 ( 製 本 雌 工 業K K社長)

金本 賢治君( 言問宇都葛所設計第三課 ( 電気部門)

椎 原 毅君( 池上沼l築設計事! ' e 所々 貝) 浅 海 正 雄 君 晴 海 低 気K K社長)

田 中 裕 君 ( 叡 ・脚 築 事 獅 主 任 技 今 村 ! 蜘 (中 央 制 工 業K K社長)

広瀬 修 三 君 ( 主EF浜田砲築事泊所構造

川 上 貢君( 京都大学工学部助教授)

林 野 全孝君( 大阪市立大学工学部講師)

斉 藤 暢君( 大阪市立工芸高校教諭)

牧 原 敬典君( 詐府立西野田工業高校教

柏 岡 十 三 介 君 (EF電気工事K K輔 取 締

! 原 信 英 君 ( 県 原 工 業 K K社長)

西 村 庄 市 君 ( 工 藤 低 気K K社長)

山 川 義 夫 君 ( 山 11工業所社長)

( 管工部門)
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五十嵐芳雄君( 大鉢組取締役副社長)

早野 i向 (ZF9イ J レK K大 阪 破 断

原 精一君Ｈ甲南ｾ材興業 ｋｋ 社 長Ｉ

;:23;;::::: :: :::::! 別 府 間 伊 材 工 業K K大阪支

井上鴻太朗君( 鴻池組常! ' e 取締役)

佐 藤 栄 市 君 (EFm股K K 関 西 支 庖 次

坂本 秀雄君( 松村組I!Ti!J 取締役)

志賀 修 一 君 鎌 田 組 大 阪 支 庖 建 築次長)

白 井 周二君( 清水建設 K K大阪支庖長)

補選本部所属評議員候補者 3名

助 野 信三君( 三和也気土木工U l K K社長)

大 島 俊雄君( 目立工事K K大阪営業所長)

横 田 泰助君( 栄興商会専務取締役)



第3回日本建築協会・海外建築事情視察団募集

( ヨーロ ッパ一一23日旅行)

本会では，第 1 回昭和35不10月( 欧米) ， ｾＱＲ 回昭和 ＳＸ 年 Ｖ 月Ｈ欧州Ｉ

の海外ｾ築事情視察団を編成し参加者各位の好評を得ました。

今回は，前 2 回の実績と参加者A のど意見などをとりいれて，ありきた

り な視察旅行ではなく ， 本会ｾＱｴ自な企画を犠り込んでおります 。 各訪問

都市共団体旅行の便利さ ， 自由時間の気楽さに ，半日ないし l 日の自由

行動を設けてあります。その上に懇切な案内により存分IL視察の醍醐味

を味わっていただけるものと信じます。始めて海外旅行をなさる方，再

度訪問しようとなさる方々お誘い合せの上奮っ てど参加下さるようど案

内rr しあげます。 ( 次瓦の Il l i 友を参照下さい)

口 募 集 要 項 口

総 経 費 758，000円 ( 総経t ' { K. 含まれるものはつぎのとおりです)

1. 航 空 運 賃 金行程エコノミークラス航空運賃

2. 鉄 道 巡 賃 鉄道区間の 1 ' 等述賃

3.  送迎パス巡賃 空港または鉄道駅とホテノレ聞の特別ノ〈ス illis

4.  観光ノイス料金 特別パス料金， ガイド料金，入場料金

5 .  ホテノレ料金 各地における 1 級ホテルの 2 人室( 原則として浴

室付) に 2 人づつの宿泊料および税金 ・サービス

料

6.  食 事 料 金 毎日 3 食の食事料金，航空機上の食事も含む。

7.  手荷物運搬料金 l 人につきス ーツケース 2 個程度の手荷物の全

行程の巡搬料金( 重量制1良は20キロ)

8. 空 港 税 各地における 空港税

( ただし，超過手荷物料金，洗iM代，電話料，1酉，果物類

その他何人的性質の政用およびサービス料などは総経ｾｾの

中に含まれておりません。)

定 員 15名

申込方法 Ｓ 月 ＳＱ 日までに「氏 ｾ ｊ i 住所J i 勤務先J i職名 Jr述絡先」

を明記した書面で 日本建築協会事業委員会 ・宛にて お願い

いたします。

日 本 学 術 会 議 有 権 者 の 登 録 に つ い て

本年11 }j 25 日l乙日本学術会議! : s 7 期会員選挙が行なわれますが，その

会員選挙において，選挙し，選挙されるには有権者の登録をしなければ

なりません。登録希望者は卜記要項で手続きをして 下さい。

1  登録カ ードの提出について

すでに前回登録されている方で日本学術会議中央選挙管理会から特別

の通知のない方は ，あるためて登録用カードを提出する必要はありませ

ん。新たに今回受録を求める場合は，中央選挙i ' f 理会1( ，受録用カ ー ド用

紙を諮求入手の うえ，きたる 3 月31 日までに提出して下さい。

2. 登録用カ ー ド用紙の請求について

た学，研究機関等 1(. は登録用カード用紙を一倍して送付しであります

が，個人でカ ー ド用紙を請求させる方は，氏名( ふりかな) @J ，住所，

勤務機関を記入した 「登録用カード用紙請求。」を抗接中央選挙れ・開会

あて提出 して下さい。

3  有権者等の異動届

氏名，住所，* 籍，勤務機関および職仇: WJ務地のいずれかに異動が

あ ったと き博士を取得された場合は ，そのつど， i有権者異動届」をtji

出 して下さ い。

なお，日 本学術会議中央選挙行理会の住所はつぎのとおりです。

東京郁( 下谷局区内) 台東区上野公悶( 包駒込82- 3571 ) 。

会 告 4

第 3回 海 外 建 築 事 情

視察団募集



第 3回 日 本 建 築 協 会 欧 州 建 築 事 情 視 察 団 日 程

( 自 昭 和 40 年 6 月 5 日

至 昭 和 40 年 6 月 27 日 23日間)

1刈 月 日 | 地 名 |

1I 6 月 5 CI 叶取京 猪1

ｾ …Ｈ日Ｉ I  7 テ ネ 将 1

:_l6月 7 円 叶 :  Z  3  葬 1  

4 I  6 月 8 日 ( 火) I ロ ー マ 1

5  I6月9日叶 ロ ー マ 1

6¥ 6月l印刷¥ ｾロ三 生ｼ

7  ｉＶ 月 ＱＱ 日 ωＡ ＿ｈ ｅ レ Ｗ ス ｾ I  

8  I 6月 四 叶 ; ュ ラネ ーノ ブ 葬 |  

9  ¥6月 則 ( 日 ) I ジ ユ ネ 一 プ !

川 6 月14日( 刈三ユ rぐ:三三2到
一」

|  

11 1ト6刊山……月肌肌恥一…β削 航 一n川川山( 伏ω火幻) 1  リ 一 |  

1ロ2 I  6刊州山山山月飢肌肌肌l崎肌刷6似仙LI川 叶l川(

I日3 I  6 月η1 m円! 体叶) サI ｾ Ｎゴ＿ ンリ ドーン 脅 |  

14  I 日 18日 制 | 円 ン ン|

什6 月 間 ωI ; ム ユ テ?レ ん 君 |

16 I  6 月 初 日 ( 叶 225三士52君 1  

17 ¥ 6 月21円(叶 2?3221Z2|

18  I  6 月 別 伏 ) ¥ ス ト ツ ヲ ホ ル ム |
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21  I 口月 2:'11 <ω| コJ レブ ! レ 手 持

22 I三竺こ!こじニ Jレニ発

Ｒｾ＠ 1  6) 12711 ( 11) I  II l 京 百

止 竺l 交通機関 | 鏑 製 |悩 泊 I也

…I  A F  187 ¥ 1 機 中 前

1  1 午 前 中 休 礎 |  

04 ∞ I  I 午後. Ｗｾ＠ ，ポリス見学 | ア テ ヰ

l  |  夜のアテネ観光 |  

ii 自 1 B E  267 I  1 ロ ー マ

I  Iに午附中 … ン官 問附酬物捌…町

| 年後， u 一マ市内，コ u シアムム，バンテオン i ロ 一 マ

|  など古代E砲量築物五凪L学 |  

| … リ オ 地区 山 場 な ど 見 学 | 口 - マ

|  ι 前中 … 新

午後，自由行動

詰M:ι 芸 |ド予抑札1

lげ7: 2初Q ｉ ｾＮ殉リ【匹 ｾ ＮＮ I 午附中，サン タマリアデル フイオレなどゴシ I  ， ラ ノ

|  目o. R 30 I  ツク処築物見学 |  

ＡｾＺ＠ ｑｾ＠ I 列ヂ |  午前中， ドウ オモ ，近代建築物ピエ リー ピル I  ;; ユ ネ ー プ

2o :  36 1  No. 208 1  など見学 1  

|  ト ン か観光 | ジ ユ ネ 二

17: 20 1  ｾｮ＠ ' ' "  1  間 以

18: 詰 I  5 R  146 I 午前，ジュネーブ市内および問地アパート見学| パ リ ー
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貰 桜 酒 造 ( 株) 三 栖 蔵 醸 造 工 場 見 学 会

日 時 2月27 仁1 ( 土) 11' ，先 ・午後 1 11寺→解散 5 W! PO分

集合所 大阪駅西円パス I乳車脇 ・京阪綴光ノミス ・目標会放

申 込 20 日までκ到着する往復はがきに限ります，定員50 ?" を越えた

際は 抽 せんの 上 多加 証 を送｛ｾ， ｴ します 。

建 物 概 要

設号 ＱＧ ｾｅ ｮ 小林行志建築事務所

施 工新菱建設株式会主1:

所 ;(E t也京都市伏見| ヌ tVi 大路下三柄促l京11I } 53

敷地而t 'l 15 ， 593m
2  

ｩｴｾ 高市在ｻ 商売造てJ ; j ; ) 1， 246m
2  

T( 務J f r 163m
2  

延1J! 築而抗ii 4 ，825m
2  487m

2  

川 浩 R C 造 ・ ・部 R 造， ｪ 也上 Ｖ ＱＢｾ ，然 保 Ｑ ｮｾ＠ f l山 20m

最 ｩ 笥 ｬＧｾｬ 27. 4m 

工 101  :i・7工 ・391，下5 月→校J }J ・40 l， f 1  ) J  JIミ

・宍 1'j' tJJ パスは，祈&:ψ 設株式会社のど !兄 fll: です。

第 7 回 若 い 会 員 の 集 Lい ‘ 人" と 建 築 シ リ ー ズ

「 地 域 開 発 と 空 間 計 画 」

日 時 3 月 6 il ( 土) 開会 ・午後 111寺30分- IXJ 会 ・311守30介

会 場 木会 4 階集会祭

ゲスト 問 辺 員 人 ( スペスモデ ールコ ンサルタン ト)

申 込 2 月27 日までに電話で願しミます。

地 域 開 発 と 空 間 計 画 (話題) 田 辺 員 人

1  地域開発の目的と方策とが，ますますわけのわか らぬものになって

きています。 価舶測定の単位を何 lζ よ って桃成する かという乙とが

大切だ と思います。

2  空間の 「大きな秩序」と，空間の「ディテー J レJ との相互関係に対

して， どちら かを偏宿したり，静的なーイ本件を考えすぎたりすると

とが多かったように思います。

3 . 対象の位置と規模の如何を問わず. 開発の行なわれるすべての湯介

に，関係するもののすべてが 「爪性化」された状態lζ な ら な け れ

ば，それらの開発の集大成されたものが良くなる道1 ' J l が あ り 主 せ

ん。 では. でのよ うな乙とが私たちに li¥来るでしょ うか。

会 告 B

伏見の酒蔵見学会

• 

.. 

第 7 回 若 い 会 員 の集い
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A

口

山

山

諸

製 造 元

敷 島 金物 株 式 会 社

大 阪 府 布 綿 布 償 沼 町 1 の 4 6  

電 話 布 総 ( 7 2 1) 7  7  1  3  - 4  

東 京 都 千 代 田 区 神 田 三 崎 町 2 の 2 6  

‘電 話 東 京 ( 2 6 2) 5 3 1 0 ・0 4 0 3

ヲ
ロ

-

y

k

I

d

a
-

長

冨

面

司

E

dZJ I S  

ｾｉρ 凍枚

、 ｰζ ジト ｾｴｰ ｻｪｪＩＦ

‘  

株 式 会 社 木 . 下 謹 三 商 庖

大 阪 山 内 1'( 11φ r' 掛 南 通 5 ノ 3 5  

;11"，<'( 441)  5408 .  5486(  443)  2700 

株 式 会 社 久 保 商 庖

大 阪 市 北 lズ J ' ! 砂 田T 5  

'1It，品( 341) 0207 8 ・4836 - 7  

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

j 、日i.. di ｉ 叫 ｬ メ ｉｾｪ ! 組" 大通 ] 町 1 9  '，I( ，，/i ( 54 1)  6161- 4  

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

大ｾＮｩ，ｉｩ ｉｾ ｩＱ Ｇ ＨｊￆＡＮＢｈ 品筋 Ｒ ノ ＲＰ Ｈ 道陣 ｩ 増Ｇ，ＱＨ停 ｬｩｩ ｊＩ

'，11，"，，( 211)  6923.  0575  

京都営換所 ｫ ｦ，ｬ ｩ､￭ 中点 ＱＢ ￌＧｬ ｊｕｦｾｾ 川 ｦ ｬ レ Ｈ ＲＳ Ｉ 3277 ・3279

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 市 l旦 日 本 1号筋 2 ノ 3 6  

1，W ( 632)  0 1 2 1 - 4  

石 井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 W 1><: 荒 凹 図T 1  

llt 話 ③ 2697 ・2140 ・9151

株式会社 タ テ パ ヤ シ 衝 庖

京町11 di 下 Ji( 医 大 出 泊 同 条 下 ル

泣ぷ ( 81) 0 8 7  1  - 2  

岡 田 建 材 株 式 会 社

.r l  ｌｾ Ｇ＠ lt1 i ! i 例 区 桜 木 町 3 - 8  

1正，.r， ( 57)  7461- 3 ・8589

株 式 会 社 名 建 商 会

1'， 1
1
;  bl ，Ii llJ I正直I f ' ，闘f 4  1 ノ 2

.，l[机 ( 24) 1329 ・2106 ・2817

日 東 物 産 株 式 会 社

本 社・ 名占忠市中，区見( J { 町 3 9  1It，lf，( 24) 6176- 9  

舷車出張所・ 蚊 阜 市 竹 鹿 町 2 7 ;Lt uli ③2201  '  2360 

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  'i t1宮古代或 ( 21) 2281

岡 山 ・ | 崎 山 市 東 凶 町 3 ，1t 話代表 (23) 82お

福 岡 悩 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4  l{( 話代表 ( 2 ) お68

松 江 怯 11司 fli 出 W fJ I町 2 5  8 ・E 話 ② 6 7 9 6  

関西三星 タイル 会員



す う 住 友 の 永 久 磁 石 を 使 っ た く新 し い ド ア ー ・ ホ ル ダ ー 〉

す二J 2 7 4 . . h . . l

て石 ｆ 竺，勺 ｲｾ

* 半永久的な保持力

永久般イi ( 5  kg lこ耐える能 力) を

ｻ史 Ｉｈ していますから 、 ｦ ｾ 十寺 Ｉｊ Iよこ|♀

永 久 的 で す。

* 美 しい合成樹脂外装

合 成 樹 脂 の外 装 は i，'j びることなく

従 来 の ゴ ム 製 戸 当 り な ど の くく い ニ み > < カ‘ み合わせ 〉

構 造 と 遣 い 近 代 的 特 色 を も ち 、 大 量 生 産 に よ り 廉 価 で す 。 変 色 す る こ と の な い 近 代 色 が 、 ド

アーのポイン 卜に な り ま す 。

* 軽 快 な ワ ン タ ッ チ

従 来 の ゴ ム 戸 当 り と 述 って 、 ワン

タ γ チ で悦 q 産触す る だ け で、ホ

ー ルドします 。

* 強 い磁 気 力

石 ｾ ［［ ｕｊ カ匂 ｦｦｩ よ ｪ なため 、 j瓜)J などに

あふられて離れるよ うなことは 、

全 然 あ り ま せ ん。

* 床用デザイ ンのものもあり ます 。

殺 !:; : 去す! ? ? はよ? ・ 三 幾 建 材 工 業 株 式 会 社 :

品fi

新 発 売

Ne wT yρe 

室 内 や 廊 下 を ソ フ ト な 感 覚 で

フ ト を 新 設 計 に ご 採 用 下 さ い

グ ッ チ の 落 着 い た 環 境

をつくりだします

タヲコート

ツヲト
dp関 西 ペ イ ど ト 株 式 会 社
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.... . ピ ) 1 ， . . デ ィ ン グ の 洗 浄 工 事

. 木 造 建 築 洗 浄 ・ 美 素 仕 上 工 事

. ビ ル デ ィ ン グ の 清 掃 ・ 一 般 管 理

美素工業所( 株)

美素建物管理( 株)

本 社 大 阪 市 東 区 瓦 町 三 和 ピ ル

電 話 (231) 5  8  8  8 ・4 9  3  8  

営 業 所 大 阪 市 東 区 本 町 二 丁 目 五

電話 ( 261) 4070 ・4079 ・617

東芝技術の成果/ 新製品誕生

明るさ3，200' レメシを超えた沢一トな32mm管

従来の宰定客および灯臭紛のまま使用できる

-ー- -. 引が ‘ 一、.

冒民訴ぬ& 主主

白 色 FL - 40SW

キ オ ラ イ 〉

. . ・4・

三宅. . ' ! . .  

定価る従来品と変リません

現金定価

FL - 40SW 480円

FL - 40SD 480円
ＮＮ［ＮＮＺｾｬ ・、，‘母、

司h



- 設 計 者 の 乙 と は

ζ の会議所は ，洲本市の rlJ 心$ I Cy J ¥っている。北側は IIJ fl. 9 mの主必道路をへ

だててi l J 庁合と相対し，南側は隣地境界紘一lまいまでぎ っしりと住家のY J ] 乙ん

だ，長方形の場所である c 市街地のrJ; 11 1にやっと求められた， ζ のd*く絢l長い

高価な土地IC. 法規の許すかぎり有効なスペースをとらなければならず，乙の

建物j を不IJ 丹j する人々のために，気持よくスペースのさかれた豊かな環境を造

り11:1すという乙とは望めなか った。乙のY J ¥物Jでは，ややもすれば画一的1!!tJdI' 1

になりがちな市街地lζ 建つピノレとして. }J.i凶の環境に対し ，積極的に個性を主

張し ，対立的lζ 調和を求め，生々とした街の :i WI を造り出す- s)J となるべく努

めた。

1  I併のw刈を路盤面より 1. 2m ｾＧｇ くしたのは ， 台風 ｈ 寺における潟水の以ＯＮＱ＼をさ

けるためである。

外部壁面をコンクリート打放しとしその上に塗装をしたのは，コンクリート

lζ 一応の粉艮: を出すととと ，よどれやあくが山て的よどれた感じになるのをさ

けるためである。

( 兵庫県建築部営繕課姻 ! 照男)

|…む
政計監理 兵 庫 県 建 築 部 営 繕 蝶

施 工 淡 路 土 建 繰 式 会 社

所{ E J也 州 本 "i 船 Itl 町

敵地面積 353.  m"43 

ill 築而政 267.  m"40 

延床面制 812. m"lO  

櫛 iti 鉄筋 コンクリート治

地上 3 階 . 11i lil l 防

工 J(1! 百工 昭和39年 4月

竣工 附和39年 11月

11 
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一

段針軍E理 兵 庫 県 建 築 部 営 繕 謀

施 工 淡 路 土 建 株 式 会 社
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- 現 場 技 術 者

「建築屋が一人前になる K は，学校を出てから，まず 8 年はかかる。所長がっとまるの

は，さらに 5 年くらいたってからでしょう。」

「一人前というのはどの程度ですか。 J

「まとまった現場の係として，木工事なり鉄骨工事なりを担当し，対施主，対下諮およ

び部内の援衡をまかしておける程度です。」

乙れは昭和33年どろ清水建設の方と話ーした会話です。

と乙ろがうちの会社では ，できれば 3年くらいで所長のっとまる人を教育しろという。

3 年といえば内勤の精算や設計にいる日数も考えなければいけないから，最大 3 現場くら

いしか廻 っていないととになる。それで所長級がっとまるような特別の教育法が案出され

れば，その教育法は絶対位、密にしておく ζ とはできないから真似されるにきまっている。

そうすれば今の土建屋は皆つぶされて，財閥系の大商事会社が直接大きな仕事を何でも

やれるようになる。乙んな話をすると皆笑う。 ( IT )

.  建物の使われかたについて

建物が設計l侍の条件と異なった使われかたをしているのを，ときどき見かける。それが

構造耐力よのことになると問題が大きい。例えば，ある営業用倉庫において，仮定をはる

かに紐えた重量物を積んだため ，下の鉄筋コンクリ ート 5誌に大きな亀裂を生じた乙とがあ

る。 一般には，建物，殊に鉄骨造，鉄筋コンクリート造というと甚だしく丈夫なものと思

われてい奇らしい。そ乙 fC : : 設計者の考えと相当のへだたりがあるようである。だから享故

が起った場合，建物所有者K 何か割り切れないものを残したりする乙とにもなる。

しかし ζ の場合，例えば# i f限積載置を建物lζ 表示するなどにより ，事故を未然K 防止で

きたかも知れないのである。何も構造耐力上の乙とには限らないが，設計者が積極的にそ

の建物の使われかたについての指導を行なうととは，も っとなされて良いと恩う。

(HM)  

. 事 務 机 の 配 置

事務室の机の配置で近頃流行しているのは，課長の席を一番うしろにして，係員がみん

な彼K 背中をみせるという方式なのだそうである。乙ういう配置が係員にどういう心理的

な影響を与えるか，事務機のメ ーカーは説明で少しもふれないが，とにかく能率はかなり

上るのだそうだ。 管理者の目がよ くいきとど く乙と，それと課長への来客:κ 係員がディス

タープされぬ乙とがその理由だという。

ζ の配置は ，たしかに管理する側からは好都合であろう。しかし四六時中背後からの監

視をあびていて気持のいい人がいるだろうか。武士道は背後からの攻撃をひきょうだとし

た。背中はその人の一番大事なもの，つまりプライパシーを象徴しているとは言えないだ

ろうか。みんなが自ら進んで仕事をしようというのではなく， ζ ういう配置でしか仕事を

能率的に進める乙とが出来ないというと乙ろに不幸な状態があるのを知らねはならないと

思う。 ( KT)  

. 不 良 住 宅

最近，不良住宅地区の調査をした。

雨が降れば雨もりし，風が吹けばトタン 屋根がと ぶ。 壁はくずれお ち，宜はすりきれた

まま。

どんな暖かい日射しもさし乙まないし，どんな涼 しい風も 入っ て乙な い。

昼間でも 1G灯なしでは暮せばいのに，夜はfG灯は l暗い。

炊事も洗濯も便所も，雨にぬれたり風にふきさらされたりしながら， 家から外へ出てい

かねばならない。

それらすべてにもまして絶対的に 狭 い。ｈＮｾ 1 聞に 9 人住んでいると ζ ろもある。

考桁住宅にもたれてバラックが建ち，そのバラックから j丘がでたかと思うと 一室になる 。

終戦直後でもあるまいにとお考えになるかもわからないが，乙んな住宅がぎっしり建て

つま っている地区もあるので、す。 ( MT)

次号は新 しい執筆者 が飽当します。
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委 員 会 特 集 (Ig 

総

臨

日 本 建 築 協 会の 委 員 会構 成

日本建築協会には. 会の目的事業をはたすため. 各麗の委

員会が設けられている。大き く分けて. 常設委員会 と特別

委員会とがある。常設委員会には. 事業委員会 ・編集委員

会 ・法規委員会 ・住宅委員会 ・出版委員会 ・災害委員会 ・

教育委員会 ・建材委員会の 8 委員会がある。特別委員会と

しては. 企画委員会 ( 運営審議会の延長) ・近代建築調査

委員会 ・表彰候補詮衡委員会 ・会館連嘗委員会がある。 と

の特別委員会は. 特定の目的を果すために設けられたもの

であるが. 今回はとくに報告しなかった( ただし. 近代建

築調査委員会はシリ ーズとして毎号報告 しているが. 今回

で終結したもの) 。また常設委員会のうち . 災害委員会報

告は本年度は開催されていないので割愛した。
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事業委員会の概要

事業委員長 増 井 敏 克

今回委員会特集号が発行 される にあたり，事業委員会

の活動仮りの概裂につき誌面を借りてど報告させていた

だ きます。

本会会只 lζ は，学校 ・官公庁 ・諸会社の建築部門担当

者ーをはじめ，建築事務所 ・施工業界 ・設備業界あるいは

資材関係の方々も含めて，建築界のあらゆる部門の方が

お入りになっているので，会員居の 巾が| 皆庖的にも，年

令的にも非常 lζ 広範囲にわたっておりま す。

そして，乙れ らの会員の方々がお互いの親睦と研磨を

計り ，協力して建築界全体の向上を期すとい うのが，本

会の存在主旨である と恩われま す。

したがって，乙れらの主旨の実行にあたって，本会内

には租々の委員会がも うけられ，各委員各位 ICは，建築

界全体に対する奉仕の意味で忙中にもかかわらず世話人

として活動していただいているのであります，中でも事

業委員会は委長会の内でもと くに大きい部門を受持ち，

新建築 ・工場 ・古建築見学，種々の展示会，講演会，研

究会および，青年建築家を対象 lζ 若い会員の集い，新材

料，新工法の説明会な どの固い面と ，懇親会のよ うな軟

い函を担任するなどの多くの小委員会( 分科会〕にわか

れておりまして，それぞれ大きな足跡を残しておりま

す。

とくに中しあげたい ζ とは，各小委員会( 分科会) の委

員の方々が，建築界の各部門の中堅であり ，最も活動力

のあるカによって構成されている乙とであり ，そして，

なかなかの談論風発，不肖，委員長の私も時々 は弱らさ
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れる乙ともある位であ ります。しかしながら ，乙の風潮

は今後もますます活発であ ってもらいたく，さ らに乙 れ

か ら後も，新鋭の若手陣に本委員会にど参加，ど活躍を

願 って， 本会に走行しい血を絶えずそ そぎ入れていただき

たく 思 っております。

各小委員会の紹介に先立ちまして，委員会としての概

要をお伝え して，P.R. の立a を果させていただきます。

事業委員会の誕生から

現在の小委員会活動まで

昭和3 1年 4 月，従来事業活動を担当していた「会勢委

員会」 が，その性格，事業内容について検討さ れた 結

果，発展的解消をする乙とになり ，よりよさ事業活動を

はかる目的で「事業委員会」が新設された。

事業委員会は，見学会 ・講演会 ・映画会 ・展示会，懇

親会およびほかの委員会が所管しないすべての事業を包

括して，それが企画と実施を担任する ζ とになった。初

代の委員長鷲尾健三氏副委員長岩崎甚太郎氏の外

16名の委員で編成された。 新 しい事業の企画，実施をは

かるため，委員会のうちに小委員会をもうけて活動の中

核とした。

「若い会員のwいJ i建築写真 コン クール」など新 し

い事業の企画はそれら小委員会編成がき っかけに もな ゥ

Tこ。

昭和34年事業委員長! c 岩崎甚太郎氏が就任した。委員

は20名lζ 増員して，精力的 lζ 事業の拡張につと めた。

昭和38年には事業委員長 IC増井敏克氏が選任され，委

員の構成員も各職域から40余名の多数となり，先輩委員

の磯かれた事業企画を中心に，新しい事業も活発に実施

されていった。それらの事業が，会員各位の実務にいか

されるととを目標 IC，一層会員の声を反映させる乙 とに

つと めた。昭和39年は5 1名の委員を擁して，小委員会の

整理統合などを手初めとして，本会独自の事業企画と実

施は小委員会を中心! c 進めら れた。事業企画が発表され

るまでのプロ セスは，小委員会て検討，研究された事業

企画が事業委員会に提出され，委員の熱心な討議と審議

を経て，実胞企画が決定され，会誌で発表する。実施に

ついては，それぞれの担当小委員会が担任する。小委員

会，委員会は，それぞれ本務! と忙殺されている委員の勤

務終了の夜間 IC開催する乙 とが多い。 J:J:鉄 lζ 事業に とり

くんで いる委員のｾが事業活動の成果に反映されている

といって も過言ではない と思う。

本委員会に設置されている小委員会を紹介してそれぞ

れの事業企画の抱負を併せて記載する。



【昭和39年度事業委員会】

委 員 長 増 井 敏 克

( 氏名 ・五十音順)

副委員長 岡本弘/ 樫板英郎/ 政岡基次/ 矢野豊作

/ 山本義樹

【新建築見学会小委員会】

主 査 道 図 泰 治 郎

委 員 回 森 信 夫 / 水 本 稔 / 村 島 彩

見学地域を近郊および地方都市( 工場見学会と合同)

にも足を延ばす。住宅，工場も対象に採り入れる。唆工

の建物は もちろん，工事中の現場 ・新工法の現場見学を

多く織込んでいくなど一段と特色のある事業にするため

の研究を重ねたい。

【古建築見学会小委員会】

主 査 岩 下 久 哉

委 員 佐 孝 義 治 / 森 田 孝 雄

いま までの見学対象を再検討していきたい。新しい企

画としては「民家を訪ねるシリーズ」など研究していき

たい。庭図なども見学にいれて特色のあるのにしたい。

また地方の古建築も企画対象としてその土地のよき風物

K も接するように一層の努力をしていきたい。

【工場見学会小委員会】

主 査 中 村 信 夫

委 員 繁 忠 夫 / 木 村 博 己 / 村 井 健 三

見学は建築実務 lζ 関係のある工場を重点的にするが，

社会人としての啓発の対象になる 工場 も と り あ げ て い

く。 毎年実施している地方での宿泊をともな う見学会

も，新建築，古建築見学と併せておとない，地方会員と

の交歓をも図れるよ う企画の充実 lζ カを注ぎたい。

【各種説明会小委員会】

主 査 藤 沢 達 夫

委 員 池 田 博/ 大久保同一/ 岡本行主i / 能勢藤

政 / 畑 町 夫 / 広 瀬 修 三 / 山本 茂 / 渡 辺

英秋

38年より新しい企画で説明会を実施した。 39年末まで

に 9 回開催してお社の新製品を紹介してきたが，その間

小委員会では開俄毎に反省会を{ 慢すなど，より実務 lζ 結

びついた説明会とするため検討を重ねた結果， 40年から

は， 建築工事別にそれぞれの，新しい工法 ・材料 ・設備

・機械なとを紹介する乙とになった。企画としては，

「基礎抗関係J i 地下工法関係J i仮設工事関係J が決

定しているが，一庖内容の充実を図るため会員各位から

のご1 ¥見，ご希望をとりいれていきたい。

【映画，講演会小委員会】

主 査 佐 塚 治 久

委 員坂内主主男/ 鈴木洋也/ 八木常美

予算 IL縛られては，なかなか実胞がむつかしい面があ

るが，昨年の 2 回の講演会( 地震と超高層建築 ・武藤清

氏，建築と色彩 ・山I1向勝弘氏) は，いずれも盛会で特徴ー

あるものとなった。 ζ んども建築技術の向上， 啓蒙 [ C資

する，特色あるテー 7 と講師により企画の独自性を図ゥ

て特徴のある事業を活発 lζ 催したい。

【展示会小委員会】

主 査 星 野 二 郎

委 員 井上 混 / 駒日出男/ 内藤一真/ 中野孝治

西川幸之輔/ 必村皮三

例年，写 ｬｾ 展とか，会員余技作品展を行っているの

が，乙の展示小委員会の行事の一つであるが，昨年から

は，会員相互の交流，親睦のみでなく， 一般社会人に

対して，建築の啓蒙をしまた建築技術の紹介などを行

い，大い に公共(I(] な，分野迄，発展するべく ，その始め

としてi時期的に ，新潟地震を取り上げ “ 地震と建築の常

識展 H を企画，内容案を作成，作業開始の段階 lζ て，経

ｾｬｪ の厚き壁 ｬζ 突き当り ， 断念せざるを得なかった。今後

も乙のような企画のもとに ，協会の公共的な事業となる

べくその可能性を追求して行きたい。

【若い会員の集い小委員会】

主 査 岩 本 尚 三

委 員 太 田 隆 信 / 角 橋 徹也/ 佐々木良一

千葉春海/ 中根芳一/ 堀江哲郎/ 宮後 佐

若い会員の集いは，着実な活動を 8 年も続けてまいり

ました。企業の壁なとセクショナリズムを越えて若い会

員の交歓の場として収獲の多い集いになってきました。

とんどは若い会員がより積極的 lζ 建築創造にむかえる

よう相互の述繋の集いとしてすすめていきたいと思、いま

す.

【懇親会小委員会】

主 査 尾 他 清 四 郎

委 員 谷 川 丈 夫 / 萩 野 敬 / 原 田 守 蔵

平田作太郎/ 三宅昭栄

建築界の名物行事となった忘年懇親会をはじめ ，創 立

記念パーティ ・互の懇親会などの企画のお世話をして主主

りますが，毎年新しいアイディアを注入して一層よろ乙

(まれ，た のしい交歓の場になるようつとめております。

また新しい懇親の場をつくるよう研究していきます。
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会 員 の 声 ・座 談 会

園事業委員会では，現在の行事を通じ，今後の卒業運営

の反省と参考とするため会員の声をきく座談会をつぎの

ように{ 践した。

日 時 1113和 39を{て 10月 1 口

場 所 日木建築協会 3  ｉｾ 弁会議室

出席 者 司 会 岩 佐 直 則 ・岩佐建築事務所

上出 秀 雄 ・藤木工務! 苫

木ｾ 卓夫 ・大阪建築事務所

小島 弘 ・三田建築事務所

徳 永 義 夫; ・鹿島建設

松 田 郎三 ・7 ツダ工業

村 上 恒 彦 ・住宅公団

森 粛 ・布施工高

山本耕一郎 ・大阪工大学生

柳田突巳夫 ・大阪d : コンクリート

和 因 究 朗 ・大阪府

委員 山本 茂

. 議題口事業でよかったもの，口悪かっ たもの

口事業 !C対する希望，注文

口建築協会に対する希望，注文

以下，座談 会の内容のEE 旨を上げると

< 現在の各行事につ いて>

・どの会をとり上げてみても，よい事業ばかりで楽しく

参加できるが，実務に反映し，すぐ役立った企画は ，参

加人員も多く集い ，好評ではないか。

.  1J1J 人として，実務と直接関係あるもの，および講習会

は上司 に対して，許可がう けやすく ，いきやすい。

・開催日についても同絞K ，平日より，土曜， 日曜の方

がいきやすい。

・学生も参加したいが，遠慮勝ちになる。将来会員 とな
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る若い人 IC何かの印象となるよ うな学生相手の見学会な

どを似してほしい。

- 参加人員について，命Is良される苦115。

- 見学会などの説明資料は，先にほしい，また見流しに

ならぬよう説明などをよく ，参透するよう :5- 湿してほし

し'0

< 若い会員の集いについて>

- 若い会員としてあっても ，中'T のものも参加し たい 0

・参加してみて発言しなく ても，きくだけで教え られる

乙とが多いが，何かむつかしい理論的なものばかりであ

ろうと ，尻込みするのが現状である。

Ｍ 主 ｾｾｵｭ があまり理論的で関心は技術的な方にあるように

考えられる。また発言しやすいように，指導，誘導する

人がおれば。

・参加定員が30 : i うと制限になっているので，申込んでも

断わられる ζ とが多いだろうという気持がある。

くその他の要望，注文 として>

・庭園見学，石像美術見学などを繰り入れてほしい。

・異った職種の人の建築 lζ 対する批判や，訴をきく機会

を設けられてはどうか。

・工事途中の見学会などは半日か 1 日位開放して自由に

見学するようにならぬか。

以上，活I設な芯見，そして協会を盛り上げて行なう と

いう発言が多く，その他議題にもあるように他の部門に

ついても，原々の要望があったが，一応事業委員会関係

にとどめておき ， そのｾ望はそれぞれ各委員会に伝えて

おきます。

< 座談会をまとめて>

圃乙の企画は，委員会特集号の記事の_.n，i として，事業

委員会の各行事が会員の間でどのようにうけとられ，参

加していただいてるか，また今後の行事について，との

ように企画していくか，という乙とを各小委のご苦労が

どのように突っているか，という乙とで行なったもので

• 



• 

あります。

実際に，事業委員会は，協会の地道な活動の中にあ っ

て一番識やかに ，そして，会員相互の親陸の実をあげ，

見立った存在である乙とはいうまでもない乙とと思いま

す。 乙の座談公を通じてみますに ，多数の会員 lζ 満足の

い くような企阿を立て，実行していく 乙と のむつかしさ

が， しみじみわかります。事業委も ，乙の点について各

種，見学会，講演会，説明会を ｈｾ し ， 会員の参加機会均

等を預っているわけでありますが，乙れとて相手があっ

ての行事で会員の都合ばかりでは ，解決のできないとと

が多々あります。乙の点は ，会員のよき理解が必要であ

りましょう c

そして，乙れらの行事が活i授に行なわれ参加人員の多

くなる乙とにおいて，歴史のある本会の存在が目立ち ，

会員が作! 大してくる乙とになると考えられます。 ζ の乙

とは，風吹けば侃屋がもうかる，というような廻り遠い

説明をしなくても ，協会の隆盛に通じ，またますます行

事の充実化が促進される乙とが明確な乙とであります。

また 乙れらの行事は会員のものであります故，企i J l i i 者に

まかさずとしどし意見を述べられ，よりよき事業にし た

いと恩っております。座談会の中にありました，日開他日

の 件と人員 ｈｾ ｪ｜良の点について ， やはり乙れら行事を行な

うについて一番頭を悩ます点であります。

会員は過半数が劫人であり，乙れらの行事lζ 参加する

には土II/t ，日限が一番ょいと考えられ勝ちであります。

いままでの例でも，平日が土 ・日曜と比較してみて，参

加人員がとく K 差を見出される乙とはなく ，かえって逆

の現象さえみえます。また，見学先が工場とか現湯であ

れば，休日で稼動しなくて，見学価値が半減したり ，ま

た， 説明者が休みであっ たり，参加人員についても ，見

学先のご好意により，ノミスをだしてもらった場合，無ftilJ

限というわけにはいかず，場三庁に収容する ζ とができな

か ったり，いろいろの都合がある乙とをよく理解してい

ただ き，大いに参加していただき たいと思います。

ζ の会を通じ，各種行事は公民の関心の的である乙とは

事業委員会 として，心強いものがあります。そしてよき

批判をいただいた乙とを感謝して隼をおきます。

( 委員会特集号原稿作成小委員会主主主 星野二郎)

. 座談会の話題の中心が「若い会員の集い」になっ てい

るのをみて，おおいにi l I 壬を! : s じます。

①若い会員の集い は，スタ ー 卜してから 8 年・間，着実

な活動を続け てま いりまし た。とかく 閉鎖的な建築界に

あって “企業のカベ " その他あらゆるセクシ ヨナリズム

を超逃して，若い新鮮なエネノレギ ーを交欲してまいりま

した。

⑦会の運営の原則は，とれほどの人数を集めるかでな

く，どれほど内容を充実させるかに E 点をおいています

もちろん，より多くの会員にそういう有広義な機会に接

していただ乙うとして，魅力的なテーマ，ゲストを選定

しています。

①指導 ・誘導者をおいてはとい うお話ですが，むしろ

常; 述出席者の増加を企図しています。最近は毎回数人の

私極的発言者が参加しており，収wの多い集いが続いて

います。

@ 理論的なテ ーマばかりで，参加したいが尻込みされ

ているそ うですが，発言したい人が討論するわけですか

ら，ただ きいていてもおもしろいものです。しかし，い

つまでも実務的，即物的な話だけに興味を限定していて

は “ 前向き " の建築技術者とはいえないと恩います。 乙

ういう機会を通じて“ 建築と社会のつながり" を感覚し

て下さい。

①そ ういう怠味で異る 職域の話を昭和37年度「現代の

探険 J 昭和38年度「建築からの起点」の両シ リー ズの な

かでで きました。 なお，昭和39年度は「人と建築」シ リ

ーズを続け ております。

( 若い会員のmい小委貝会主査 岩本尚三)
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( 昭和35年 4 月一→昭和39年 12月)

‘ 【35年】

・ 4月一隆昆板の防水説明会 ・産経会館 4 階 /信楽の製陶見学会/ 関空Eヒツレ見学会/ 新阪

急ヒツレ竹中式深礎工法見学会 / 明るい生活と建築展 ・神戸王子体育館 ・ 5月一住宅公

団天神続分譲住宅見学会 園 6月一高砂コンクリ ート工場 と館林寺見学会/ 京都会館 と

都ホ テル佳水国見学会/ 勧銀ピル竹中式潜函工法見学会/ 高麗橋ビソレ見学会 園 7月一

見学と互の懇親会 ・ワールド/ 合成樹脂防水刻の工場と紡績工場見学会/ 修学院離宮見

学会Ｏ住離 Ｑｾ 見学会Ｏ ハリス 博士の建築 と音響講演会 ・ 関電会館 園 8月一* 若い会員

のｾい互の見学 と 懇親会 ・ 奈良Ｏアサヒビ ー ル吹田工場見学会Ｏ神戸の明治建築見学会

/ 住宅公団瓦昆町分譲住宅見学会 副 9月一大阪第 3 市外電話局外見学会/ 関西電力大

阪火力発電所見学会/ 大阪宮士銀行ビ J レ見学会/ ドームとシャー レの! ! 9- ' : 画会/ *い ろい

ろなデザイナーと話し合う会 置10月一名古屋の建材工場 と新建築見学会 ・1 i自/ 南禅

寺の茶室見学会/ 第 1 回海外建築事↑ 15視察( 欧米) 図11月一神鋼ビJ レ・大井ヒル見学

会/ ニッカウイスキ西宮工場/ 日本民家E終結博物館見学会/ ! レ ・コJ レビ ュジェ大阪展 ・

大阪市立美術館/ 海に築く製鉄所映画会 ・建 設 会 館 / 火見学 と批評の会 ・近鉄登美ケ丘

分譲住宅 &12月一忘年懇親会 ・阪神百貨庖大食掌/ 佳離宮見学会/ 修学院離さ見学会

【36年】

圃 1月一建築団体合同新年交礼会 ・建設会館/ 新年午さん会 ・建設会館/ * 西山卯三氏に

中国の話しを開く会 ・北ミュ ーへン別館/ 輸出繊維会館見学会 図 2月一大関寿蔵見学

会 / コン クリ ート打放 し建築見学会/ 都ホテル と妙心寺花園会館見学会 園 3月- i diJ立

記念 ・諮演と映回会 ・会員余技作品展 ・関包ホール/ 創立記念、ビールパーティ ・関包会

館 / * 在日留学生と話し合 う会/ 策本願寺難波別院見学会/ 岡山の建材工場と倉敷の新

建築見学会 ・1 ｩｾ ｩＯ三菱篭 機伊丹製作所 見学 会 図 Ｔ 月 一Ｊア ｊ レ ミサッシ の研究会Ｏ野

沢セメント工場彦綾城見学会/ 大和文筆館見学会 翻 5月一東邦商事本町ビ J レ見学会/

北浜ヒV レ竹中式深礎工法見学会/ 日本板硝子本社ビソレ見学会/ 銅管構造講演会 ・於産経

会館 ・ 6月一淀屋橋勧銀ビソレ見学会/ 興銀ビソレ見学会/ 関西ぺイント尼崎工場見学会

/ 佳離宮見学会/ 修学院離宮見学会/ * プレジ デント ク 1) ープラ ンド号を見る会 ・神戸

港 埠 頭 8 7 月一内外木材工業本社工場見学会/ 日本 ビール大阪工場見学会/ 建設記録

映画を見る会 ・建設会館/ 夏の懇親会 ・滋賀観光文化会館 田8月ーとれからのパーキ

ンク3包設説明会 ・関電ホ ール / * 見学と互の懇親会 ・クラ ブ OT A ・ 9月一毎日テレビ

千里山総合社屋と千里丘呉羽紡寮見学会/ 日本生命中之島ヒツレ見学会/ 気泡コンクリ ー

ト説明会 ・千代田生命ホ ール 圃10月一大阪ガス総合研究所と教習所見学会/ 慈光院の

茶室を見る会/ ポ新しいオフィ スビ J レのインテリ ヤ 圃11月一 * 欧米の施工技f将とソ速

の建築/ 京都中央郵便局見学会/ 旭硝子尼崎工場 と特殊硝子工場見学会/ 武者小路千家

外茶室見学会 ・12月一忘年懇親会 ・味図

【37年】

圃 1月一建築団体合同新年交礼会 ・建設会館/ 新年午さん会 ・建設会館/ * 新春若い会員

の集い ・郵政会館/ 新阪急 ビソレ見学会 園 2月一 日; 本盛酒蔵見学会 / * フランス美術展

の観: D: と談演会 ・京都会館 ・ 3月ーダイハツ工業池田第二工場見学会 圃 4月- H形

銅建築講演会 ・ガスピノレホー J レ/ 川崎重工業加古川工場見学会 ・ 5月ーグリーンビル

と膝浪ピ J レ見学会/ 日本生命本館と東海ピル見学会/ ・汽車製造大阪製作所見学会 回 6

月一新住友ビル見学会 図 7 月ークラブ千扇見学会/ 宅酉蔵京岱ビー J レ工場見学会 圃

8 月一六甲山 ホテ J レ新館見学会 図 9 月一天王寺民衆駅見学会/ 日本向管とトヨタ自 illiJ

. 1I I 工場見学会 ・1 泊 阻10月一第 5 回建築写文 コン クール ・主題 ・屋恨 ・壁 ・インテリ

ヤ/ 平川鉄工所滋賀工場と日本電気硝子大津工場見学会/ 笠中市庁舎と住宅公団緑ケ丘
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日時車会

委貝会 小委員会

打合せ会

35.4→ 36. 3 12回 48回

36 . 4→37. 3 12回 36閉

37. 4→ 38. 3 11閉 ¥7回

38.4→39.3  10間 69回

39.4→39.12 8閉 42回

• 



• 

盟副

- 守

団地見学会/ *企業内における工業デサ、イン/ 防鋭lζ 関する講演会 ・千代田生命ホ ール

/ 欧州のプレハブ講演会 ・建設会館 ・11月一大阪屋証券ピノレ と平和ピソレ見学会/ 三井

信託ビル見学会/ 日本板硝子舞鶴工場見学会 / * 現代の広告産業最近のマーケティ ング

/ 秋の嵯峨野の古建築を訪ねる会 ・12月一千里ニュー タウン見学会/ 忘年懇親会 ・太

閤国

【38年1

・1月一建築団体合同新年交礼会 ・コクサイホテル/ 建築 ・遺跡と現在のスライドと講演

会 ・日本板硝子会議室 ・2月一関西鉄鋼短期大学見学会/ * ヨ ーロッパのm・広場 ・

ひとびと 圃 3月一尼崎市庁舎見学会/ 相馬邸見学会/ 大関酒蔵見学会/ 新しいエポキ

シ。樹脂の建築への応用説明会 ・千代田生命ホー J レ/ *新しい街づくり ・地下街の企業 と

公共性をめぐって/ 創立記念講演と映画会 ・関包ホー J レ/ 創立記念ビールパーティ ・関

電会館 ・5月一小原流家元教場見学会 図 6月一三神 ヒ・ノレ全溶接構造見学会 ・神 戸 /

大阪神ビーJ レ見学会/ 気泡コンクリートと i湿気性吸音妓説明会 ・千代田生命ホー J レ/ * 現

代の探険総括座談会/ 伊奈製陶工場と名古屋方面見学会 ・1 泊/ 第 2 回海外建築事的視

察( 欧州〉 劉 7 月一 *大者s市の溢路と矛盾/ 軽品建築材料 と新しい充填剤説明会 ・千

代田生命ホール 図 8月一新しい照明型式 ・鉄筋 ・化泣仮説明会 ・千代田生命ホーノレ/

* 奈良のマスタープランを考える/ 五条の古建築と市庁舎見学会/ キリンビール尼崎工

場見学会/ 互の会員懇親会 ・カジノ 園 9月一新しい内装建材と新合板ノマネノレ説明会 ・

千代田生命ホー J レ/ おう 6回建築写只コンクーノレ ・課題 ・街/ 一休寺と秋篠守見学会 置

10月ードァサ教授講演会 ・科学技術センター/ 新しい往材と防水工法説明会 ・千代田生

命ホ ーノレ/ * 近哉の リクリェーシヨン関発を探ぐ る/ お 1 回会員余技作品展 ・毎日ギ ャ

ラリー/ NHK大阪放送会館見学会/ 京大熊取原子力実験所見学会/ 西行庵と東西本願寺

の茶室をみる会/ 近汲コカコーラ工場見学会 園11月- H形35建築諮演会 ・科学技術セ

ンター/ * 明日のプレハプ放談会/ * 団地コミューニティ/ 梅田地下街見学会/ 関西大

学誠文館と体育館見学会/ 秋の室生寺と大野寺を訪ねる会/ 有田タイル工場と福岡市内

新建築見学会 ・2 i白 園12月一新しい建築技術開発の集い ・カo スビソレホール/ 忘年懇親

会 ・太閤因

【39年】

・1月一建築団体会同新年交礼会 ・コクサイホテル ・2月一 * カナダ ・スェーデンの住

宅開発 とその生活/ 西本願寺津村別院見学会/ 金盃酒蔵見学会 図 3月一 * 計画上から

みた神戸ポ ー トタワー/ 創立記念講演と映画会 ・ガスビ J レホ ーJ レ/創立記念ビールパー

ティ ・ガスビソレ食堂/ 千里ニュータウン見学会/ セントラル硝子堺工場見学会 ・4月

一新しい金属建材と溶接工法説明会/ * 建築の評価/ 大阪府立大学体育館見学会/ 芭蕉

j奄 ・詩仙堂 ・虫珠院を見る会 園 5月一 * 建築からの起点総括座談会 . 6 月一新しい

駐車場設備 ・塗料 ・気泡コンク リート説明会 ・千代田生命ホ ール/ 長居陸上競技湯見学

会/ 大阪南郵便局見学会 園 7月一 * 都市再開発事業実現のためのシステ ムと プログラ

ム ・藤田邦昭/ 高張力ハックボルト ・塗料 ・パーライト説明会 ・千代回生命ホール/ 大

阪航空ビソレ見学会/ 永富邸 ・醤油工場 ・姫路城見学会/ 東海道新幹線大阪電車基地見学

と試乗/ 新阪急ホテノレ見学会 園 8月一 * 兵庫県庁舎 ・相楽会館 ・神戸市埋立事業現場

見学会/ 夏の会員懇親会 ・ゴー J レデンミカド/ サッポロヒ、- )レ工場見学会/ 東洋工業大

阪支社見学会 図 9月一 本近作を諮る ・薬袋公明/ 大阪府庁別館見学会/ OWS 地下工

法見学会 ・10月一地震と超高庖建築講演会 ・科学技術センター/ 新しい内外装材 ・混

和剤 ・接着斉IJ ・塗料説明会 ・千代田生命ホー J レ/ * 建築 と社会とのつながり ・佐野正

/ 宮園生命ビ J レ見学会 /大阪電E券会館見学会/ サントリ ー山崎工場見学会 田11月一大

阪市清掃局西淀工場見学会/ 建築と色彩講演会 ・千代田生命ホー J レ/ 淡陶タイ J レとメン

ソンリイセメント工場見学会 ・1泊 ・淡路/ * 建築計画の中の構造 ・高橋J u 夫/ 国鉄新

幹線新大阪駅見学会/ 奈良の訪ねるを茶室つどい 園12月一忘年懇親会 ・太間関

< * は若い会員の集い >
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v一一

出 版 委 員 会

乙れからの「出版委員会」

出版委員長 田 中 良 太 郎

1  . 結 論

最近まで往築協会では「建築と社会の編 l母刊行J と

「見学会その他のいわゆる事業」を二大事業と考えられ

ていた。木年からはそれに出版を加えて， 編綿委員会 ・

事業委員会 ・出版委員会を三大事業と考えて もらうよう

に発展させる乙とになった。陣容，予算，規模，構想を

拡大しようというのである。もとより，外にある各種の

委員会をさしおいて， 勝手ないい分と恩われるふし，な

きにしもあらずであるが，乙れは本年度委員の心構え，

あるいは泡負であるとお採り聞いたい。スローガンは

「建築佼術の進歩 ・発展 lζ 寄与するため，実務』ζ 重点、

をおいた建築技術I図書を刊行する。企画 lζ 際しては会

日を中心とした有益で球価な図書，非営不IJを主旨とし

た図詣ーを基本とする」

裂は出l仮屋になり切 っていままでより以上に有用な図

書を積極的 1<:: 沢山発行して，より多く，より有用な会員

への奉仕をしようという乙とである c それがうまくいく

かどうかは， 今役の活動 lζ よっ て 批判されるのである

が，そのために従来よりはうんと多数のメンバーによっ

て委員会を絹成した。多忙の方々に，またまた悲仕的な

加重をかける乙とをおそれるが，心よく引受けて下さっ

た委員各! 立に感謝すると ともに，協会としての使命感を

一回痛感するものである。

結論から先に述べたが，出版委員会を乙ういう改組に

までもってきた乙とには， 相当の理由といきさつがあ

るe それをつぎに述べる乙とにするが，決して私の弁解

ではない乙とを了解していただけるものと思う。
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2. い き さ つ

運営審議会答申のこと

理事会の諮問機関として運営審議会が設けられた乙と

はど未知の 乙とと思、 う。私自身もその一員に加えられて

いろいろの問題についてまことに熱の乙もった討論がつ

づけられ，過去から現在への反省 ・批判と将来への発展

の方法について一応の答申書が提出された。乙の集りは

そのため当分存続の必要ありとして企画委員会という名

で活動している。その答申書の中で出版委員会に対して

指摘された乙とは

1. 従来からの出版委員会としての性格がi凌昧であった

から，乙の際出版の J レーノレを確立する必要がある。

2  従来の出版物については，その売行きがはなはだよ

いもの( 実は講習会のテキス 卜〕と惑いものとがあ

る。図書出版とい う事業によっ て収入を図り ，協会の

経理にプラスする乙とを正道と考え，表面は赤字とな

っても有益な図書を出版する乙ともまた協会の使命と

して考庖、すべき乙とであるが，ケジメをはっきりさせ

たい。

要約するとそんなふうな答申であった。乙の二つは今

後の出版委員会の運営の「方針」を定めるのに大へん参

考になる。ただし出版事業は「ミズモノ」だから，計画

と実施の結果についてはかならずしも一致しない場合が

あると私は思っている。また黒字にする乙とは読者数を

考えてみると，またなかなかにむつ。かしい乙とである。

会員以外にも売れる時代がくればまた別であるが，会員

の職種や専. 門業務も多岐にわたっ ているし，年令も 20才

以下から 61 才以上まで変化が多いので万人向きのものは

ほとんと不可能である。売上部数が少なければ出版経費

のうち紙代の占めるウエイトが少なくなるのは自明であ

る。

しかし答申書中の会員の傾向分析をみると ，フi王部正会

員中35才以下が約6096，40才以下が68. 6勿を占める乙と

また建築 lζ 関する種々の団体があるが，本会のみに入会

しているものが，全会員の約 3 分の 2 1ζ およんでおり，

とくに30才以下では7596i L達している乙とは，読者庖を

想定する上1<:: われわれを勇気づけてくれるのである。

3. 建築技術の変遷の こと

日本建築協会も創立以来50年!ζ なろ うとしている。そ

の間，社会自身もいろいろと変わっていった。また建築

の社会的立場，建築家の社会的役;I(;I J もいちじるしく変遷

してい る。それから建築の技術面においては，一般の技

術あるいは工業の進歩とともに，否科学の進展につれて

想像もつかないほどの自由さと複雑さを獲得するととが

できた。したが ってその結果，技術の専門分化は，建築

の綜合性をますます困難なら しめている。
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協会および会凸の社会的使命も ，それにつれて変巡し

ているにちがいなしユ。会員の職極もいまでは「建築に関

係のあるあらゆる職種」にまで拡大されている。ま たい

ろいろの学会や協会などが誕生して，それぞれの分野に

おいて活院をしているが，その乙とも「建築協会は如何

lζ あるべきか」すなわち協会の使命を複雑にしている。

簡単ではない。歴代の各会長およひ役員の諸先濯が，よ

く時代を洞察して今日の協会の隆盛を進めて乙 られたの

であ るが，科学の進歩の速度が次第に早くなっ ていくと

き，ますます事業の使命が複雑になってしベ。

議論をはしt J i るが，乙ういうとき には， コミニュケー

シヨンの方法として図書がはなはだ重袈な役目をなす乙

とにな る。しかも多くの市販の学術専門書から ，自分の

必要とする間足iを明快に自己のものとする乙とが，なか

なかむずかしい。乙の辺にもまた 「協会の出版図書J の

芯義がありそうである。つまり 「会員の望む図古: J を知

って， J!j i さも値段も下頃なものを出版して会員の手兄に

ととけること ，である。

4.  いまや っていることと = 今 後 の お願 い

出 版という業務そのものを分 ｾＩＩ ｪ してそれぞれ の委員に

担当してもらうという案を最初考えていたが，数回にわ

たる検討の結果それをやめて， 専門分野を構造 ・意匠計

画 ・;i 支出l原論 ・施工の四つにわけ，各々を部会と称し，

部会長と幹事にまとめ役をお願いすることにした。もち

ろん図書の内容によっ ては二つ以上の部会にわたる問題

もあるであろうしま た各部会で立案された仕事の議決

は，全委員で行なう乙 とになっ ている。

各部会ut lζ ，それぞれ二つ以上の企画を進め ても らっ

てい る。前年度からの継続計画も進んでいる。只体的 lζ

は 「建築と社会J f( 予告発表をしているから注芯してい

ていただけはわかるが，遅々と した進行状態なのでご迷

惑をかけているようであるが，むしろ執筆者の立任感と

熱の入れ方のためといえるので，ど寛容を乞う次第であ

る。

最後K 会員の皆さんにお隠し主し たし3。初めて述べた通

り， ζ の出版委員会は出版屋であっ て， 執筆者の集りで

はない。したがって，出版業務はわれわれがやるけれど

も，会員全員が積極的 lζ 出版事業 lζ 参加していただく乙

とを切望する。出版に対するアドバイス ，批判，その他

どんな形でもよい，委員が好かれると思っ てやっている

乙とでも， 多. . 1 - - な皆さんからみれば，いろいろと窓見も

あると恩われる。素直な声が聞けたらと思う。

ｉ ＮｬＺＧ ､ 仮事 予 告は最近どの学会や協会でもｾｾ度が認識され

て盛んになりつつあるようである。われわれもまた，安

い出版物を. i i l i か !ζ 入手しても らう乙と ， しかしその内容

は日 本建築協之独特のものでありたいc 実務の参考にし

ても らう: t {91)Ui ，少し溶ずiいて勉強してもらう技術哲等

，々 抱負だけは大きい。

園 部 会 別 の 出版 企 画 図書 ・一覧表 圃

【設備原論部会】

部 会 長 田中良太郎

幹 ij. l  1i l "吉志乃武

蚕貝江 川 好巳 ＯＱｩ Ｇｊ 水 ｾｲ 栄次 Ｏ 前 ［ｉｊ 純一

< 建築技術者ーのための設備関係図蛮 3 部 作 >

匪建築技術者のための電気設備

斜線委員長 羽m栄夫

幹 事 消水A f 栄次/ 鈴木俊男/ 渡辺健l侶

川内正巳/ 時尽語臣蔵/藤井 滋

園建築技術者のための 給排水衛生設備

ｾｪ 集委員長田中良太郎

幹 事 官吉志乃武/ 谷川丈夫/ 三村1 1 ' 1'

( 以上二件は，編集作業 IC入り ， 5月頃刊行予定)

. 建築技術者のための空気調和設備

釘 集 委 員 長 前 田 敏 男

幹 事 前川純一/ 三村俳

(原稿執1 [ ¥依頼中)

. 建物および設備の保全 ・改訂版

(冒11 版29年~第 3 版35年R 刊行して好評を j!f ている。今回は全面的

な改訂とするため ，研究を進めている)

×  

【意匠計画部会】

部 会 長 小 林 消

×  

幹 Ul 木村荷夫/ 片山金市/長沢徹夫

×  

' l i ; 民池閉有隣/市川 安/極LII t部雄/ 水谷!Jl /J 1i tl 一郎/ 武際倫男

・木造建築のデテイル集

圃コス トに応じた建築のデテイル集

( 以上ニ{ 牛は， デテイル集のシリ ーズ出版として企磁する。 内容の検討

から 一一編集委員会設 iaへと進めたい)

. 建築基準法および関係法規早見一覧表 ・追録

(31 mを超える 建築物の法令に関する項目を中心I<:lhl 前執筆中)

x  x  ×  

【施工部会】

部 会 長 寺 沢 一 夫

幹 事 池 保/ 大チi:ill 治郎

委 貝 天 津 見/竹 内 孝/族 同 級/ 武藤鶴吉

. 建築基礎工法と実例

ｾ Ｍ ｊ 策委員長 山周到 ｩ た

安 貝 寺 沢 一 夫/ 池 保/ 大井弘治郎/ 天体 労/ 金 子 稔

京 竪 Ｏ 吉中前 Ｏ 多々見市政 Ｏ ｬｬＧｾ川陽一Ｏ稲村数矢

(111J iι 設計と施工との関迎性を中心にした内容をねらっている)

園左官工法指針 ・改訂 (1965年版)

( 谷口尚武 ・111田幸一両執1在者 1<: 原稿を 依頼 した)

×  ×  ×  

【徳造部会】

部 会 長 野 中 三 郎

幹 事 前川働ー/ 税 堅

＿ｩＡ 貝芦間賞、直Ｏ乾克 三Ｏ 稲村数矢 ＯｩＩ Ｇｾ 本疋介Ｏ力武利夫

園続 ・鉄骨構造計算と実例

ＨＳＴ 年 Ｘ 月 Ｑ＼Ｚ 刊行し ， 好評を問し Ｑｾ " 鉄骨m，z 3t l'f. と実伊ij " の続得を新た

に企闘する ζ とになった。鈎策委員良鷲尾位三 l，;)

E 特殊構造実例集

(立体トラスなと' 特殊mj j ' j を対象に調子E ・研究 ICf I手する)
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住 宅 委 員 会

住宅委員会活動のあれとれ

住宅委員長 海 上 静 ー

ム日本建築協会 K おける住宅委員会の誕生は昭和 4 年

度に始まったのであり今年で36年になりますが，乙の古

い歴史をもった住宅委員会の活動もときの流れに応じた

波と変化の記録を残しているのであります。 ζ の活動を

記録の上から大きく分類し別表のように集計してみたの

でありますが，振りかえってみた乙れらの記録を参考と

して今後の委員会活動 IL資する乙とができれば幸せであ

ります。

ム住宅委員会の目的 とその活動については各年度の委

員会によって実勤しているのでありますが，活動 lζ 伴う

経費の大小は明らかでありませんが，極めて地味な予算

範囲である乙とは想定できるのであ

抗戦後の多難な住宅問題に対して

は日本建築協会として， また住宅委

員会として乙の問題に対する関心が

低調であったととは認めざるをえな

いのであります。

ム戦災国である ，わが国の苦難ぐ

住宅問題は，国をあげてその解決を

続けているのでありまして，乙とに

庶民住宅の建築を重点に処理されて

おりますが，住宅委員会活動も庶民

住居の研究を基盤として，現実をと

らえた歩みを進める乙とが急務であ

りまして，そのためには強い指導力
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住 宅 委 員 会 の 分 担

住宅相談所小委員会 主 査 黒 谷 俊 一他 6 名

( 住宅相談所設置の企画)

小冊子発行小委員会主査野々村五四男他 7 名

( 住宅 lζ 関するパンフレット発行の企画)

見学会小委員会 主 査 小 林 清 他 4 名

研修会小委員会 主 査 竹 内 さ く 他 4 名

プレハブ小委員会 主 査 沖 田 誠 一 他 7 名

総務小委員会 主 査 福 永 燕 他 4 名

と組織が' ! f 求されるのであります。

ム今年度の住宅委員は33 各lζ たっしておりまして，(  

総務) ( 小冊子発行) ( 研修) ( 見学) ( 住宅相談所)

( プレハブ) なと‘ の小委員会! こわかれており ，総力によ

る活j設な活動沼市議に羽替えておりまして，各委員のスタ

ミナと熱によって指導力を結集できるのであります。

ムま た 39年の 6 月には阪神デパー トにおける( 住宅

よろず相談所〕を主ftlt いたしまして， 8 月 lζ は高島屋デ

ノマートの朝日新聞主催の( くらしの夢新しい住い展) 住

宅相談コーナー 10月には国際見本市会館の大阪建設業

協会主催の( 建設資材展) 住宅相談コ ーナー にも招贈を

うけて委員会全員による下積みの活動にも大き く協力し

ていて，つと めてポピュラーな面 !r も活躍しているので

あります。

ム( 建築と社会) 誌は数多い発刊の年度を重ねた古い

歴史をもち，また誰にも知られた建築雑誌であります

が，協会員の機関誌としての使命のみに限定せず，建築

と社会を結ぶ一般性を組入れてはという声があるときい

ています。 許されるならば住居欄をく わえて，新しい時

代 lζ アピールできる内容のある市販性をもっ建築誌とし

て発展できないものかとひそかにおも うのであります。

.. 
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住宅よろず相談所開設の成果

大郎市を中心K . 国鉄，私鉄沿線をとわず I ＭｾＺｉＮＺｾｊ 状に

都市はt広がり ，工場や，倉庫，住宅がどんどん建てられ

て，住宅地核が泣くえおしゃられ，アメーパー のように

拡っていく。いまもコンクリートがねられ，木材がき ざ

まれ ， 欽骨がｾち，屋恨が ｚ まかれ，壁が塗られて大きい

団地ができているかと思うと ，木造の共同アパートや建

売の良区住宅，個人住宅と ，色とりどりに， みた自 101広

やかに家は作られている。人間が住み，その中に宗族の

団ランが営まれる家が建ち，建て られつつある。

しかし，その反面，家を求め，安息の屋根の下えの渇

望に目を血走せている人がゴマン といる。人は ζ れを政

治の貧困という。過度の人口の都市集中で. ! 見村から ，

村か ら，街から ，大都会えと人が集まる。そして一番に

必要とするものが，住むための家となる。

政府の長期住宅政策が発表されても，マスコミが住宅

不足をとり 上げて も，家の需要は減らない，公団や公也'

住宅の入居募集 1<::: . 申込者は年・々増える一方である。

民閣の建先住宅や，アパー トが建て る尻から ， アッと

いう 聞に詰っ て しま う， 建てて も建てて も追っつかない

家，家，家

と! ましい月給，僅かな手持資金で，何とか家をと求め

ている多くの人たち何処え，誰 lζ 相談してよいやら . 11込

める問題を抱えている人々に，何とか解決えの足借りを

作ってあげられるならば，建築に関係し天識とする，私

達が腕をさし延べ，親身の相談 IL采つであけ. るべきでは

なし 〉カ3。

乙のような 積いから住宅委員会では，住宅相談所を，

日本建築協会本来の目的である ，建築と社会との繋りを

もつな味においても意義があるととでもあり ， ト百淡所1 }日

設を決定した。

年度 摘 要

昭和

P名 5  研究方針検討

4 年

5  19 14  
光4(実分，清行科風の(平，促面暖進房)， 外，衛観生，構 ) 造i股材14HF，1)装飾( 採)  

6  24 19 研気究象年(暖報房)" 放熱，曲線，消費，燃料，

7  15  6  研究. r実用小住宅J 発行，座談会

一一一ｾ
、ー

‘ 8  
7  4  研究( 防鼠，防湿)

9  6  不明 記録ナシ

10  12  8  研究( 床，床下， 通風)

11  7  7  

研究( 家相) 文献蒐築住居説本刊行協

E混

12  9  8  研究，見学，住居院本刊行協議

13 6  7  研究( 住宅防護室) 住府読本完成

不明 記録ナ ν

15 7  6  研纂協究議( 満州j j : 民住宅) 住宅 2.ω 0年史勾

16  7  2  
研究( 応包住居) 小委員会mt ロ

17  6  6  
研究( 集合住宅基本策)

18 
不明 6  研究( 組立住宅設作)

19- 23  

"  
不明

24 12 4  水研究制向( 上住宅，金改胞選投) 陸連動， 新工法育成，

25  9  3  
研究( 段村)

26  6  2  新聞掲l I aPR . Ul J : 監企画協犠

27 10 
不明

防ト火発行氏関する映画開催，住宅パンフ レツ

28  13  2  研究，住宅見学，住宅問題盛駿会

29 12 14 研究 {作住成い，方小委員会住ト住い宅方) 文献インデ

ツヲス ローコ ス

30  15 
9  

研の碑究謀(企資料図インデックス作成) 新開発表

3 1  研) 上究，問委カ貝ラ担ー当スラ イド (家ので邑るまで

3 2  13 ?  研究，住宅資料の国際的蒐wと交換協犠

33 16 8  研究，住宅のテレビ放送企画

34 12 10 
研↑品究力i テレビ放送実施 (テレビ自民員会 と

35  16  7  
研問座究談，毎会 日放送テ レビ突胞 ( グ) 住宅問

3 6  19 ?  研毎究日，テレ住ビ宅実問施題座談会住宅小冊子企画，

研座談究会(プ見レン学ハタ会ブー企協住宅力)  fllJ 立45周年講演会

15 13 
ハウス，計コンサ J V

タントセ 函，住宅般コンク ー

ノレrk猫

研究 )見学(新(ホ住テ宅ル設紅計葉コ， 日本プレスコ
3 8  23  14 ン工士11 ンヲール作品図

1島発行

研究{ 住宅) 住宅よろず相談所開設，住

3 9  

宅相談コーナ ー招鰐 2 岡，見学会永13' 邸

7 階冊プ子E611小，ア研パグート 小学投冊子宅発相行企談厨，総プ務2 0 回

小ハ 修ル，ー見プ ，定住 所， レ I

活 動 分 類 表

昭 和 4 年 - 1回有39年

住 宅 委 員

w・
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のは何とやらの餐

え通り ， とにかく

最少限度の資金枠

で最大の効果をあ

げる乙とが大切，

幸い抱談員には住宅委員が当っ て もらえれば，無料奉仕

で，各分野それぞれのエキスパート の 方 が お ら れ る の

で，分担 して当ってもらう乙とにして，理事会での. i j X 認

を得て，大急ぎで開設準備をするととになった。

さあ，相談所を開乙 うという ので， まづ最初に決めね

ばならんことは， 日程と場所の問題，協会としても初め

ての試みであり，一体何日位いがよかろうというととで

色々とな見が出たが，ともかく 2 日間[ 立いで反響をみ

て好評ならまた何ωでも開催したらよかろうという乙と

で最終的に 2 日間関 fit ! L 定め，さて会場である。人が集

り易い使利なと乙ろとなると ， とっ乙い' l ' l 用の問題があ

り中々見付からなし 3。今回は北のタ ーミナ J レがよかろ う

という乙とで，阪神百貨志の一隅を借りることになった

日程と会場が之まっ たので，いよいよ準{1m万端 ととの

える乙とにして，宣伝だ， ターミナルデパートの一隅と

はいえ，周知方法がまづければ人が集らない。 P. R の時

代である。ポスターを刷り ，大阪市バスの111内rrJ り広告

や，限神電車と国鉄の駅lζ 掲示広告を出した。また委員

にはそれぞれ枚数を割当て，団地の集会所や，学校，町

内の掲示板!cft占って歩く ，風呂屋や喫茶底、パー 7 ネン

トj豆さんえ依頼してJ ! 占ってもらったり ，各新聞社え発表

し記事にしてもらい，ラジオ 1(. 2 固にわたりながしても

らう などした。

たった 2 日間の相談所開設に各委員方は大誕の活躍が

続く，その聞にも各部会に別れて，たびたび打合の委員

会が何1 l i l l となくひらかれ，資本ェ↓ を集めたり ，会湯のデス

プレ一等準f J i 1i 1ζ 忙しい口が続いた。

いよいよ，ときは昭和39年 6 月18 日，会場準i I i I i も万端前

円迄 [ζ 整い ，家 iζ 悩める人々の米場をまつばかりである。

しかし来して，あのポスターが幾人の人の目 lζ とまっ
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ただろうか，流石 Ic ; f ; } あけ前のーと時を担当者のそれぞ

れが心配してみたりしながら ・ー

その心配も杷; g : / 午前 10時のデパート の開庖と同時

に，相談員の各委員が到J5f するより早く ，お客さんの方

が早くどっと入湯，受付係が転手古舞の うれしい悲鳴を

あげる朝の状況となり ，引続いてつぎからつぎえと相談

者がつめかけて， どちらをむいても相談を目的に ζ られ

た人達で以剣な内容の質問に，お答する委員も熱をおび

て，ーと休みのお茶すら館、まず応答が続く ，閉庖の 6 時

迄，つぎからつぎえと人の流れはきれず，昼食もゆっく

りできなかった委員 2 - 3 時間もねぱられた相談員，

家の図面を持参であれや乙れやと相談されて，プランニ

ングをさせられた委員等， うれしい悲鳴をあげながら ，

盛況担に 2 日間の相談所の幕を閉じた。

ちなみに相談件数は，

第 1 日 250件 第 2 日 224件 計474件

その内ｾｩｒは，次表のとおりである。

l ?f l  1 部 ¥ ¥ 第 2 部 l 第 3 部

び電鉄会社等 11 ｩｨｭｾ￸Ｊｾ＠ 11 相談

| 公 企 業 住 宅 及 | 長 カ 建 設 の 相 | 維 持 管 理 の

分譲住宅 |  

イ
69 設計及管理 56 iネ 全

5  

ロ

分譲

44 法 規 6  増 築 23 

ノ、
の分

60 構造及材料 31 改 築 23 

一
宅地分譲

40 i主設' l ' l
21 模 様 替

6  

オ、 公庫融資 59 工委事託及工事 6  改台所善設11mの 6  

'̂  
そ の 他 5  立地条件

3  住 ま い 方

。

ト 公祖公認 6 防 災

チ

プレハブ{ 主
63 設 備 一 般

ｾ＠

そ の 他 4  そ の 他
8  

計
277 196 73 

総計 546 

われわれ相談員として，家の悩みごとをきく立場にな

って，やはりー悉大きく感じられた乙とは，家l乙因っ て

いる人が如何に多いかというととをあらためて，ひしひ

しと感じさせられた。そして家を建てたい，少い資金で

些かな家でもよい，何とか安く建てて住みたいと患っ て

いる人述があり，そして実際家を建築するに当って，相

談に采ってもらえる建築家なり ，専門家が身近にない人

が多い。安心して何でも相談してもらえる人をもとめ て

いる。乙の:gt尖 lζ 対して，今回日本建築協会が住宅相談

所を開催し，いろいろの問題に対して親切に回答をし悩

める人迷えの指針ともなり，建築を通じて広く社会に貢

献しねたと確信している次第である。

最後に木相談所開催 tc 当っ て， 府，市，公庫，公団よ

り後 援を Ｑｾｽ て ， 係員を派遣していただいた乙と ， また協

賛をねました各社 !c対して誌上をかり で厚く御礼申上げ

ます。 l山 本 茂 記)

-ー



教 育 委 員 会

教育委員会の事業概況報告

教育安貝μ 橋 本 忠 保

最近の建築投術はめざましい速さで多方面にわたっ

て， :11・画面から施工面までのすべての分野が日々に，広

く，深く ，進歩し，発展し，躍動しつつある。

教育委員会は Ｍ ＱＺＧＮとして，若い技術者や ， 学 ｾ ｴ を対象に

建築技術の不足をおぎない，有能な建築技術{ 1 を育成す

る乙とによって ， 建築界と社会の発展 Ａζ ｾ ｦ 'J. せんとして

いる次第である。

口教育委員会の 目的，組織など

目的 建築教育についての調査研究ならびに講座などの

企画と実施を担当する。

組 織 委 員 長 ( 1 名) 副委員長( 若干名) 幹事( 若干名)

委員( 若干名) を構成員とする。

事業後述の ｬ ｰＺｾ級ＧＺＡＡＡのとおり

運営 (  1  ) 委員会は毎月定例日 lζ 開催する。

. 教 育 委 員会 の 抱 負 委員会では各小委員会の企画および事業の進捗状

大郎市のほとんどが焦土と化してから 201F，日本がど 況の報告と芯; 見の交換を行なう。

ん底の貧困を克服し，現在の復興をみている乙とはま 乙 ( 2 ) 事業に応じて担当の小委員会を設けて，企

とによろ乙ばしい。大都市の中心街はめざましい泌さで 画 ・調査 ・研究を行 う。

高層ビノレ化されつつあり ， その ｩ 丘安 Ｑｉ や地方白 ｾｉ 市にも鉄筋

の建物が数多く自につくようになった。

国民全般の衣食と消11生活はすばらしく蛍かになり ，

世界の先進国 K 比して一番遅れて いるといわれる住宅も

除々に不燃化され，戸数 と規模が年々士首加しつつある。

また，公害問題等生活環境についての問題点が，大きな

社会問題として取上げられ活j援に論議されてい る。 ζ れ

らは: ; > 干るしい経済成長と共lζ 一歩一歩と高度の福祉社会

建設へと脱皮しつつある日本のｾであろ う 。 一方， 経済

成長率が世界第一といわれながらも，乙と個人の生活水

準は未だ後進国の駿を出ないて 国民 1 人当りの所得

450 ドル は米国の 20.96にもたつせず世界の 22位である。

天然資源、が非常に乏しく山以地域がおおく ，そのうえ社

資木の蓄積の極めて貧弱な日本が l立界のレベルにたつ

するには，より大きな努力と衆知を結集しなければなら

ないと思う。日本の経済の弱さや所得水準の低さは，社

会資本の蓄積の貧弱に起因しており ，またそれに対する

投資lζ 追われているからでもある。高度の (11; 祉国家建設

一一 健康にして文化的な社会，各人 [ζ うるおいのある人

生を約束する 社会一ーはまだまだ遠いが，すべての人々

の願望でもある。美しい鎚底的で能率的な市街， うるお

いのある緑と光の住宅地，楽しく労働のできる安全で高

能率な工場，何ととも忘れて明日への英気を約束するレ

ヂャーやスポーツ施設等々 ，会ては信祉社会へ条件であ

り，国の経済成長 lζ 見合って一歩一歩と理: ¥' fU乙向って蓄

積を計る乙とであろ う。

以上のよ うな社会資本の蓄杭のため直接的な業務に た

ずきわる建築関係、技術者の責務は，ま乙と lζ 主大である

少ない予算を合理的に迎用し，計画し，設計し，施工す

るととは，社会』ζ 対する当然の義務であろう。

口事業の遂行l ζf ドう小委員会の構成 (39年度)

副委員長 岩下久哉 小西側p

①講習会関係 件 事 辛 木 貞 夫

②工高生デザインコンク ール 幹 事 清 水 和 弥

① 工高ｾの胞工教育

①現場主任講習会

①新しいすJ; 長

圃 各 小委 員 会 の 事 業 概 要

( 1  ) 講習会関係

(  a  ) 現場実務講習会

幹事 篠原太郎

幹 事 谷 口 尚 武

幹 事 前)11敬} 歳

( 目的) 学校を卒業し新規に深用された建築技術者を

対象とし，学校教育における一般知識の不足を補い，現

場実務において直ちに役立つ実際的な知滋を，各方面の

それぞれのエキスパー トによる一巡の系統的講習によっ

て会得せしめんとするものである。乙れによって従来の

長期間を2 f した経験的知識の習得期間を短縮 し，かつ乙

現場実E語講習会会渇風祭
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れを確実 IC把握せ しめ，より有用な技術者と謎成しよ う

とするものである 。

( 実施) 39年は，第10回. !:li 11回の 2 回を 6 月 4 日

から 11 日まで . 6 月 12 日から 19 日の聞に，おのおの42時

間の長時間をかけて延 320名の受講生! c つぎの講習を実

鈍した。 会場 : 大阪科学技術センタ ー

;持 五島 科 自 2理 師 (目立称略)

建業務築手務総続て論事を合の(ま契むf工から峻払功までの
を 的)"' . 支などの事

大阪府滋繕課主幹高津啓二

労務管混と安全管理 鹿支lfゐ占日総l投務部(株以)大代4r. 1字国 成

仮設材料 政問土地( 株)社長 政問 基次 l

現場11: 関する諸法規とそ の手続 委ヰF罪(是清E 種村 恒夫

材料の検収と その管理 21ミ)ElF S 普 近 磁 史 郎

工事惚械と工鶴見類 jf協gf械 弘 費 依田
潔

施 工 計 画 委lザ津安!FE 松岡 照夫

現 場 製 図 2t )J  S 堂 前| 剛夫

地 下 工 法 (技株術)竹部中技工術お課底比 近臨 幸雄

土工事，器使工事，排水工事 E(E株) 閲築組大課阪支長庖 渡辺 !lJ 

鉄筋コンリート工事 消官E股(株)大 阪 矧
猛

支 工事主 任

工積事9V，，木雑工工事事， 昼寝工事，金属 腿9F股密)大阪岩下 久哉
支 師長

石工事. :Y イル工事，ブロツヲ

工事

情)も 木 工 制 矢 野 豊 作

工 部 長

防水工事，左官工事，塗装工事 建(株) 築鋭線高組以武藤国語吉

設 備 工 事 股(株備)竹部中般工備お.l'.l!庖封 玉悶 健

(  d  ) 建築技術者のための設備講習会

) 般的 lζ 建築関係技術者の欠点である ，設t11i 関係技術

の向上を計る ため，つ ぎのよ うな講習会の企画をも って

いるが，いずれもテキストにする本の改訂ま たは編集中

で，出版され次第実施する予定である。

・給排水衛生設備講習会

・電気設備総習会

Ｍ 空気調和設ｻｩｦ ｩｬｾ 待習会

(  c  ) 設備技術者を対象とする建築講習会

設備関係技術を対象! C. 建築の概要 とその設計，施工

上の問題点を講習 し技術力の向上をはかる予定である。

とれもテ キスト内容について検討中でt あり ，出版され次

第実施する予定である。

(  b  ) 左官工事講習会

左官工事は，若い建築技術者が現場 lζ 従務 したとき ，

最初に担当する業務であるが，一般に不得手とする技術

である。本講習会は節 1 回を1I?: l 和31年 lζ 開催 して より毎

回盛況であった。39年は ? 月 19日( 延 7 時間) ＱＵＵ ｾ 九の受

講生を集めつぎの講師K より開催した。

左官工事総論 山田幸ー氏 (大阪市立大学助教授)

洋 笠 谷口尚武氏 (大体組銭術部長)
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日本監 ・特殊工法 山田幸一氏 側 場)

40年 2 月に岡山，広島で講習会を開催する。ほかの支

部所在地を中心に講習会も予定している。

( 2 ) 工高生デザインコン クール

( 目的) 全国の工業高等学校建築科生徒の設計技能向

上と 奨励のため。

( 実施) 391f . は第 10回コンク ールをつぎの要領で実施

した。応募作品は年々数質ともに向上 している。

課 題 市民のためのスポ ーツハウス

設計要件 敷地 ， 建築面積 ， 所ｾ室および設。 ［［ｬ ， 構

造および階数などを提示した。

所要図面 平iIi i . 断面，立面，透視図，設計要旨

締切Wl 口 昭和39年 9 月20 日

応 募 108点 29校( 全国の工高より応募あり)

審 査 10月14 日 渡辺委員長外 8 i ' ，の審査委員

※ ｉｾ 平細は ， 建築 と社 会 ＴＰ 年 Ｑ 月号に掲載」

工高生デザイ ンコンクール10周年記念作品展

園工高生デザインコ ンク ール10周年記念作品展

本会が昭和30年第 1 回のコンク ールをHlIしてより . 3 9  

年で第 10回を数える ζ とと なり 10"手間に総数 900点 lζ

および，入選作品は 100点になった。乙の皮 10周年を迎

える機会! c 下記により作品展を開催して， 工高生の建築

設計製図技能を紹介する とと もにコンクー J レの意義を深

めた。尚会協の郎合もあり ，第 1 回- tns回の入選作品

は. I工高生デザインコンク ール入選作品図民」のパネ

J  レ構成とし ， 安ｾ 6 回~第10回の入選作品50点、の図面を展

示した。

・日 時 11月19 日- 24 日 ( 6 日間)

・会 場 丸善画廊( 梅田 ・阪神百貨庖 2 階)

・来会13- 学生から老人まで屈が厚く ，女性も合め多

数が観覧 し盛況をきわめた。

( 3 ) 工高生の施工教育

工業高校建築科生徒の施工技能の向上を は か る た め

「昭和31年より毎年現場実習指導要領」を作成し，関係

者 lζ 配布し夏期実習の効果をー庖: 立義づけているの



( 目的〉 建築の現場および工・Jl: 現場の実態にふれさせ実

際の業務または作業を体験させる。設計製図 .

材料 ，工法等の実際を理解させる。建築につい

ての興味と関心をもたせ，今後の学習に刺戟を

あたえる。

( 指導担当者) 現場主任または適当な人が専任

( 指導の方法) 体験を通じて教える。関連ある乙とを教

える。日誌を替かせ毎日点検する。等々

( 教材の例) 設計製図，材料，積算，構造，施工，測量

設備

*  ( 詳細は，建築と社会39o手7 月号に掲il 主〉

( 4  ) 現場主任講習会

本講習会は 38年度に採上げる予定であったが， 3 9年

K いたり谷口幹事のど尽力および担当委員のど協力をえ

て第 1 回を関1位する乙と lζ なった。

( 目的〉工事現場を担当する主任技術者は，建築の成果

を左右する重要な任務をもっ ているにもかかわ

らず，繁忙な日 75・業務! こ追われて広い視野から

綜合的に体系ずけた思考をもとめる機会がほ と

んど与えられない。乙の点を補い組織れ理の基

本的な考え方や，最近の技術革新に対応する手

法について講習し，現湯主任の手による現場管

理の合理化，近代化に資しよ うと するものであ

る。

E持 皇室 科 自 Z車 附

E ドル ・マネージヤとしての現均

竹 中 m t住民
第 1 日 主任の任あついて

トップより現場主任 ｉｾ ＺｶＮむ 竹 中 創 ! 一 氏

8月21日

現場f . f m! の近代{むについて 小 中 呉氏

予算f . f FJ 1について 蘇 口 微 弥 氏

CWf f DJ1 ( P  E  R  T を含め) につ

橋 本 良 介 氏
第 2 日 てい

工事殺計者より現 渇 主任 ｉｾｦｦｩ む 塚 本 猛 次 氏

8 月22日

安全管理について 大 沢 徳 吾 郎 氏

人市労! i 5管理 (H . R を含め) ｉｾ＠
中 村 魁 吾 氏

ついて

監啓官庁よ り現場主任Kff i な 信 附 俊 行 氏

( 対象者)

1 . 建築現湯の工事主任技術者または乙れに準ずる者。

現割自主任鱗習会風祭

2. 建築現場の工事監理担当の技術者

3. 現場管理部門の担当者

( 会期) 8 月21 日( 金) 22日( 土) < 1 泊 ・2 日 間 >

毎日午前 9 1時→午後 5 1時

1 日7 時間 X 2 日= 14時間講義

( 会場) 摩耶観光ホテ J レ

( 定員) 30名( 各社より 1 i'， K 限定〕

( 受講料) 12，000円( 宿泊料 ・食事自を含む)

( 5 ) 新 しい事業の企画

・パネノレデイスカ ッション又はシンポジウム方式による

諮習会

・二級建築士受験者をふくめた，実務 lζ 直結した製図講

習会( 長j切にわたる実技教育)

・中堅技術者の実務講習会

以上 3 件は ，懸案事項として40年度開催を目途 lζ 担当

小委員会を設けて企画を検討している。

圃おわりに

本会 l乙教育委員会が設置されたのは ，昭和初年であり

毎年新しい事業と継続事業により ，年々遅々ながらも充

実をはかり ，先 lζ 述べたよ うな現況である。乙れは，全

会員の深いど理解と，今までの会長や幹部の方々のど後

援ならびに先輩各委員のと協力によるほか，当事業 lζ ど

関係いただ いた方々のど協力 K よるものでその労に対し

深く感謝している。

教育委員会の活動は建築κ 関する基本的な問題から ，

社会事情の変i去にともなう諸問題まで極めて巾の広いも

ので，やらねばならない乙とが非常に多くある。しかし

本務だけでも多忙な委員の諸氏が，事業の企画 ，調査 ，実

施にいたるには，当人の大きな犠t性のほか !C雇用者のi宋

い理解が必要である。したがって新しい事業テーマが提

案されてもそれが実施までには大変な業務をともな うも

のであり ，委員諸氏のど努力にもかかわらず，会員諸氏

のi満足をえるに至IJ らない乙とが多いものと思われる。

委員一同よりハ ッスルして建築の実務教育の函を通じ

て，建築技術の向上，発展につくしたいと 念願している

ので，ど叱声，ど鞭主主，ど指導の程をお願いします。

現場主任総習会での鵠師 ・隠官再生
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法 規 委 員 会

法 規 委 員 会

法規委貝長 佐 野 正 一

乙の委員会は建築法令の理解普及を出発点として，そ

の整理改廃の建議およびJ k 反防止対策の樹立などを活動

目標としているが，関与する法令は所:ti: 官庁の点でも規

定している内容の点でも誠に複雑多岐であるばかりでな

く，法令の適用を受けるO l IJ の反応も立場立場によって微

妙な得失あるいは濃淡の相迭をみせるのが常であって法

規問題を取扱う乙との困難さはと乙にひそんでいる。

そ乙で乙の委員会では建築協会という各種各様の立場

を合みながらも社会 lζ 対してー木化されている観点 lζ 立

って，直接関与度の高い法令 IC しぼってその改正を検討

し ， またｾ反建築という具体的な社会 ｪ 患を対象としてそ

の防止策を絞る乙とに主点を置いて進めてきたものであ

る。

H召和3'.1if 度には法令中の基幹をなすm祭器準法および

建築士i去の改正の機運がでてきた乙ともあって，先年来

乙の委員会で継続審議されてきた建築基準法の恨本的γ

改正i ] f 綱を別項のとおりとりまとめ 7 月建設大臣宛の

建議となったととは御衣知の方も多いと思うが， 一方の

建築士法に対しでも同様建築協会の観点に立って公正か

っ独自の立志表示を行いたい方針で似屯 K 審議をすすめ

ている段階にある。

委員会の今後には尚緊急 lζ 処理すべき祭件が多し〉。処

理はかならずしも符易でないが，多数のベテラン委員の

議を通じてお実 !ζ 解決をすすめてゆきたいと思う。協会

会員諸氏の鞭縫を期待したい。

建築基準法改正に関する要望

建築息準法は，大正 8 年公布の市街地建築物法を基と

して昭和25年公布され，その後部分的修正を加えて今日

に至ったものでありますが，今日の活発な建築活動 lζ 対

しては全面励行の上で多くの困難と矛盾に直面している

実的にあります。

思う lζ ，建築活動は国民生活上の切実な欲求 lr . 線ざし
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個人生活から事業行為，社会生活のあらゆる面において

その向上をめざして広範且複雑K 展開されております。

しかるにその法的規制の基幹たるべき建築基準法は，規

ｾｩｬｊＨ と技術基準を併せ包合しているために ［Ｑ 、文は簸解且羅

列的であり，その後修正されたとはいえ却っていよいよ

復刻ｻｾ化し，ｩｬｬＺ点の欠けたものとなり，乙れを適用するに

おいては，確認，検査の渋滞，不徹底の点が多いのみな

らず i主;1; 不適格に対しては遡及して規;j ilJできないため

の矛盾もすくなくないなど，到底今日の社会的勢，技術

の進歩 lζ 即応したものとはいい難く，はなはだ遺憾とす

るととろであります。

乙れが打開については，単IC建築基準法の改正にとど

まらず，建築士法その他関連する諸法 令の改正および関

係官庁の職 ｾｬｪｬｊ の改正なと，多岐にわたって対応しなけれ

ばなりません。

本会としてはかねてから法規委員会を構成して乙れら

諮問題を考究してまいりましたが ， 当面むをｾする建築

基準法の全面的改正について別紙の改正安網をとりま と

めました。

つきましては充分御検討の上，早急の改正措置を議ぜ

られたく要望する次第であります。

建 築 基 準 法 改 正 要 綱

I  改正を要する問題点

(  1  ) 現行法では，建築計画の規 ;iil Jと建築物の敷地， ， ｨｾｪ＠

造，設備についての最低基準を定めるいわゆる単体

規定を羅列し，前者については合理的な郡市計画が

/i{f 立されてい乙とを前提として，市町村ならびに12

地，消防等の関連行政の協力によって適用すべきで

あるにもかかわらず，不明確，不徹底な点が多い。

後ぞiについては技術進歩の現実 K 合わない点が多い

のみならず ，ほかの法令との競合，矛盾もみられる。

( 2 ) 現在の行政職員だけで、はi l ; の完全励行は難かしく

ー方K 建築士の制度があるのに活用されていない。

( 3  ) 不適担当および逃反についての処理が明確でなく，

fl ii則についても不徹底に終っている。

( 4  Ｉ現行法の建 ｊ 止率，用途地域 ｾｬ ｩｪ ｊ ，空地地域 ｦｩｪ ｬ ｝，容積

地域flilJ を充分検討し全国的 lこ適用した場合の矛盾

を解決したい。

E  改正要綱

(  1  ) 規定内容を三部K 分割する。即ち，

A. 地域 ・地区の指定，道路と敷地，道路と建築物等

都市計画 K 関するもの，および建築物の集団に関

する規制条項

土地利用計画の観点から街路，用途地域，容f . t 地

域 ， 空地地域の指定ならびにｾ 占 ｾ率の指定を合理

的lζ 行ない，また都市開発，再開発の助成 lζ 関し



て積極的な方策を加える。

B  学校，病院，集会場，r守司貨 i，!i， 浴場 ，ホテノレ，共

同住宅，事必所，工場， I1)i!I ，車庫，貯蔵庫等不

特定の公衆の使用 iζ 供される建物について，災' &

防止，公害防止の悦尽から敷地，構造，設ui1i Iζ 対

する規1111除 項

関係 の他の諸法令，諸条令との矛盾，競合をさけ

て，すべて乙の条項下 IC - 木化して調整する。

C.  一般建築物の敷地，椛造，設備についての最底1，t

準を定めるいわゆる単体の規l111J条項，ならびに住

吉について保健，安ぺでの制点からの士見IJi1J条項

(  2 )  IJij 項A ・B! C ついてはA113誕主事の認可1 I i 11l丸 C Iζ つ

いては投JI 監迎をtn当する建築上の届. " I ' dlil lJ. l Uこより

運用するものとし，乙れによって建築行政の的ぷ化

と建築上自IJ 度の改正活用をはか り，また j也ん- のl i 築

行政の 1'1主的な充尖を期待する ζ とができる。

( 3 ) 逃反に対しては刻印lを強化して B については?:f

業および使用の禁止， C については担当建築上の処

罰ができるようにする。

(  4  ) 法文; は平易なものに改め ，必要により図解を加え

る。

なお木会においては ，目下，" j ト改主要綱に日IJ し，問題

点として下" 己の事項を検討中であります。ご参汚までに

添附いたします。

建 築 基 準 法 の 問 題 点

I  全般的問題

(  1  ) 市街地ru築物法か る池袋必準法 ICよる li{liWlljIJ l.itと

なったが，その主旨が建築九設計者 ，施工{ i ' に正

確に理解されていない。

Ｈ Ｒ Ｉ 雌認 ｬｬｩｬｊ 皮によって正 ｉｬ 築の ｾ ｉ 闘を ｬ￬ￚｩ 認すれば 十 分で

あり ，例々の建物についての実体規定は5]IJ に行なう

べきである。

( 3 ) 規定内容が羅列的にすぎる。主点がなく ， しかも

今 日の技術レベノレに合わないものもある。

( 4  ) 不適絡な過去の建物lζ 遡及しnないため ，そのま

ま逃反の災体が残存しているのは弱点である。

( 5 )  ｾ反の処理について砂｝政でない。

( 6 ) 建築上，姶設業との関迎 lζ 乏しい。

( 7  ) 法が大占11市，地方都市 ，Jill 郎等の1 5 $ . 分なく，会問

Ｇ ｦ ｾ ｬＡ 適 用で突Ｍｲ ＮＧｩ に 添 わない点がある。

(  8 )  ｊｾｾ 地や消防行政 ｋ 関して市町村の協Ｉ｝が ＱＵ られる

ような体系になっていない。

(  9 )  t.t の巡閉が機関委任事務であるのに ，同が: i ' l r壬を

もっ態勢ができていなし '0

( 10) 現在の行政職員だけでは法の辺守はむづか しい。

[[ 都市計画的潤題

(  1  ) 郡市計画1 " 1I <l ' ! C矛盾があり ，行政職口の信念がiL

ち難い。

(  Ｒ Ｉ 係市計画の施設，ヰｾｦｉ ζ 細街路の実施がなされず ，

訟の適用が困難である。

( 3 ) 用途地域の: : t - t . ' Jは ，雑事n.混合的なととろが多い。

土地利用の見地かみ新たに考え 1(( すべきである。

( 4 )  ｄｬ微王手を用途地戚 ［ζ はめて Ｎ ｩＱｴＱ ｣ したことはイＮｾ 1" 1  

然がｾぃ。

作ＮｦＺｬＧ ｩ 地域Ｑｉ ｪｬ ｊ やさ主地 ＱＱ［ｉｊ などをｾめ整即する必ｾがあ

る。

( 5 ) 私道行政は再倹討したプJ がよい。

(  6  ) 公聴会11)IJ には弊告が多く ，廃止 した ) j がよい。

( 7 )  ｾ築協定 ｬ ｊｩＱ ｊ は改訴する必裂がある。

( 8 ) 建物の隣接規定を民法に依存しているのは，不徹

底である。

( 円 高官市日目先， 再開発 ICついて助成方策を充分 lζ 織込

むべきである。

( 10)  l i 1I 市計岡上か らは，設庁「図inーよりもD l 築計闘が屯

大であり ， 乙れを行政官庁が指導する ζ とカiJJT'&iで

ある。

JII 特殊建築物の問題

( リ 特殊建築物の定義をはっきりさせ，乙れを防災，

公rJ[- 防止の観点から規制lを強化すべきである。

必要によって防災計画苦ーの作成を規定したらよい。

(  2  ) 他物の極類別K 規定し，他の法令との競合や矛J i ' J

のないようにできるだけー本化する乙とが唄まし

し〉。

( 3 )  ｩｩｴ 反に対する ＺＱ￬ｪ 則を強化 ， 必ｾな行政処分を砂｝他

にした P o

lV  建築物の一般基準の問題

(  1  ) 姶築物についての最低基準を定めるととがよし '0

乙の場合，保安上の基準! Cl s : 点を置く ζ とが屯要

で，設計 上の益準などは法で規定しない方がよい。

( 2 ) 住宅については，保健衛生上の級長か ら 般 のII

築物とは区分したブj が実際的である。

( 3 ) 設自111，工fl 二物，現場仮設物等についても，保安上

の規 ［ｉｾｊ が望ましし Ｓ 。

( 4  ) 遊戯施設は ，建築基準法の対象外がよい。

( 5  ) とれらの必市の巡用は，資持ある建築士に委任し

てよい。
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編 集 委 員 会

編集委員会の乙 と

編集蚕 Ｑ ＹＮｾ 片 山 光生

本会ｾｾｾ r建築と社会」は長い伝統と歴史を有する会員

雑誌であ りますので，その伝統と歴史を汚さないように

lWf l : : の編集委員会の編集方針のいいと乙ろを継i ] X してい

く乙とが大切だと考えます。それと同時に ，新機 '1111 も織

り込んでいきたいと考えています。

lI (i 和391f.l交 ・40年度編集委員会の委員長として，そう

した ) j 壷|で，委員 ・幹事のど協力をえてやってまいりま

した。ただ乙の一年間，雑誌予算が従来の年度よりかな

り厳しくなっておりますので，赤字対策 lζ は相当苦慮い

たしました。手( 数を相当きりつめなければならない状態

にもなり ，また「工事別建築材料集成」も員数が当初予

定の 2 倍となって 3 分 ;1(1)1ζ せざるをえない乙とに tJ.

り，苦労しました。以下編集の方法などにつきど報告い

たします。

編集の内容としては，大きく 三つにわかれます。

1. 作品作風 2 特集木文 3. シリーズものの三つです。

1.  作品作風: 乙れは旬; 口数点づつ，とくに関西 I<::itt っ

た新m誌をとりあげるものです。

2. 特集本文. 特集J彰式として傍弓 ，適当なテー 7 をと

りだして合図するものです。乙れは木誌の lt 心的特色を

なすもので，学会誌の純理論的な，論文;に対して， もっと

ＺｊＮｦ Ｑ［ ｲ， ｾＨｉＧｾ な実例による価値ある論文［をとりあげて ， 学術誌

としても高度なぷ準を保ちたいと思っています。会員の

j沼が多岐にわたるので，それぞれの j白が，満足するよう

な企画はなかなかで= きにくいのですが，住宅，設11111. 構

造. liui T. .  1歴史，Z11材，設計. ｲ， Ｑｾ￯ｬｭｪｩｬ￬ｪ Ｎ 青年五ｊＡ［築家 ，

等々の; 渚分野のなかから今 11 的な問j活の焦点をひきだし

ていきたいと思っています。 IIli 和391r皮編集委口会がと

りだした特集テーマはつぎのとおりです。

8  J'J IJ' ・U地開発特集

9 月り: オリ ンピック 競技飽投特集

10 ηη; 交通路散符m

II R I J ' 工 'J Jgi J建築材料集成( 上)

12月 r} :  T. TJiBIJ 政策材料集成( 中)
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l J ' J 号 : 尾崎久助特w

2 月 号 委 員 会 特 集

3 月乃 . 工事別建築材料集成( 下) 予定

4f rrJ  内部?}r !¥j特Ml 予j I!

5 月り人r . n｛学特集予［Ｎｾ

6 月号制: 会開発特集予定

なお，乙の特集の企画については，編集枠事会で企岡

原案をつくるわけですが，担当幹事には，編集委日のほ

かに，委口以外のブ']1<:: 特別幹事として企ii!i Hζ 参加しても

らう場合もあります。

3.  シリーズ もの : 現行のシリーズものには，っさのも

のがあります。「建築の限J r技術の頁J i 職人シリー ズ」

「近代建築調査委員会報告」

i 9 J ! 築の眼」は昭和29年 12月よ り始めたも ので 10年以

上の歴史をもちます。「技術の頁J は ( 以前にも との形

式のものがあった) 今回 2 月号で第30固になりますが，

設備原論，施工，構造，材料 などの技術的な問題点で，

専門の人にはわか りきったととでも，他の分野の人々が

知っ ておいてよいと思う事柄について紹介しています。

「職人シリーズJ はa26回自になりますが，その道 lζ
生

きてきた職人さんの人となりの紹介を通じて古いl限祁の

技術の記録をいまのうちにしてお乙 うというとと で始め

たものです。 3
月号で一応 うちきり ，その後は「新しい

技能工シリーズ」といったよ うなものをと りあげる予定

です。また何か会員の皆さんプJ のお役 lζ 立つようなもの

を考えよう と恩っています。

「近代9 J ! 築調査委員会報告」は，協会の特別委日会とし

て設けられた近代建築調査委員会( 委員長 : 滝沢只弓)

でまとめられたものです。昭和3 51，t: 1 月号 か ら始められ

たもので .今回の究i 62回をもっ て終る乙 とになりました。

「職人シリーズJ i技術の頁」の企画にはそれぞれ小

委員会でやっています。

そのほか「会nのw欄. l ' 建材のしおり J i 人と砧築 :

若い会日の集い紙上グイジェスト J i スケッ チブック J"，ry:

々があり ，協会の事業報告として毎号「会報」をのせてい

ます。「会告」もw . 会の諸事業の企画の発表の幼です。

友紙デザインについては，表紙デザイン小委員会とグ

ラフィックデザイナーとの協同でデザインをしていま

す。

なお，昭和39年中の総目録は，昭和391'下 12月号 lζ 収録

しであります。

- 技術の頁小安fl ( 0同l特別小委民)

金作英一 ・宮 脇 般 ・Ji l谷鰐樹 ・斉藤 fl . O 円R 興- f l I l

- 験人シリーズ小委員

u谷川哲之助 ・館内容雌

.  f' F.l i'，f f ' 風小委員

牧原敏典 ・fJ l司I予Ii fl rl ・深谷尚一 ・鈴木作也 ・広瀬二日目 ・鈴木幹司

・: &l i ¥デザイン小委貝 ( 0印グラフイツヲ デザイナー)

西尾{苫広 ・好川忠延 ・高町 威( ( . の H j I } より深符必ー ) ・0

.世谷 禅



建 材 委 員 会

建材委員会に ついて

li! M蚕貝長 岡 本 日ム

建材委員会の ｊ ｦＮＧＭＺ史は，大正 ＱＰ Ｑ ｦＮ ｋ 初代の会長 ｪＧ ， Ｍｉ ｬ＿［ｪｾ氏

が自ら委員 jえとなって陣頭指揮されて以来のものであり

その概略は本誌の l附和381fー6 月号に述べられたと乙ろで

ある 。終戦後，いろいろな新総材が誕生して，玉イ il昆治

し，関係者はその選択に迷った。乙れらの事態 le鑑み，

昭和241f. 1 ζ m材得査委員会」を設け て関係行の ql 請に

より寄査して優良な建築材料を抗t奨するととによって，

い か がわしいｾ［ｪＺＮ，ｪの排除や改訳ーへの協ノ ｊ に当ってきた。

ｬ 時代も移り粗悪なｾ材も市 ｩ ｩＮ欠姿をひそめ ， かつ「訴査」

を行なう乙との困難性がますます増加してきたので「優

良証明書」を「優良認定吉; ' j le変更して，委員会も「建

材委員会」と改めた。 しか しながら ζ の「優良認定古」

発行も昭和351下で打切り ，委員会は「建材に関する技術

上の相談κ 応ずる」との追加規程によっ て 「一般建材の

合 防 州 採 は を

高

八 会株

喜占四阪E幡星 全奥空昌土式三

理 錆 起 用百
!ま的 ， 台 .

工 ｾ＠ I  ，rUf 一一一一

軽軽法 全 火 下 進

ー 中 立 さ 式一

主E呈呈ヨ 塁E呈主ヨ

間一町 兵

三六 衛

任 空 ・ い を
鉄 鉄仕

ー地言商 施 防 ｾ 一一 一一
占 庖

工 音 牢 ・ 御 J円e. A  円 切

改良進歩のために ，コンサノレタント的 lζ 検討などを して

斯界の向上先述をはかる乙とに努める」乙ととした。爾

来乙の方針ですでに委員会OJ :Jt. 0; として「衛生陶添J ￭ｾ＠

2定金物」をとりあげ，そのが。 'AW: ，1111和381f. 6  JJ ｾｽｉ￩ 記

述した。

乙れらは委員会 fJl IJ からメーカーに呼びかけて問題とし

てとりあげたと乙ろで，逆にメーカ- f J !IJ か ら問題をもち

乙む場合もある。

問題の検，Hに立l つては， メーカー ，使用- t . なとも委口

づさにはi席して，中1 m活j設な立見のIJ 日|到し 希望のJ立案，批

判，反省などを行な って進め ているom材の改良あるい

は新型の作製などについて も，従来は使用者側の怠途を

汲んでのものもあろ う が ， メーカ Ｍｾｩｉｊ が主動であり ，

般的l乙は「乙んなものだJ i 乙れしかなしリ 的の考え方

で，不便あるいはイ4貝ー合をか乙ちながら ，一般は案外波

然と 過ごしてきたともいえよ う。乙の点を反省して，イ史

m-d-fJ! 11 として，施工上はたまた使用上の現実の事柄か ら

始めて，心付いた 'j J 柄を提案あるいは批判 して， メーカ

ー側としての巧え ) j ，改良の能否，使用者への希望など

をきくなどの) j 法によって険，Hを進め ている 。以上ωブi

&1ーによ って従来行なったものに対しては，あまり表面化

しないかとも思われるが，かなり ω成よRをあげ得たと信

ずる 。

すで』ζ 記した ri. 市['1:_陶器J ｭｾ 高金 物 」につい て は ，

報告 したが，づl続いて 「銅製足場」について検社し，一

応の結果をねているが，いずれまとまれば誌上に報告 し

たく ，現在は「プレハ プ住宅」について引続き検討 中で

ある乙とを報告する。

キ充

隊式会社 武 智 工 務 所

以締役会長 福 留 並 喜

";J!阪市東区瓦聞J 3  J  IH 対 II.!!)}7j) )lll. 洋ビル 3 階

zg話 (202) 3233 ・3234

. 特許吹付タイル・内装・外装用化粧材

セラヌ令会/
. 建造物の外壁画に/ 1 陶器の鐙紙

セちタ ｢ｾ
山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社
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超 高 層 建 築 に も 使 わ れ た 完 全 防 水 材 (ご計コム)

三 ツ 星 ベ ル ト 株 式 会 社 の

本 ， ＷＱ 凡圃 Ｗｾｾ ＧＱ

- 三 ツ 星 ベ ル ト の 技 術 陣

が 独 創 開 発。 伸 縮 性 、

而サキレツ' 性、而判長' 性、而サ

薬 品 性 に す ぐ れ 、 い ま ま

で 難 問 題 だ っ た 完 全 防 水

処 理 も こ れ で 解 決。

1 ・ 北 海 道 立寒 地 建 築 研 究

東 海 道 新 幹 線 の 橋 梁 防 水 工 事。 |

A 三 .Y星 ベ ル ト | そ の 他長 躯 軽量 建 築 、 変 形 建 築 | 所 に お い て 材質 の ご 検 討

で 社/ 神 戸 市 長 田 浜 添 通 り 4 丁目| の屋上、厨房室、地下室、フ・ー ベ ず み。

T  E  L  Ｈ Ｖ ＷＩ ＵＰ れ Ｈ 大代 袋 ｾ ｟ Iト ン ネ ル 、 貯 蔵庫 等 の 防水 に そ |・ お 間 合 わ せ は 本 社 ・

支 I吉 / 東 京 ・ 一戸 ・ι ι 日 ・ 稲 I司 ・I I  

大 阪 ・札幌 一一← ー | の 威 力 を 発 揮 し て い ま す 。 I支 I吉 へ 。
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近 代 建 築 調 査 委 員 会 報 告

一 解散の辞 を兼ねて-

近代u築調査委貝長

滝 沢 真 弓

本委員会が始めて会誌にまみえたのは ，1Ii':l和35年 ( 1960) 1 月号であった。 すでに四ヵ年余を経過したわけである。

その聞における成果は順次各月の会誌に発表してきたと乙ろであ り， 委員会の仕事も裂するに ζ の- ; j 11乙っきるのであ

るか ら，いまさら報告と して云々するにはおよばぬわけであるが，あえて乙乙に若干の蛇足を加えたい。

委員会の発端は ， おもて向きには頭書のとおりだが ， 実際の 仕事はそれ以内 ｾｊ におい て政岡君 の充実 か ら 山発した。 ま

た調査l L 当っては委員のみならず，ひろく諸) J iIITの協力と助言を求めてきた。また委員としてもとく κ 尽力してくれた

のは，近藤 ・林野 ・坂本の三君である 。 乙乙にあらためて謝意を表する次第である。なお，委員の発表したものの中に

は後 ｋ 豆ｾ文化財 ｬζ 指定されたものもあり ， 発表それ自身とし て も ， 昭和361ド2 月号の「居脅地建築特集」の如きはす

でに斯界稀有の ドキ ュメントとして珍亙されている。本委員会の仕事もようやく斯界のみとめると乙ろとなったととは

外部の間報ない し記録によっ て も知る乙とができる 。 が，いわゆる汐l時ということがある : 本愛員会はこの報告を以て

解散の砕とする乙とにした。

委員会は解散することにしたが，委員の聞にはまだ相当の資料が保留されている。他口あらためて それらが円の目を

みる機会の与えられる乙とを念願 してやまな P o 大) J のど称顧を希 う次第である 。

ζ 乙 ｋ ， いわば総決ｲＮｲのｾ味で ，成果 の総目録を添 付 する ζ とと し たーーとれは近藤委員の手 ｋ ょっにるのである。

近代建築調査委員会発表建造物- 件名目録

は し が き

1. L の目録は過去 5 年聞に発表した主s造物と件名の断目録である。

2. 悶列の順はi l ! 巡物名付1名) ・所布地目指弥 ・峻工年月 ・発表年月( 商l笛) とした。峻て年月は大または践の字をつけたものは

大正，俊応， 字のないのはすべて明治年間で月の不明なものは年だけとした が，大体を示すに止まるものもある。 ( ) 内は

丙Iff である。

3. 現存しない強造物は左織に 本部をつけた。 l詰近消滅したものはこの限りでない。

4  発表した砲造物全部を網縦し j¥} ないので適当 K 倣った。

あ 行

法造物名または件 れ | 所在地略称| 竣工! 時日時川t

切帆11 1新問社大|阪奴州本料州k社上|じ大阪市北区4中:ノ砧/i dl大5. 10川 6の) 1  64 .  1  

叉A 人命，l ( 鹿児品市)
鹿児 Ｑ［ｾￎＡｪ 占野町隣 ｾ Ｓ Ｎ＠ 3 ( 1867)  61.  1  

江崎汀台( 淡路品) 淡路島 4.  4 ( 1871)  64. 10 

わに阪駅( 国鉄) 駅f JJ千代件 大阪市梅田 7.  5 ( 1874)  60 .  6  

ごを "

"  34 .7 ( 1901 )  60 .  6  

一二代 "  

大阪帝国座
大阪市東区北浜 43. 2 ( 1910)  62.  8  

大阪府立図苫飴 大阪市北区中 ノぬ 37. 1( 1904)  60.  9  

l己山村l社世11門
金沢市 8. 11 ( 1875)  62.  9  

オリエンタ J レ ・ホテノレ 神戸市梅Jj !i皿 40 ( 1907)  1  61. 5  

[近藤記)

か 1j  

姑 造 物 名 ま た は 件 れ | 所 在 地 略 称 | 竣 工 時 期 | 精

柏原高校記念館

階段( 細部)

兵刷I1附1

64. 12 2  

脱児島刑務所 | 鹿児ω市永吉町 1 40 . 3 ( 1奴1 64.  6  

金沢大学. f 1J ! 学部本企" l i I金沢市

(IIJ 凶! 日) 1  

23. 4 ( 1890) 頃I 63 .  2  

り11 口 ( 大阪) 病問地 I 61. 2  

の各建築 I  I特集り

更竪町カトリァク教| 夏剖刷原町通三1 23 .  5  ( 189川63. 5  

三百 二己 "、 ， 

*京都銀行IU本 Jh Ｑｾ ＮｴｭＧＧＺｴＢ ｲＧ ｬ Ｎｊ Ｎ ｾ［ｹ，＠ ..... r . l .I A t;. t;: f 1 0 1 ，)¥1  
( 旧高島屋本応; 1京都市M 通商辻1 45. 5 ( 191勾1 60 .  7  

JJ .t占NI 悶立博物館 阿部r打点大路七条1 28. 10 ( 1895)1 61.  7  

*京総市の明治初 JOJ 小

学校( 初日 j也 ・行 済 ・ |京都r J i 内

梅巡校)

11 - 12  

I  62. 11 

( 18 7 8 - 9)  
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I  ; : : r-_...".-..LtJ. m h :f.l... I  .' rk.  - . - n  1，: -tI1l I 発表

往 造 物 名 ま た は 件 名 | 所 在 地 略 称 | 唆 工 時 期 | 何

点郎中京郵便局本館| 支部市三条通烏丸1 35.  8  ( 1  902)  1  63.  11 

京郎ハ リストス正教会|宅都市堺四二条1 36.  5  ( 1  903)  1  61. 11 

京協府庁庁舎 |京都di i!!I 11丸刈 1j' 1 37. 12 ( 1904) 1  63.  5  

京郎府立医大附属病 |京都市剛刑広小| 大3. 11 ( 1914)1 63.  9  

院本館 |路 I/' -" ' V" '/I  

1悼大学法文学部本| 熊本市 122. 8 ( 1889) 頃1 63.  2  

館( 旧五高) 1"'.....'" r-'- " --- I""'I 

毛馬問門 ・洗堰 |大阪di 1  40.  8 ( 1907)1 62. 12 

興雲閣 i松江市舷江減内 1  36.  9  ( 1903)  1  64.  9  

z戸市生田区浪花/ 11 ( 1878) 頃I60.  5  

61.  2  

特集号

制1戸・市役所 11-1庁舎 l神戸市生IH区情通142 . 12 ( 1909) 162. 10

江商相11戸支出

ド11戸居留地の各建築

神戸地方裁判所 ! 神戸市住悶区柄通1 37.  3 ( 1904) 1  62.  3  

本高楼( 明治の) 建築 11 1  1  

【 眺望閣 ・ 迎天 ｉ 抑 ・ 今宮高 ｾ 1大阪旧市内 121- 45  1  61. 1 2  

mヲラブ等) J I  1  1  

小屋組( 細部) 1  1  1  65.  2  

コンドル博± 関係図 1<京大建築学教室)

而( 京大蔵) 1  

さ 行

佐賓頁石軍1否建築

[有国異人館 ・鹿島市役所

・佐賀行政検査局舎 ・佐

賀銀行鹿島支庖 ・有国商

工会m所1

三十四国立銀行 |大阪市高鹿橋 1  31 .1 1  ( 1898)  1  63.  7  

務内文化会館 |鶴岡市 1 17 ( 1884) 頃1 64.  3  

f 旧鶴岡轡察署) ｉｾＢＧＢＧＢ＠ 1  "  ¥' ＭＭｾ ｉ＠ ""1 

内石公民館 |宮城県白石市 い5 ( 1  882)  1  64.  2  

仁風間( 鳥取県立科 | 峨市久松側 1 40 .  5  ( 1907)  1  64 .  9  

学 ｉｾ 物館Ｉ ｉＢｾｾＧＢ＠ Ｂ ＧＭ｟ Ｎ ｾ，＠ 1  ，- .  - V  - -' /1 

製鉄化学株式会社 | 大阪市東区淡路町1 35 .  1  ( 1902)  1  62 .  2  

Ｈ旧 日本貯金銀行本庖 Ｉ Ｑ～ ＱｊＧＮｸＮ ｉｐＪｾｾｾＢＢｊｉ ........ .  ' ¥'  ' V. . . . )  1  

聖へンリコ聖堂 |神戸市下山手 1 43.  9 ( 1910)1 63 .  8  

62 .4 ，5  

64.  7  

聖ヨハネ教会 |犬山市明治村 1  40.  5 ( 1907)1 62.  8  

) i Z布制 |大阪市北区川崎町1 4.  2 ( 1871) 160 .  1  

た 行

第一銀行京郎支庖

*高島尾 Irl 本応

( 1 日京都銀行本! 苫)

辰馬ノJ 氏本宅

手持1 ( 細部)

天鏡悶

天井( 細部)
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同志社の明治建築 B  

【開 館 ・礼間有終館| 京都市付L今出J111 17~25 1 60 10  

・ハリス型化学館 ・神学 I"，""" .. ". ru-"  .•. ""1 ( 1884 - 9 2)  

t!!'( )  

思 後 詰 受 信 株 |皇室屋市中区広小| 大3. 3 ( 1914)1 60. 12 

友ケ島灯台 |和歌山県 1  5 .  6 ( 1872)1 64 . 10 
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な 行

建造物名または件名ｼ所在地略称ｼ竣工 ｉｉｾ lUJ 1務

長浜駅( 国鉄) 111駅舎| 橋市図版浜駅115 ( 1882) 頃I63.  4  

奈良以Jr庁舎 袋五<di : f f 大略目1]' 1  28 . 12 ( 1895) 1  61.  9  

奈良国立博物館本館 |奈良公園

奈良国立文化財研究 |骨内 n 巾

所本館 1' "民 監 圃

奈良ホテ J レ

27. 12 ( 1894) 1 60 .  4  

35.  3 ( 1902) 1  61.  9  

42. 10 ( 1910) 1  61.  9  

新 版 旧 邸 ｉｾ ｾＧ 側通丸太 Ｑ ＱＱ Ｎ 9  ( 1878)  I  61 .  3  

二条駅( 国鉄) 駅舎| 京都¥，Ii 千本通二条137. 6 ( 1904) 頃1 64 .  8  

11 本銀行大阪火山 |大阪市北区中 ノ刈 36. 1  ( 1903)  1  61.  6  

*日 本中命保険相互会 L.. n.-: .1 :  11.."" I  ':1: t;. ':1: ( 10( ' ¥' ") ¥ I  
社旧館 !大阪di 北区 1  35 .  3  (  1  902)  1  60.  2  

は 行

柏陵会! l { (

柱( 細部)

兵回線的原市 1  19 (ο1川川閣B鴎脳8“吋6

64 . 12 
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ま 行

三屯県庁庁介

三菱( 運輸) 倉w

沼野獣 1 12. 8 ( 1879)1 61.  4  

1  16. 11 1  

大阪市街田駅締内1 Ｎ ＮＮＮＮｾ ，Ｇ ｯｯ＠ .. n l..-x: 1 60 .  6  

1  ( 1883) 頃目

三菱銀行大阪支出 |大板市東区北浜 1 43. 12 ( 1910) 1  61 .  8  

三友銀行制I} i西支后 |自戸市生悶区相生1 32. 10 ( 1899)1 61.  8  

武藤山治氏旧s : II 1神戸市垂水区舞子1 40 .  6  ( 1907)  1  62.  6  

Ｑ 明治 ＧＱＺ Ｎ 命保険相 互冷 Ｑ ，ＮＮ ｾ，Ｎ［Ｍ［Ｚｴ ［Ｚ￯ ｵｲｶｾｮ ｬｲＧ｟ｌＱｕＱＢＢ Ｑ ':1:') J... ( 1  A Q O¥ I  
一 |大阪市東区i 11修町1 32.  6  ( 1889)  1  63.  3  

社大阪総局 Ｑ ＯＧＧＧＧ～ＧｉＧＭＧＧＧＧｖｾ Ｉ ｵＮｐ＾ｬ＾ｾＧＮｊ＠ I  ・

や

' ー

イ丁

iっ イj

柳原学校 11=1校の

わ 行

和田岬灯台 1 5.  8 ( 1872)1 6 4 1 0  



細 部 特 集

55. 集 古 集 成 館

出兇 ＮＨ ｾ､ｪ I  自 ｩ ｾ ［ｦミ頃 ， 重文 (1 げf)

58. 同 志 社 理 化 学 館

};;:伺li li. 23"ド ( 1890)

ハンセ J レ設，fj

61. 同 志 社 礼 拝 堂

J;{ ｍ ｾ＠ 111. 19年 ( 1890)

伝グリーン設計 ，，[i: 文

Ｎｾｾ＠

6. 小 屋 組 ・窓 ， 扉 金 具

56. 小 菅 捲 上 機 小 屋

長崎市，元{! ' - ( 1868)  

最古の鉄骨小屋組( j ，f ; 野)

59. 旧 聖 ヨ ハ ネ 教 会

X dll li ( 将築) ， 39
1
1' ( 1906)  

ガ ー デ ナ 設，11

62. 旧 ハ ン タ ー 邸

神戸市 ，I日1治後期l

ft 築修理: ; 1; [  

57. 三 重 県 庁 庁 舎

犬山市 w築) ， 121，1'. ( 1879)  

汗小昼部分は Ｑ Ｘ ｻｾ

60. 竜 谷 大 学 本 部 本 館

)J { 郎rf i ，121，1' (1879)  ， ，[t x:  

63. 旧近江八幡東小学校

近江八僻 rfi ，!O{r ( 1877)  

ＱＰＱ Ｂ 主的本ｾ

37 



細 部 特 集

64. 三国演説館 (慶応義塾)

} J { 点侃. 8 年 ( 1875)

ｾ＠

67. 成 徳 小 学 校 旧 校 舎

:fi古 di . ＲＰ ｾｦ＠ (1891)  

70. 桜 宮 公 会 堂 玄 関

大阪iIi . 3 年 ( 1870)

ウ オ 1，) レス設計，

IA造怖l ' l 鋳造場玄関( 亙文)

38 

7. 壁 隅 の 手 法 ・ 扉 ・切 妻

65. 柏 原 高 校 柏 陵 会 館

ｊｕ ｉ Ｈ 県 ｾＱ ｊｩ［Ｈ Ｂｪ Ｎ 18{f ( ゆ89)

68. 開 智 学 校 本 館

総本市 . 8 年 (1875)

WJl足 立石r17軍 ，童文( j ' ii江沢)

71 . 同 志 社 礼 拝 堂

京町t市. 19年( 1890)

伝グリーン設計 . i l ! 文

66. 近江八幡警察署安土派出所

滋賀県 . 19{ド ( 1890)

69. 柏 原 高 校 教 室

民五11県柏原市 . Ｒ Ｐ ｾ 下Ｈ 1891)  

72. 旧 東 山 高 校 本 館

京郎i I i . 42年 ( 1909) 頃

現存せず



アメリカ・ アームストロンクマークオ上の

ア圃A色叉ト目: "11_.，11-
三次元枝材、 m

一 手‘ ち，t ! ヲ・3 ー回忌( ビニール・シート〉

斬 新なデザイン ・耐久性に優れた

クラシャクなフシイキは

山. . " " ，.，. Ｍ 予ヲ‘ｾＮＭＮＺＺｊｉ Ｍｄｾ ( ピ=ール・シート〉

1. 6弘 X 1  8  2  cm X  2 8 m 

“パンチ・レJーティング"の登場.ゲ

ダクト網と放散器のいらない

.' 画期的な l吸音板

不燃防水性鉱物質繊維の

経済的な l汲音+反

元主

警

イ主ピ

イ呂

K. KABC商会

A

B

C

コ
l

キ

ン

グ

)1ゆる 11リ11京から

永 久 に漏水の心配を恨絶

衣久に 気密を保持する

ローキン〆剤

台座非収縮機

機械 Ｑ 今回 Ｚ ｾｾｉ ＮＺ 収縮機

・・ ノン シュ リンク

コンクリート

モルタル の接着剤

・・クリートボン ド

フ

コ二

フエロコ ンは工場の ロ

倉庫の床に ?4

4岡板を張ったような J  

'効果をあげます

美しい床をあなたに f

床 ・階段、・廊下 に

ロビー ・カ、ソリンスタンドに

どこにでも使える

カラ ク リート

耐磨 耗 性

耐水 ・耐j閏'1主に富む

カ

ラ

ク

リ

l

ト

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 - 7  7  

t-EI.. _. (5 a  -1 r  1: "4 ' 1  1  (代表) - 7

大阪出張所

大阪市西区京町場 1 - 1  8  ( 京町会館ピル)

τE' L '  ( 4 4  3. )" 0  7  3 '  l '  ( 代)



塵 芥 炉 z一一
- 日本人は 、世界 で‘一番衛生的な国民といわれます

が、ゴミ処理に関しではまだまだです 。家庭のゴミ

街 の ゴミ の完全処理はイ ンシナーの塵芥炉カ、ら ー

イ ンシ ナ ー工業は塵芥炉の総合ト ップメーカーとし

て、優秀な性能をも っ製品を ご家庭カ、ら大工場ま で

はば広 くご利用願 っております 。

〈アフターサービス完全実施〉
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"  圃スマートなデザイン

TYPE ｾ［［ Ｈ ｉｉ 月 口Ｉ X O.6 ( 奥行 ) X l 怖 さ )

F……削炉の中心で燃えて熱のムダがまっ

た〈 ない高性能炉。 しかも 、 外部

へ熱の欽散がなく 、焼却炉とは思

えない美し い外観は設置地所を選

超小型 びません。

ボ- $ 1 ブル ・小規模事難所 / 一般寂庭

国衛生的で絶対安全

梼造 ・ 機能 ｬ よ ｅｾ と同じですが 、

近代高層強策などのダストシュー

トに直結できます。従って、自に

も、手にもふれず、安全で、 しか

もハンドルのワンタッチだけ。画

期的 な設計でシュー 卜への引火の

心配 はまった〈な〈なりました。

・ 近代建築 Ｏ 高層遺ｾ

ダストシュート

直 結 型

ゴ

の

介

小

美

し

い

生

活

TYPE ｾ Ｎ コンパヲトな小型炉

E  一 μ………一一→寸一一ス対内巾で切惜1殺宜

るキへ' ピネット ・タ イプ。 i!J. IJt の

高いゴミも完全焼却できる高性能

をもっています。完全日百閉式で火

災の心配もな〈。広い 消内では本

炉の分散位置が便利です。

ボ- $ 1 ブル ・大工場の分散般置 / アパート

中小事業所 / : 食品鹿

TYPE ・液状汚物も同時焼却

0]… l よってゴミを燃
却すると同時に 、その然で炉の中

の液状汚物を完全処理します。そ

のための燃料貸 lよ不要。しかも、

銭物処理はハンドル操作なので衛

生的です。

滞状汚物

塵芥貴雇用 ・伝染病様 / 結紘病棟 / 医学研究所

、、、

、-

h

t

v

 

TYPE . 移動格納が自由

ES 齢… … の刷州仰…F例 附1揃紛

. . _ - した殻訟A場品F所庁がない1場4品』合など、 3あ台3プ
.  

二‘ h 好みの場所に務血助hさせ、煙ヲ笑Eを伸

置 . 1ばZ して士鋭荘却できます。均椛E却機能は

司- E 主型1と同ヒ。

スライド ・商広 / 小工場 / 事雛所

チム二一式

ｾイＧＺＯｾナー工業掠式主社

〈竺ち¥ー

〈代浬庖募集中〉

圃 ゴミ処理のコン サルタン ト

v ・'

富麗聾r  312- 7481  

大阪市北区牛丸町55 東洋ヒツレ 電話(312)4571

本 社 東 京 都 品 川 区 北 品)112- 134  'lil 話(491)3860(代)

名古屋営業所 名古屋市昭和区恵方町2- 8 電話 (84) 5  8  7  4  

福 岡 営 業 所 福 岡 市 春 吉3丁目春野ビノレ電話 (76) 1  8  8  0  



を桁幸支 σ〉

地下鉄の温湿度測定について

1  .  温 湿 度 測 定 の 目 的

地下鉄の空気温湿度は，建設当初j は地中条件 により 快

適であるが，電車運転をつづけるにつれて上昇する。乙

れは電車運転屯カの熱への変換と，電気! 照明などの付帯

設備電力や釆終による熱i立が加わって '1-: ず る 先 生 熱置

が， ｉ 径道椛築 』 ζ 蓄積されるから である ｯｾ 設当初は周 壁

や柱などの構築の温度が低いため，発生熱E は換気11:よ

り地上』ζ 排出される以外 11: ，と れらの構築に多品κ 伝達

吸収 されるが，構築の温度が上が るにつれてとの伝達熱

量は 減 少 し 空 気 温 度 は上昇する。構築の温度上昇を防

ぐもっとも経済的な方法は，大畠の換気を行なうととで

ある。 1>

したがって，地下鉄の温湿度上昇を防 ぐ方法は，換気

を充分行なう以外にないととがわか る。と同 l期 ζ ，発生

熱量が換気によってどれだけ除出されており，構築K ど

れだけ吸収 されている かをはあくして，視湿度上昇を未

然 lζ 防ぐ必EEがある。また ， 1 号総のI毎回一一天王寺I切

のように温度がいちじるしく 上昇 してし まっている部分

については，今後さらに温湿度上昇するととを防ぐばか

りでなく ，五日駆的に涼しくなるようにはか らなければな

らないが，そのなりゆきも充分はあくして対処 しなけれ

ばならない。

以上のよ うに将来を見通すための現状 はあくの問的で

腿道内の空気温湿度を測定し，その結果を解析するので

ある。解析方法はつぎの 2 つの方法をとる。

( 1  ) 空気温湿度測定による解析

地下腿道を停留場と駅間隆道部に細分してその区分の

空気温湿度を測定し，同時に換気Eーを測定して， 外気条

件をいれて換気による 除熱訟を求める方法である。発生

熱量か ら換気除熱量 と空気エンタルピ変化虫を 引いた も

のが，構築の吸熱E としてでてくる。

j昆湿度はアスマン温度計により ，区分空気中の定めら

れた測定点の乾湿球温度をi i j : 1 I 寺測定して一昼夜の記録を

とる。各i時刻の各担IJ定点の測定値の平均をその時刻の空

気平均温湿度とする。 換気品は空気出入 口断面の平均風

泌をサーミスタで測定し， 断面積を釆 じて求める。

( 2) 壁体温度測定による 解析

JIiJ 項の区分について，壁休 lζ 熱電対を担込み， 界! ¥起包

j J を読んで壁面と壁中の温度を知 るとともに ，壁面か ら

の入熱を解析計算する。各測定点について毎l時測定値を

記録し， 36時間. i 1! 続してそのなかか ら適当 な一昼夜サイ

クJ レをとって解析する。 つ ぎに解析・方法を述べる。

頁

J 3 0 原論 部 門

大阪市交通局技術部 赤 松 義 夫

2.  空 気 温 湿 度 測 定に よ る 熱 量 解 析 方法

一昼佼を 2411寺1m格 lζ わけ，各H寺間格;の熱fJ : の平衡式を

かく とつぎのようになる。 2)

3600 Q，rーんー3600 い もι 一 日 ) (  1  )  

Uα 

Q，r， q，r : グ時間有; の発生熱: GJ : と l汲熱ill Kcal /s  

H vr :  r 時間帯; の換気による除熱i l l : K cal/ h  

i r l  ir- 1 :  r 時間帯末 jUlと初lml の空気エンタ J レ

ピ Kcal/ kg

V ， Va : 区分空気の容積と平均比容積 1113，m
3
/  

k g  

換気による除熱畳 H vγ は，微少時聞における熱量平衡

式を解 いて ， 次式が ＱｾｽＧ られる。 ＲＩ

恥 ］Ｓ Ｖ ＰＰｾ Ｈｩ ｲＭｩ Ｇ ｲ Ｉ ーも ｩｲ Ｍ ｩ ｲ Ｍ ｊ Ｉ
" a " a  

V， 毎秒換気i立 m
3
/s 

i' r  川! 寺間帯平均外気 エンタ J レピ K α I/kg  

換気ill 測定で‘ V，を知1り，乾湿球濁l皮ill lJ 定で iT 1 ir- 1  

および % を得，気象台の観測結果か ら 1，" T を知れば，

V は既知である か ら， ( 2 ) 式より各1時間初日IJ 換気除熱

血が求まる。

各 l時間帯; 別の発生熱益 3 600 Qr は， 列車ダイヤから

車両延べ滞在11寺分 (car- sec) を求め ，一ーnの運転屯力

消 ＱＥＱ 記録か ら 符在 ｈ 与 分 比に 按分して ｩｮｾ 下 し ， ζ れに 付

帯電ノ3によるものと，毎年実施の釆筑: 品調査結果か ら求

めた乗客発生熱量を加えて求める。( 1  ) 式か らq，r が

求められる。

tt¥i 築の吸熱には ，ｦ ｊｬｬ ｊ 壁，床のように半 ｪ Ａｬｾ浪固体の ｾ ｉ Ｇ 定

常熱伝述によるものと ，rt 階のある天じよ うのよ うに平

板の非定72熱伝達によるもの，さらに柱，ホームなどの

ように大部分が蓄熱になるものとの 3 f i 1i があり ，q，r は

とれらすべての合計したもので細川はでて乙ない。

( 2 )  

3.  壁 体 温 度 測 定 に よ る 熱量 解 析 方 法

q，γ の細目IJ を求めるためには，構築の名部分について

表面と内部の視度を iJll J定して解析す る。

半無! 浪固体部分の殴体について，ョ長而品1民; を- Ji't{3( 1ζ

っき旬11寺測定した結果を Fourier 級数 lζ 展開して示す。
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ω  : 視慨皮波伽の伝価播速蹴度=イ合十』ト1吋

町町凡n ，sn は toの実測値 Aq か ら次式で与えら れる。

， 24 n 切 7

n  = ーム: -1: An  COS- " :ニニ

12  q: 1'  ' q - - - 12  

F n 1 24 0  q悶π

=一一: - 1: An  sin 一一一
12 q"':1' - q _ .. .  12 

( 4 )  

( 3  ) 式を境界条件として熱伝達の基礎方程式を解くと ，壁中温度 ら と し

て次式を得る。 3)

tx =ん (-r) =手+i iwイ吾郎 (仰τ - x ，j 喜) - F n e- x j Z

的 ωτ ＭｸＯｾ Ｉ ｽ Ｋ 与 ･ イ害問ＨＱ Ｒωτ Ｍ ｸ ，ｪ 要 Ｉ (  5  )  

式中 ，a は壁体の温度伝播率 (m
2
j h) ， .!:.J 三は tx 実測値の ー・8 皮平均値で

2  

0 は ( 3 ) ( 5 )  ｪ￯ｬｾ 式 ｋ 実測値を入れてる ｾｴ＿ ーする。

壁面の入熱は， ( 5 ) 式を z について微分して x=  0 とおいてねられる温

度勾配か ら次式で求められる。

r  1  a  t  ¥ 

q= J. F  J  ｾ＠ a; t=o  dr: 

ほん=工示エせ1 ｻ｡ ，，ｾ 手 ω Ｈｮ ωτ Ｋ 十 Ｉ

叫 手i巾 r 寸 ! +与厚 cos (山r+ナ)

表 1 : 1 ! 気温湿度副IJ 定 結 果 の 一 例

測胤芦量当
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表 2 空 気 鼠 湿 度 創IJ 定 に よ る 熱 品 解 析災紅i

ｾ 処 ｌ
1 王 手 掛 井 毎 回オ

μ概 Ji' Nf

3 7. 4-1 3 7.8 1  3 8 . 7 13 '7.3  1  3C7 .5 1  3' ? 8 1  3 '7.1  1  3 q  11  

発 LL ｾＺ［ｾ笠 ａ 19: 10，6曲 10.6偽 11.86ワ II ，d'6'7 I I.fSb7 11.'iJBワ 11泌 7 i 捌

ザ ｬ 貴宅 員 除原｜ｾ止 ｂ .  8. 304- 7. ω s  
ヮqrfうY 8.g'rl S. 7Q5 8. q'6/J. 14 . m ー 117

1副 J _ )'L 奪 第 % 76.4- ヴ1.'1 67.O  ワ'5 .0 ワ'4.0 ワ' 5.7 1125.0 - 11 .'7 

壁{ 料可i重光思HErIi D  C  lOB 

/J. .?7l  h.5S1  ι 3将 5.α ')6 h. 635  4.8σ7 1.8 11 1. 715  

2.3{;() 1.532 1，$2 ? G沼 1. 580 I.Q03 4.831 ! H? 

判 : え 年 % 叫
目。

3 3 6  11 .0 40 .5  34- 空 :5I .b  '2fJ7.0 3 5.0  

1吐 J Iト号、 羽 入
13  17  3 0  

。

i々
冷 民I<l 判 〈

3、0亡ノ

30  

ト露五
ｾ ｬ＠ 市街悠郊導入 80 8 0  7' 1 10 3  3 5  8 0  

'・' 〆s  令 8 0  8 0  3 5  q O  1'20  6 5  110 3 2.6  

非タ注ト l  目円ｾを牙百球 Ｒ 克 主 友主連明 石℃ 
55Q 3  

285 717 133 幻 2 30.0  
q q  11.'2 

76 70  82 54- &¥. f:JD 
γち

3.42  18.36 1ι 74 Ｕｾ＠ i  t4. 1  1774 s .4Q 5.2宮

Ｉｾ Ｍ ム砂羽旬 Ｑ ユグル ピ ・ 8.40  '20 .04  1733 8.73 13.21 I Q43  
gqq 

7.14-

んl、内閣のI 、持比笠ゅ A.'i 8  163 1併 J  14 186 1. 74- 3.W 1. 86 

40 

J. : ! ! 童の熱伝導率 Kcal/mhOC ，

ｆＺ 壁の表面高ｾ m
2  

w分を各時間帯どとに行なえば，

時間帯別の表面入熱が得られる。一

昼夜の入熱総量は初項のみの積分と

なる。

4. 実 測 結 果

(  1  ) 空 気 温 湿 度

引j を表 1K 示す。 IIs 和 10年当時

はよLの営業l時間以外は換気設備を運

転休止していたため 8 月と 11 月の

差が僅少である。 ζ の換気不足が積

りfj. 'l って今日の暑さを招いた。最近

は換気を設備強化し，さらに乙れを

年中無休運転してい るため，徐々に

改善されつつある。

(  2) 空気温湿度測定による熱量

解析結果

一昼夜の熱量解析を帰国停留場に

ついて行なった結果を表 2 1ζ 示す。

E主体などの逆流熱量D は，換気 lζ よ

り構築から空気1<::: 逆流したもので，

(  1  ) 式の 3 6 0 0 qsγ が負にな るも

のの合計である。逆流率は39年 11

A が最大で，秋か ら冬へかけて壁休

が換気 1<::: よっ て如何 lζ 顕若K 冷却さ

れるかを示すものとしてお宝な結果

である。 4 号線の* III J は今! . [ ' の冬は

ホーム送風を とめているが，来年秋

からはホ ームが寒いと いう苦↑ fi で送

風停止すれば，壁体の冷却ができ

ず，将来 lζ 禍恨をの乙す。 表 2の最

右側 lζ 付加した同じ39年 11月の新本

町の数字をみていただければど理解

fil 

i量

空

〆惚気1

， .  

，［Ｏ レ ｾｬ 寸

図 1 剖 ｮ Ａ｜ｬｬの員何 ｅ 対担Ａ込Ｈ ・ Ｑ ｾＵＩ
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北 京 科 学 シ ン ポ ジ ウ ム 参 加 の た め 訪 中 し て 3

大学の教育 ・研究に ついて

松 井 J1R 光

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

砂大学は，北京の清華大学と南京の南京工学院のふたつ

を訪問した。いずれも建築系がおかれている大学であ

る。

消i lli 大学は 500 1 + の歴史をもっ。当初は，アメリカ留

学への予備学校で，乙乙を卒業すればアメ リカへ留学す

るとい う具合いで，アメリ カの政治経済を専攻する ため

に設立されたもの だと いう。しかし ながら ，1918年頃か

ら革命的な伝統をもち，帝国主義に反対する学生運動が

盛んになったとい う。その頃か ら，当初の予備学校か ら

大学1(. 昇'.i絡し，文科，理科，工科，I災科，法律の五つの

学部があった。学生は一番多いときには， 2，400 人ぐら

いだった。しかし解放後，1952年 iζ 中国の大学は全面

的に調査 ・再編成をさ れ， 現在は工科の総合大学であ

り，機械，電子，土木 ・建築などの十学部がある。学生

は全部で 12，000 名。 土木 . m誌は 6 年IljlJ で 学 生 は

1，200人。教J受，助教授などは 100名。土木 ・it 築( との

場合， 土木 とい うのは engi ne eri ng のととで， 11本でい

えば，構築と訳すほ うが適切〉は五つの学科にわかれ

る。 ①建築系①建築構造系①建築材料系@ 暖房 ・換気系

①上下水系，の五つ。 ①の建築系は公共 ・住宅建築，工

業主u築，何i市 ・地方計画の三つの専門があり，学生は 6

年Il jIjで450人との ζ と。 ⑦，①，①，①は四つ合せて750

人だとの乙と 。乙の土木 ・建築系には 14の教学研究室が

ある。工業建築設計，公共建築設J L 都市計画， 建築物

理，美術，理論歴史，構造，換気，給水，施工，下水，

測量等々 …・ ーの研究室がある。 研究室の研究内容は①教

学( 国家の科学院の指示 ICよるもの) ， ①専 門 の 研 究

Ｈ教師の必ｾと認めるものＩ ，①主wの協力( 生産過程

で提起された問題) の三つである。

砂卒業生の就職状況をきけば，つぎのよ うである。国家

政策の立場か ら，経済建設の割りふりについて，たとえ

ば，建築技術者をどの方面に必裂 とする か， が だ さ れ

る。学生も也、見を かいて，どの方面 lζ 志願 ・協力したい

などあらゆる条件をかいた紙を提出する。との政策の面

と学生の希望する函 との両方を比較して，できるだけ両

方を満足さ せ るよ うに配置して就職をきめる 。全部i満足

するととができない場合は，第 1 次試験，第 2 次試験を

して きめるとの ζ とである。現在，卒業生の大部分 ( 50

% 以上) は各地の設計院に勤めており ，約309ぢは建築工

42 

程公司 α包工会社) 1ζ 勤め，残りは教育，工場等へいっ

ている という ζ とである。

乙の建築系を訪問 したとき，ヌ5思成主任教授，l f 坦教

授らにいろいろど案内していただいた。また，乙の許

大学は?消占牟草i I凶弱とい う公図のなカか'1κζ あり ' 文字通り，緑の

中の学園といっ た感 じである。

砂南京工学院は七つの学部一一1 建築 2 機械，3 .動力 ，

4 ラジ オ 5. 1!tt 子工学，6 土木 7 技術科学一ー を有す

るやはり工科大学である。 5 年lljlJ で，学生総数 6 ，0001'， ， 

うち女子学生は 6 分の 1 の約 1，0001:' ，あまり だとの 乙と

である。最近では，労働者，E2民の子弟の比重が多くな

り，6596以上を Il j めている。

砂教1守長成 ) j 針は，教育と政策と労働の三つが結びつい

ている ζ とに特徴がある。教育は1i'働者階級にJ 1 ! I 務する

ためのものであり ，教育は生産 と結びつき，国家の政策

を遂行する 乙と と結合 してい るし，社会的 な労働 ときり

はな してはいない。 1 年間に 4 週間，各専門別に現地で

実習労働する。た とえば南京工学 院 の 土 木系では 5

dド間で18i 1l J の笑習労働がある 。 もちろん乙の労働には報

酬は江い。学生は月 16元( ー般の労働者の賃金は70元ぐ

らい) の奨学金をもらっている。

それから強

iJIJ される乙と

は，理論と実

践との結合で

ある。わかり

やすく例をあ

げていえば，

58年の北京駅 南京工学院の締内

を設計するときは，北京工業設計・| 沈と乙の南京工学院の

建築科，土木科が一緒 iζ ゃった。教師 ・学生が50人乙の

設計に参加し，調査，研究，設計ならびに建設，労働，

検証 lζ も参加 したというととである。南京の玄武湖のほ

とりに建設予定の美術館計画の政型もあ っT ，研究と実

施設計との関係についてなみなみならぬものが うかがわ

れた。学生の設計作品が廊下 lζ 展示してあ って -比した

が，住宅団地，公共建築といったものが多いのは当然で

あろうが，形態は50年代の中図的な毘般のついたもので

なく， r近代建築J 風なデザインを駆使しているものが

多かった。とれも「機能，経済に留; むし，できるだけ美

慨にも注; むする」という建築主張の反映であろ うか。ち

なみに卒業設計JUJ問は半年との ζ とである。

砂 上 海同済大学は建築工学部直属のｾ築大学だそ う であ

るが，乙ζ では六つの学科がある o ｾｾ史学 ， 建築工程 ， 建

築材料，建築機械，都市計画 ，数学および力学の六つ。

その ほ か ， ｾ築工程部直属の大学としては ， 北京u! 築工裂学院やハル

ピン建築学院がある。なお，天津大学，虫腹建築工程学院，中央工芸美

術学院，' J l ' 州工学院，岡安治金主主築学院，太原工学院， 耳障南工学院，合

肥工業大学等がある。
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II主天皇の御製があるくらい布111止の tr

カ〉らｲ［Ｚという千九はありました」とＧＧｩｾＺ

の古事来歴からお話し下さったの

が，今回訪問した畳屋の名門，岩l協

家を継がれた岩! 凶必次郎さんです。

ぺり

更に「聖徳太子の 11寺代になると薄緑

乙も

Ｈ哀 ｋ ｾｬ 付Ｉとなり，表はＱｉむ湖畔
おもて

でできた近江表が使われ，乙れが円

木最古の表です。岡山のものはその

後になります。足利H寺代 ICなると ，

ほぽ現在の ＮｺｉＺ のｾとなるととも ｬζ ，
へり

身分による縁の規絡ができ， Ｎｑ ｾｦ 日
うんげA べり 乙うらいべり

はt剖IU縁，公家用は高麗縁， τL分以

上は ｬ 制ｾ ， 庶民は木錦織とがとめられ

ました。 もっとも当H寺乙れは近畿だ

むべ り

けで，関東は| 坂東ものといって無紋

でした。その後乙れが明治の前まで

続いたのです」と学のあると乙ろを

聞かせて下さいました。乙れもff が

口本人とともに ｾｉ きてきた歴史の，Ｇ，

いものだからでしょう。

自脳さんは，養子きんで，生家は徳島県叡野

Inl，いまから約50年前K ，徳山市古物町の)J2ls

へ弟子入り したのが， ζ の辺への初まり です。

その後，大阪へでて，よいf.t人 IU " るには，よ

い応K と， 岩脇の広に入る機会を待っていたそ

う で す。当時大阪市は四区で ，各 区 ｋＢｃｾ の取

締り役の ＱｾＱ があり ， 峨艮とか帳元とかいって ，

地方から でてくる季節聡人への位組合の臨時鑑

札の発行と，その差配をしていました。南区で

は岩胞の広がそれにあたり， 入る のには，だれ

か聡人がやめないと入れず，やっと入ってん

他の応で一人前で も，ζ 乙では中年級だったそ

うです。なお，大阪の低限の組合は IJ J l 治時代か

らあり ，日本人の海外進出につれて伎が愉出さ

れるので， m要物産となり ，組合法による同業

ユノ リ --・・・・ ヌ二

組合が大阪 ｉ ｃ のみ ｾｵｬ￰ れ，組合 長 ，評 ｭ 貝 は

どの組織も りっぱ ICあったそうです。

さて岩l協の I，sへ入って 2 11:. ，仕 'J':

上で恐いもののなくなった26. J - 位の

とき ， 世話役である手先に 150人

位の l除人さんの投票でi i l 1 ばれたそう

です。当時は，米騒動のあった頃で

すが，位職人の口給が70銭というの

に，米が一列 50銭になったので，岩

l凶さんは世話役でありながら，賃上

げ交渉の中 j心になり ，ストライキ前

までやったそ う です。結局 Ｑ 円 ＵＰ ｾ 主

lζ 上ったのですが，同時 lζ 主謀者と

して大阪か ら追放されそうになった

とのと とです。それも何 と か 納ま

とE

り，今度は機械床がでだしたので，

金沢から機械を買ってきて会社を造

り，その支配人になり，ーブj 岩脇家

Ic3記入りもされ，それが大正14"1ーだ

ったそうです。

その後変転があったが，御堂筋ができること

にはり ，応は立退邑になり ，ｭｾ 互先 も Ｓ ∞軒位

伝〈伝ったので ， 昭和 Ｗ ｾｋ 現住の取成区 中浜

町へ怒ったの fごそうです。それから昭和 9年の

室戸台風 ICあい，まに再建吉れ，戦争中は，統

制で組合 むなく， もつばら町内会長で活関され

たそう です。戦後また位尽を再開し，現在は敷

物も吸っておられます。組合のβ は，戦後新た

にできた大阪市畳商工業協同組合から ，羽一σの

近畿' l f 商工業協同組合まで引鋭色理! i j J Uをして

いられます。組合貝は大阪府，奈良県，神戸，

姫路，和歌山県の業者t!') 7∞軒が加入 し，大阪

では全体で仮泊軒の内，約5∞軒が加入してい ま

す。

，It，':l 般人は大阪で 300 人位，仕事を

する人は全部で 1，000人位いるが，

人税 ) j が多いので，純然たる職人

さんは不足気味だそうです。乙の社

会も他と同級若 Fが入って乙ず，ま

た上手な人にはづ| 抜きもあるよう で

す。またその気質も他と同級 l ζl 時代

のb¥tれとともに変ってきているそう

です。: 切りつけ( J i l 取り) ができ

るようになるの11> 1  {I:.( 立，その J i i l

は各 ｊ ，ｾｾ でしきたりがあるようです。

出丁が うまく 動いて一人 lii J1ζ なるに

は 3 {Io位かか ります。また道具とし

まちばり

ては，待針，縁下引き ，縁引き ，針，

くわえ( 縁 と厚みの 巾をそろえる一

2 6 畳 職

極の毛号 1) ，小差，i臼，鋸. ｾＨｴＮ槌

( ! 敏込 IC使 う) ， 庖丁，針的. ｾｪｬ 援

などです。

岩脇さんがi上半の上で印象 IC残っ

ているのは，制りつけでは，戦前』ζ

"t lc 五角形の柱のある隅切りの陳列

κ 高麗縁の畳を敷いたときで，ずい

分苦心されました。ま た寸法取りで

感激したのは，やはり i以前]に 3 1， ト

凶りでできた西宮の 5JIJ 荘で ;;1・った

ほんけん

ら， しみず( 対角線) も，本間( 内

法寸法) も少しの狂いもなかった乙

とで，ζ んな ζ とは後 lζ も先 IC も

回だけだったそうです。普通 15 m m  

位はあるそうで，ひどいのは 6 帖で

60 m m 位あるそうです。

その他 IC岩 脇 さ ん か ら ， 縁では

E うさべり

光輝 ｾ 縁は大正の中頃 ｋ でできて ， 当

初j はつやがあって下品だときらわれ

たとと，麻縁はi l ! 主さでは劣るが，

張りついたよ うに仕上るとと， しか

し，その仕事のできる職人は大阪市

内で 5 - 6 人だろうとのとと，表は

1i1U後: 物が耐久力，ねばり，つや，や

け工合がよいが，現在は流通機構が

発達 したので，名称と産地がー致し

ないものがあり ，専門家でも見分け

にくく ，信用のある底で質うとと ，

上等な仕事では， 目采 り( 縁が自の

中にかかる乙と〉がないように ， ｾｬｬ Ｇ Ｚ＠
おもて とE

の寸法iζ 合わして表iを選ぶ乙と，床

は，機械床の出初めはいろいろ と批

判されたが，ff のものに比べ聞くな

り，安くて程度があがっていると

と，手縫床の程度はいろいろあり ，

高級品の ＱＵ 目 ＱＰＰ ｾ て床は Ｒ 人役

かかる乙と ，いまはそれのできる職

人のいない乙と，などいろいろとお

聞きし，最後』ζ 手縫の表つきの床を

みせていただきまし た。

そして，今回お聞きした岩脇さん

の生涯は，庶民の生活に直接結びつ

いた職人さんの，大阪とい う町 の変

転と織りなした ， 歴史のｾをみせて

いただいた感を深くしてお別れしま

し た 。 ( 長谷川哲之助記)
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新 刊 紹 介

近l I ; j m築学S のよいものが数多く発 fiJ されているが，

との紹介が |ー分でないので，準をとった次弟である。

(  1  ) 棚 橋 諒博士著 鉄骨構造講 義 本 文 A  5  ｾド ｵ

154P.  1，J・友 112P 索引 4 P. 1500円 山 海 堂 昭 和39

年 11 月発行。木: ! ? は棚橋博士の京係大学における議義案

によったもので， 1 編 序 論，IT編 鉄 お よ び 鋼 材 編，

]If 編材の結合編， IV編部材編， V 編 組l部編， ¥四百計

四編からなり ，ffi1明lζ 欽' 再構造の大学程度の教材 につい

て述べられたものである。編の組成は昭和 12年版の鉄骨

構造学 と殆ど同じであるが全部新しく鉄骨構造学の進歩

によって占き替えられている。本文 154 貰の少いページ

数であるから ，あらゆる問題を網続的 K 記したものでな

い。主要点とお与えのととろ，ほかの木に書いてないと

乙ろ，ほかの木に古いてあっても簡単なととろを詳しく

説かれている。上級学生，上級技術省必似iの本である。

( 2 ) 斎藤謙次 博士苫 建築構造力学 本火 A 5 判

508P 参考文献 3  P  索引 3  P. 250011] ，型工図書

株式会社，昭和39i r-: 9 月発行。本i13は斎藤間士が多年日

本大学で1秘義された講義案をまとめられたものである o

!.:fS  1  1江 ) ] の釣合， ｾｮ＠ 2  ｾ＠ ｬ Ｇｦｬｾ定骨組の応力Ａ［ｪ ｓ 3 1立;z 1  

ｩ静 ､か Ｇｴｾ 応と，円

毛6 1立;江L 凶定モ一メント i法去; 第有7f 竿主 変J形彰初J法'1::， 努第 ｾ Ｘ ￮ 立立 5異

形ラ一メン lにζ 対する機1械或f的内作表法， 究第J 9 1立主 主述 ｮｾ 築誕物の椛

造"計I' t ' 幻+詞となつている。記述のブ方方rj司ii法去は，大変わかり易く 7!?

かれている乙とで，初学/ ' i が思い jfii いをするような点に

は怒切な注ぷが述べてある。上級， rt 級の学生，技術{ ' i ・

の良参与占である。

( 3 ) 浜田 稔 Iw土色 建築材料学 水火 A 5  ＧｬＧ ｾｪ＠

922? 猿引 10P.  2500rrj ，丸首古lι 昭和39年 11 月発

行。木21 は昭和 6 年版の建築材料学を全く新しい見地か

ら徹底的に改版されたのである。内容は第 1 :1;1: ゐ. 材，

第 2 立 骨 材 ， 第 3 i ; 1 : セメント，第 4 22 コンク 1) ー

ト，第 5 1; 1 : 石灰など，釘 6 主主粘土製品，第 7 卒 ガ

ラス，市 8 1立 金 属 通 説 ， 第 9 立 鉄 鋼 類 ， 第 101:江 非

鉄金属 I ｉｔｓ ＱＱ ｾ＠ 木材，第 12iii: アスフ 7 ノレトなど，節

目立 合 成 樹 脂 ・プラスチック，第 14I;t 塗料，第 151;1:

銭 ｾｙｩ 創とコーキング材 ， 第 Ｑ Ｖ ￮ｾ ｩＺ 繊維類，気117i;'i: ;1; ' -

ド類， t H18竿 |約百「材料 I tr:; 191';i: 保温材料， ｴｲｾ ＲＰ ￌ［ Ｇｌ＠

w火材料， ｾＵ ＲＱ ￭ ［ｬＺ＠ 床{ 上上材料，第22i;f: J歪綴仕上材料

ｾＵ ＲＳ Ｚ･Ｚ＠ 壁{ 上上材料と， tii 築材料のほとんど全部を綱絞

して，親切に記述がしである。前苦と異なる点は，知 18

i ; f : 以下の工事日 1]1ζ 各種材料の検討がされている乙とであ
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る。カタログによる新材料の性質がややもすれば手前勝

手に広告的に記述されているものが多いのに対し，本占

ICは新材料のみ; 質的な点 IC記述がしであるので，大いに

参与になる。上級，中級の技術者，学生の必制ii の参考書

であろう。

( 4  ) 仲建築研究室編 鉄骨高層建築の構造設計 木

文20. 5cm X  21 c m 172P 定価 上800円，彩国社，IIB和39

年 10月発行。本ti は新しく計画される超高周辺築の東京

都庁の設計の芯本的事項である構造; 没日十について{I I' 博士

の研究室の 13氏の研究をまとめられたものである。内

特は 1. 耐震設計， 2 .鉄骨構造 3 . 楼合， 4 . 銅製怪品

川ミ ，5 実験からなり，現在問題になっている超河周鉄骨

建築の理論的 J5・察について述べられている。いづれ近い

将米においては，日本建築学会において超高周五t築! L 対

する計算規準として略算式のものがでょうが，乙の田1 l t 7

式の怠l床の理解には本舎の熟読が必要でtあろう。 u己述は

平易にされているが，事柄がむつかしい乙とであるの

で，花、にはわかるぬ点が数多くある。将来の椛造inX?:者

たらん人々は，本イ日によ って大いに勉強されん乙とを守j

む。

( 5 ) 村松貞次郎防士責任編集 し| 木技術史大系 17巻

建築技術 日本科学史学会， 本文 8 q当Ij 599P.  J，下ぷ

10P 参考文献 8  P. 索引 5 P  定佃i 3 .50011J ;:n 

11; ) ; 見出版株式会社， 1964年 7 月発行。 2l i Sは日本建築技

術吏 昭和341下版 8 6  ｾｏＡ ｪ 木文 ＲＸＰｐ 索引 19P. 1ドR

9  P. 3501リ 地人占館発行の汗者が)J 日勝安Mn氏を編京

協) ] { ' i ーとして江戸務的末から ，今日までの日本建築技術

史を 8 5 判 600P あまりの大冊にまとめあげられたも

のである。内容は序章総説. r;rS  1  I t 1 : 幕府および泌総の

西 ￬ＧＨＧＮｾ 築技術［ｧＮ入，第 Ｒ 立明治政 ｊ ｻｪの ｾｬｪ 必要 ＴＱＩ 長にとも

なう建設， !:(S 3 立居留地設置とそれにともなう ru築資

料，第 4 irt 明治初期の大工棟1t 関係文書， ｾｮ＠ 5 草 木

造正 ｴｾ 礎技術の近代化，郊 Ｖ 主主 煉瓦の ＧＱＰＱ 主とそのｾ築，

tn 7  1;L 鉄什および鉄筋コンクリート柿造の導入と定打

第 8 I ; J : 関京大反災と耐震構造理論， ［Ｚｲｾ＠ 9 立 造 家 か ら

建築へ，第 101;1: 近代建築運動の展開，第 111; '1: ru築史

・建築家および戦争への傾斜，第 12: 1 主復興，と 円本近

代ｾ築史を構造技術を主にしてのべられたものである。

今日 ， ＱＱ 木のｾｾ誌の学会においてもっとも注目をひき ， 最

も祈発な活動をしている分野に 11 ; j ( 近代建築史の研究が

ある。 ＲＰ ｾ史 ｩ ド￬ￌ ￎｪ は日本近代建築史や技術史の研究は，円

本建築学会の研究交表会や大会でも異端視されていた乙



索引 6 P 。本書の苫ぞiはとも Iζ 大阪市立工芸高等学校の

教諭である。斎藤氏が庖舗の分担で 52P. 崎山氏が劇場

の分刊で 116P となっている。 )，1; 舗の内容は 1 .活舗の

あらまし 2  .) 古舗の計削， 3 各部の設音L 4 商庖訴

とシ ョッピングセンター で，劇場の内容は l 劇場と演

成IJの関係， 2. 劇場 ・映商館の環境， 3 勤線と客関係の

務室， 4  オーデトリアム ， 5 舞台， 6. 1決写室， 7  

73?型凋整室 8 舞台照明 ＹＮ 楽尾 ・ その他の舞台ｾ

の諸室 10 日本の Ｉｾｉｊ 湯の歴史 ＱＱ 実 例 と な っ て い

る。ｾ築計画の講義はいずれの学校においてもｼ時間少く

名個の建築物 lζ ついて細[ 恨の議議は，粗になりがちであ

るが， ζ のように親切な子引ができると学習者は大いに

助か る。庖舗，劇易; とも関西の実例を多く収り入れられ

ているのは東京の ｬｩＺｾ の木にみるれない特色である。崎

山氏は劇 ・舞台 iζ 対して熱心な研究家で 10. の日本の

劇場の歴史には，氏の研究が表われていて我等を啓発す

る点も多い。

( 8 ) 日本建築学会編 工 業 l高等学校建築科 建築用語

集 A  5.  216P.  定価 500門， [1木建築学会発行。本

11は日本建築学会の教育委員会工業高等学校部でながら

く研究した紡呆をまとめたもので，工業高等学校のm築

科で教える各学科につき，ど うしても徹底的 K 教えなけ

ればならぬ術訴，教えておく術活，参考 ICおしえておく

術訴と三段階K 分けて術認をなら べた もので，工業高等

引 ［ Ｇｾ学校 ， 大学の建築科でも参考におしえておく術訴ま

でを， ＱＱＦ 底的におしえればその ｪｾ￭￬ｾ ははたした乙とにな

るであろう。学校不業省は， ζ の術語集で，術認をみて

その怠l体を直ちにいいえるにいたれば，二級建築士，

級砧築士の試験 iζ 合絡する乙と請合である。また会社，

ぷ，!- I一事務所での入社の採用主峨の問題を作成せられる方

々にも ，是非本訟によって入社試験を作成していただき

たい。本告によって入社試験問題を作成すれば「今頃の

卒業生はなんにも知らぬ」とい うお小言が少 なくなるで

あろう 。二級王s築士の試験委員も本告の熟読が望みたい。

工業高等学校の専門学科の基準であるからである。

( 1964. 12. 27- 29)  

とを考えて，昭和39年の白木建築学会の大会歴史郎門の

ずと表の約Mが日本近代池袋史，技術史の発表にな ってい

る乙とを考えて，今世の感にたえなし当。村総博士の本誌は

Ｑ Ｑ ｟，ｪｾ近代主主築史研究のいままでの集大成であり ， 金字塔

である。まだまだ H_ ，j ，近代建築史 ICは広大な分野があり

未発加の史科もあろうが， ζ れらはようするに木11の別

補 の ｬ 巳になるであろう。 ｭｾ 従史を学ぶ 上 級Ｎ '1" 級の学11

J持造を専攻する 上級， 'IJ 級の学! i 般 二 ｾ務』 ζ 従事して

いられる技術省必読のぷである。イ王手iの日木科学技術史

大系のー冊であるが，分間でも古応 lζ 訂文すれば入手で

きる。是非座 . (i lC備えられんととを希盟する。

( 6 ) 斎 藤 暢氏汗 骨組の力学 わかり やすい建築

講 座 節目巻，A 5 判，本火 185P. 付録表 26P 参考

文|猷 1 P. 索引 4 P  山!日li 8501'] ，彩悶社，11召和391y 8

) J 先行。汗者l立大阪市，' [ . 工芸高等学校教諭である。

彩同社が 10放"1 かかって建築学大系全40巻を発 刊した

乙とは， ｌｉｾｋ 建築学科をもっ大学をｼ数校開設したの

と同じ価値がある。建築学大系の允 11J によって U 本の建

築学教育の水準が向上した乙とははかり知るべかるざる

ものがある。学者の研究，および研究論文は価値におい

て最高のものであるが，その影響する組問はせまい。そ

れに比較すると，このような滋告によって ー般知識の向

上をめ ざすという乙とは，大いに此の中の利益となる。

建築学大系が，高級，中級の技術者，学生を対象とした

に対し，同じ書応か らIl ' d仮された わかり易い建築講座

は， Ｇｉ ｊ 級，初級の技術九学生を対象にしたもので，ｾ

築学大系のど1 ' 40巻に対し，わか り易い建築講座は令21巻

で， ー巻のペイジ数も約] 1 ，定価も約] 11ζ なっている。

本山の内容は 1 構造物ω設計と荷i E : ， 2 .) ] ， 3. '白;. fl

のノJ 学的分類， 4 反) ] と li1Sf，.. Jの応ノ1] ， 5 .  ｾ浄定 トラ ス ，

6 . ! ' i 予定ばり 7 .  j'i ' f ，定ラーメンとアーチ， 8  .1' ls材の; 没

計 9. 基礎の設計， 10. 不治定トラス 11 不指定ばり

12 不ffj，定ラーメン ，13 骨組の設計，となっておって，

工業高等学校で一通り構造力学を学んだ人々がさら lζ j ]

乍を復習しようとする 11寺に読むのに適当している。

( 7 ) 斎藤暢氏 崎山宗威氏汗 庖舗と劇場 わかり

必い建築講座応 7 巻 A 5 判， 木文 158P 参考文献 2 P

手捗
社

ム、

エミ式株設建手口
一
一

円

仏

い

向

広

大 阪 市 政 淀 川 区 力11 Q ，町四 三 一 T E L  (301) 代 表 Ｖ ＶＳＶ ｾＹ

東 京 都 港 区 芝 111 村 町 三 一 T E L 東京 (431) 2  7  2  0 ・6 8  1  4  

京 都 市 右 京 区 西 大 路 五 条 上 ル T E L 京 都 代 表 (84) 8  8  9  7  

川 口 市 仁 志 町 一 ~ 二 四 一 T E L 川 口 4  1  0  0  

目 線 市 大 字 底 的 九 九 T E L 高 槻 ( 5) 6  0  1  3  

多本

フ供二

材 t代表取締役

木 主l

JI .IJf( 支 応

京都営業所

東 京 工 場

高槻工作所
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会 員 の 頁

投稿を歓迎します。ハガキでお寄せ下 きい。

けい さいの分には粗品進呈

口災 害 委 員会に 望 む口

j勘定だ，艇i風だ / 被害が大きく広

純聞にわたったとき，災害委員会は

活躍をするという，委員会のいまま

での在り方に疑問を抱いています。

医学界では ，臨床医学11: 対する ，

予防医学をやかましくいい，力を入

れているように，建築界も災害調査

の報告型作成だけでなく ，その報告

訟を生かせる，予防に対する活動，

被害防止の普及宣伝などを行なう必

要があるのではな いでしょうか。

災害 lζ も，最近のニ ュース 11: 報じ

られている ，大都市のスモッグ渦，

地下街の空気汚染 ・鼠の問題 . ilh虫

など害虫の繁しょく ，団地住宅の防

犯・・υ ・・等々 ， いうなれば「郎市災害

」とも称すべき，都市の集中過大化

によって起ってくる諸問題がある。

日常・われわれの周囲 lζ 起り つつあ る

ζ れ らの問題を対象 として ，調査 ，研

究をし，改設すべき問題を促起し一

つ 一つ改良し，住みよい都市への体

質改善lζ 寄与する 乙と に，災害委員

会の使命があるのではなかろうか。

そして「建築を通じ広く社会に貢献

する」と いう，建築協会本来の在り

プ'j lζ 強く結びつく乙とになるのでは

ないで しょうか。 ( Y.S.)

1な 1今 -{;:( 

口絹 谷 裕 規さんのこと 口

初谷さんの言トは 9 月12 日の朝日新

聞の夕刊だったか，小さな囲み記事

だったが，通勤の車中で知って， そ

の夜はくらい気持ちにな って，私は

円記帳』ζ 絹谷さんの思い出をいろい

ろ111Aいていたのであったが，和谷さ

んとの初対I自はも う10年 li ij だっただ

ろう か，京大学生の名刺をも って，荘、

の勤めている国鉄を訪ねて乙られた

ときである。私はその当時，労働組

合の仕事などを若気のいたりでやっ

ていたのだが，結谷さんは「建築イ

ンタ ー」といって建築労働者の 111: 界

的なつながり をもつ ために交流の必

要さを説き ，国鉄で働らいている建

築関係の人もぜひ協力してほしいと

いう申入れをされに乙られた。それ

からしば らく して，ソ速やそ の他の

共産圏の人を迎えて歓迎会が京都市

内でひら かれたのであったが，釘i谷

さんはそのときも名司会おであり ，

あまり話上手ではなかったが， 11分

の信念をもって，人をひきつける人

であった。その歓迎会があってから

も夜、は初谷 さん と何回 も逢ってい

る。 先年は，京都市の池袋ゼミ ナー

の講師て‘ あっ た。手i、は忙しかったが

その講演会を聞きにい った。京大の

助教授という肩書で，でっぷりと太

り気味の体躯をもてあますようにと

きとして笑 っておられた。その笑い

顔が忘れられない。

( 滋賀県市i lnlii J'<J 11町

久保和知)

イミ 1:< 1:< 

口設計事務所より 口

r: J 杉森 IYJ 三さんがlE}-J 4  11述設六

団体年賀会で夜、は60余"I' - ffi; 没lζ 従事

しているが，建設業省の地位がおど

ろくほど向上したと出場から 11
1
され

ました。乙れに引 きかえ建築家の
j
也

伎は近来とみに沈下 していくと いわ

れています。 1 月号の m0認と社会

」の作品写以をみていましたと 乙ろ

設計施工あるいは施工0 0 建設K.K.

と太く 大きくでて，設計0 0事必' ! J T

は虫眼鏡でない とみえないくらい小

さしコ。協会の編集方針はど うなって

おりましょうか。

いよいよ影が うすくなるよ うに! ぷ

ぜられますので，よろしくど協力を

願います。

( 大阪市東区繍刷 2- 38

日正E股計工務株式会村社良 伊藤鍍ー)

l 月号の作品写真とは「昭和39年中氏峻工し

た新主 ｉｉ 築 ｊ 欄 ＨＲＳ 頁 ｾＴ Ｐ ｲｄ のととを指してお

られますが， ι の側は，特別広告の欄です。し

たがって，広告掲載料を いただいた業社の名が

大き〈なら" e ; 'る をえませんでした。通常の作品

作風欄では ， 殺到者と施工者とは平等 ｉ ｾ 抑制し

てお ります。一編集ー

封モ 特 許/ II，f翼冨ミ l - 設 計

製 作 ・

. 施 工
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盛会裡 lζ 建築 協会忘年懇親会

アデュー 1964 ・於 太 閤 囚

恒例の日本建築協会の 忘年会は去る 12f1l 8日太閤姻で閲仰された。 i E

ａｾ の午後 Ｖ 時， 大ホーノレは満員。 1(，1:JI '!J l ; ! l 1及員長の開会のあいさ つ。 U!

却14>:会 良々のあいさつで年忘れのuはいよ いよ スタ ート。 111席者 5211"，

司会は三ID純 きん。経妙で笑いをきそうグテ刻。ライトで光るのを 3

けてか， レンズなしの| 恨鋭をかけていた。 r下町扱とその議団」はまあ

まあのでき 。 日本側敵手の早Jl Iまききんは五月みどりそノを乙なして ，

おいろけがにじむ。 ジヤグラ ー は東京ラッキートリオ。 主 ｪ ｾ とｉＡｬＡ 日 ｩ ムー

ドがいっぱい。 何とい って もオンナノコの特縮か， ぴった りはいた スラ

ツ空スが脳動するたびに児性衆の目をひきつける 。: ; ヤズマンガは木川

かへる。邪心をもってみつめる会民の気持の裂をかいて 相手カツサイ 。

し か も ｾｦｦｬ 者 ｉ ｾｉ よマンガを 呈上というわけ で ， 若手会f:l. の人気をあつめ

。。

きて . c . のと乙ろ毎年， 人気の焦点I i セミ努ード。踊るはキテイ 向 古

んとマヤ富士さん。県下良肢が舞台下 ｉ ｾ 押 しかける。 写災を ｃ ろうじ ろ ，

会貝 諸氏 の然い 観 斜は踊り子の顔 ｉ ｾ あらず 某所 ｋｗ 中する。記録写災担

当のM氏 「だれも顔を見てむいので白から 上 をトリ E ングした」 と写真

引仰の; ; ! . 図をひ とく き り。

とζ ろで， もうけかしらは H i / ! ! 。舞台し色手の芸人健室K 偶然。 11: も

すわっていた。見ょうと思ったわけではないそうだが， 衣裳のつけかえ

のあいだに生れたままの姿の彼女をみ たという。( だれです。 あとで残

念がっているのは/ )

舞台にウツツを抜かす迎中をしりめに， がっち りと れステ z 相手11:メ

ートルをあげる実利第一虹l もある。 キタ ・2 ナミのキャバレー数析から

の 納 税が Ｒ 次会のカモを求めてサービス尚点。名品 ｩ ｾ )を配っ て あ いきょう

をふ りまく。テーブルにはオ ー ドブルや:{H :#司など。 政援応の 引換券

が今年から円形のマンガになったのもおもし ろも、。

鼠品の倒せん K はいる と忘年会 も最高潮。 灰町lから m気カミソリまで

総ｾ ＲＸＰ 点 。 Ｗ Ｗ ＧＺ［ν ヨンモデルの 卵たちが事ｩｉせ んｾを 箱 からとりだす

忘年会小委貝がてんで｣Ｎ＿ｉいで筑品 を さばく。ｾ 号 の発表のたひ ・ ｉ ｾ 小さ

な此， ｜［｜ がも れる。 高額鼠品の当 せん者 ｉ ｴ 舞台 ｉｾ あがっての悶呈式。思 わ

ずほころ占領 ・顔。

附本Ｈｊ ｊ ｾ 耳 目 委貝良が諮訟の必金を発表。大阪ガスの関係者民政さ れる

何ぜか御台がまぶしい。

最 後 ｉｾ 司 ｬ ｩｩＵ局 ｍ さん ほか の作 ｋ なる ｊ 忘 年 ｭ 貌会 の うたを全員 で合 唱。

必本儲八氏( 名誉正会員} の発声で万繊三的。政問事業副委員長の閉会

のあい さつがあって建築協会忘年会は幕をとじた。 アデユー1964年。

Ｈ 文￬ＮＧｬ岩本尚三 ，写真村 厄Ｍ ｾＩ

おでんで もいき ましょうか 普怠の募金吾発表 します 皆なで歌おう忘年会の歌
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第 1 回 日 本 建 築 祭 の 概 況
1964年10月25日- 11月 4 日

オリンピック東京大会を記念して建築 8 団体述合の第

l 回日本建築祭は，オリンピック大会の直後いまだ余'ti'i

i漂う東京において挙行された。

全体の行事 lζ 魁けて 10月25 日( 日) 101侍から国立) 室内

総合競技場本館( 屋内水泳場) を会場にあてて，国際ス

ポーツ施設展を閉幕し， 11月 1 口( 日) からは，早大理

工学部新校舎を会場 lζ 研究発表会が終日 lζ 亘って行なわ

れた。翌 2 日午後からは代々 木の国立屋内総合競技場附

属体育館で日本建築祭の中心行事である大会を盛大に開

催した。そのタはホテノレニ ューオータニで祝賀懇親会を

催し ， 3 日 ( 祭) Iζ はふたたび会坊を早大理工学部に移

して，午前は総合研究協議会を，午後は研究討論を主と

した専門別研究協議会，つづいて初めての試みとして設

けた「自由発言の場」では Ｘ 主題 ｬ￩ 対する所信￯Ｎｾ見の発

表と討論が交わされた。最終日の 4 日( 水) は 4 班にわ

かれて，オリンピック主競技場および駒沢の第 2 会場を

高速道路でつなぐ見学会を催し，その夜，朝日講堂にお

ける記念講演会をもって 4 日聞に渉るすべての行事を

終える乙とができたのである。以下各行事の概況につい

て記す。

大

よ』

3三三

日本建築祭の中心行事である乙の大会によって，参加

B 団体共通の目的が打出され，とれには参加登録の有無

にかかわらず 8 団体会員が参加山席した。

正午頃から続々つめかけた会員が，一応地域別 lζ 示さ

れた席を埋めつつあったが，前夜来から残乙 んの雨気は

やや出足を鈍らせたかの感があって，参加者は，最高

4 ，500名を数えられた。

午後 1 時からの開会 lζ 先立ち，東京消防庁音楽隊4 11"，

が岡英男隊長指揮のもとに数々の曲目を演奏し，定五1]，

司会者の中島副委員長が開会を宣すると，全員起立し，

会衆が正面の国旗K 視点を合わせるうちに，厳粛な国歌

の演奏をもって閉幕した。まず実行委員会古茂問委員長

の力強い「閉会の乙とばJ ，つづいて日本建築士会連合

会石井会長が「オリンピ ック東京大会施設の完成をたた

えてJ と題して，称賛のととばをおくり併せて建築人の

所信表明が行なわれた。それをうけて古茂問委員長が職

責遂行に対する熱忍を高協した決議文を上程し，全員の

賛同をえて採択した。

乙乙で来賓の祝辞 となって，小山建設大臣，愛知文部

大臣( 代理前団体育局長) ，東都知事，オリンピック組織

委員会安川会長，そして参加外国人を代表した英国王立
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建築学会から派遣のコリンズ氏の順で行なわれた。つづ

いて 1. 0 . C ブランデージ会長と日本建材協会々長の祝

訊，祝電の披露があり ，式は引 きつづき「建築施設の建

設関係者への感謝J Iζ 入り，日本建築協会東畑会長から

列席の関係者へn丁重なねぎらいの乙とばが贈られ，全員

の拍手をもっ てその労をたたえて謝立を表した。今 nの

建築産業の発展と| 盗塁盗とをもたらしたわが建築界の先立

者 として，実行委員会が選定した清水喜助清矩先生( 巡

族清水康雄氏，代五E清水正雄氏) ，辰野金吾先生( 令孫

辰野高氏) ，横河民輔先生( 嗣子代理中村侍治氏) ， I.t  

僚がi一郎先生( 嗣子中係国男氏) ，佐野利器先生( 米亡

人佐野ませ氏) の 5 氏に対して日本建築学会棚僑会長か

ら， ig徳をたたえる顕彰状と記念品とを贈り，式は滞り

なく f冬った。

つづいて記念講演に移り，司会者は野生司委員K 交代

し，東京大会の政府航IJ J e 締役の文部省前団体育局長によ

る「オリンピック東京大会の施設」の題下 le報告講演が

あり ，また，当会場の設計者であり ，1. o. C からテ、

ィプロマ ・オブ ・メリット賞( 功績主主) 受賞の栄誉を担

われた東大丹下教授が「生活環境の今後のあり方J につ

いての所説がそれぞれ30分に渉っ て論演 された。

折から神田蝶子につれて江戸消防記念会25名が組を先

頭 le うち振りながら姉l いの半紙K 花笠を冠り ，1m形文化

財の「木泣り」をねりながら場内を一巡，参加外国建築

家も乙の 日本的なアトラクシ ヨンに拍手をおくる乙とを

おしまなかった。

乙乙で一応の催しを終ったので，全国建設業協会大島

会長の発声で万歳を三唱し全国建築士事務所協会連合

会織本会長の「閉会の乙とばJ で午後 3 1時50分lζ 大会を

盛会担 iζ 閉じた。

祝 賀 懇 親 会

超高周tf¥1 号白亜の会場に灯る頃，続々と会員，来賓

が参iiA，午後 5 1時30分lζ は控室は満員の盛況振りであっ

た。会場は東京ーの収容力を誇号する英主主の聞も 5 J1寺50

分J j flを聞くるや堰を切って必とされたよ うにまたたく聞

に埋めつくし，フツレーコーツ ・オーケストラの軽音楽に

早くも懇親気分は横溢し会衆は耳を傾けて交歓のときを

jiJ!Jし fこ。

午後 6 1時15分司会者中村副委員長の進行のもとに，71.

2定問委員長の「開会のととばJ ，主催団体を代表して石井

会長が挨拶，乙れをうけて，来賓祝辞に小山建設大臣，



日本商工会議所足立会頭( 本国高IJ 会頭代読) ，外国建築

家を代表して， A.  1.  A . ハワイ支部パウアー前会長， 中

華民国台湾省技師会会林理事長が交々立 って祝詞を述べ

られた。中馬大阪市長，自民党中村総務会長の祝電など

の披露も加わって祝賀懇親会を各方面の院祝の放の中 lζ

浮かびあがらせた感があった。

ちょうど翌 3 日の文化の自に建築界から 20余年絞りで

2 人目の文化勲立受章の栄誉を担われた吉田五十八氏が

参加されていたので，司会者 lζ 乞われて壇上の人となっ

て祝意 lζ 応え られた ζ とは，ときとと乙ろを得て祝賀会

の雰囲気を多彩なものとした。乙の頃からノマーティがは

じまり，日本学士院会員内藤多仲博士の音頭で析があげ

られるや，会場は交lfo: のるつぼと化した。 一方ステ ージ

では，茨城県建築士会提供の磯節保存会連中による「水

戸ニ上リ J ， i 磯節」の附りと唄が華やかに繰り ひろげ

られた。つづいて会員有志による「相川音頭」は清回，

伊藤両司会，長谷川プロデュ ーサーの担当ではじまり ，

建築家の相川音頭の会一l' 数名による 2 1;i: flii の合H呂がすむ

と左右にわかれ，せり上りステ ージ には唄方として黒紋

付 安の中田 ， 吉 田， 岸田の ｾｮ 先生 ， 立方伴奏の来月れ代表

芸妓速が. 三味 ・鼓の音ーにつれて豪準絢捌たる編笠の武

者姿を現わし，壮麗な鏑りと豪壮な歌調とは，満場を魅

了してやまなかった。つづいて鏡味小仙社中によるど祝

儀の獅子舞でアトラクシ ヨンを結び，建築業協会戸田相

談役発声の万歳三11昌をも って会を閉じたのは. 8 0寺ちょ

っと前であった。

研 究 発 表 会

早大限工学部新校舎 2 ， 3 号|刈iru10
室を会場

lζ あ て

て，最近の研究成果の自由発表が次哀のように部門別に

よっ て行なわれ，適時質疑社論もあっ て， 研究の交流 fr.

寄与した点は少なくなかった。なお，数れが病気の ため

欠誌となったが「材料 ・施工J r環境工学 AJ の午後 5

時20分終了をもって無τ] J 盛会担に閉会した。

材料 ・胞工 1 1  

構 造 1 3  

ID境 工 学 1 2  

研 究 協 議 会
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早大理工学部新校舎! : { 1 7 号館で午前 9 時から開恨の総

合研究協議会の開会lζ 先だち， 日本建築学会棚橋会長

が，研究者を中心とした会衆に挨拶を行なったのち，桃

山不学君が司会者となって，午前中を「秋弱地盤におけ

る計画 ・構造 ・施工」を主題 lζ ，主として， 実務家の研

究所見発表を中心に研究者とのな凡交換が行なわれた

が，結論としては，技術的に対策の可能性はあるが，乙

れを妨げるものに経済の問題がある ζ とに見解の一致を

みた。

つづいて午後 1 - 3 時， 8 部門別にわかれてn捨な研

究汀論がつづけられて，研究協議会の目的を述しえたも

のと思う。

自 由 発 言 の 場

職能lζ 関する当面の諸問題を主題 IL全国か ら参加の

員lζ ，自由かっ率直に主主見発言ができる機会を提供する

ために設けたもので，結論は期待しないでも，今後各自

に研究課題をv i } 起する と乙ろ にそのZ主義があるとして試

みたものである。各;!tfW団体からのW: 案を参考 Ir. 8 題目

を選んで行 なった ものであるが，参加者の協力によっ て

応期待の成果を収めたものと思う。

見

ｾ 、ｦ 、 ，

子 :
/--'-

Z 玉三

折 か らの好天 ｬ こ ｊｾＺ まれた見学会ではあ った 。大会と国

際スポーツ施設肢で代セ 木会場は自由 K 見学の機会はあ

ったし，選手村は 5 口まで関村中のため明治公園第 1 会

場競技施設と駒沢の第 2 会場胞設を ':1UI r . 高速道路でつな

いでの見学ではあった。しかし， 4 ，000 * " を趨える鬼大

な見学K は受入れ先の都合と見学班統御上の困難から ，

参加者の期待K 添いえなか った点のあ った ととは逃憾で

あったが，空前絶後の大見学会とならざるをえなかった

事情をこ' 推察いただきたいと思う。と もかく も予定の見

学スケジ ュー ノレが見学先のど厚芯で，ひととおりすませ

る乙 とができ て，R J l 設関係者の苦心と努力のあとを偲べ

た乙とは，見学( ' i ' 各位のど理解とど協力とがあづかつて

大きなカがあった ζ とである。

公開記念講演会

今回の行事は， 8 凶体会員 lζ 公1) 目の原則にたっている

が，円 ，1三建築祭の H的に照らして対社会的 lζ 公開する行

事として，朝円新聞社後援のもとに同社講堂で午後 5 11寺

45分から開会した。入場者は往復はがきによるすi 前I j l 込

のみで拙せんによる定員数だけである から， 定刻 lζ はほ

ぼ満員状態となった。

司会者には藤田副委員長が当り， 1一1'*建築家協会坂倉

会長の「開会のととば」にはじまり ，菊竹，高 山E 棚橋

の各議日IPがそれぞれの専門について，抱負，l f [ 信を広く

社会! r . 訴える有佳な講演であ ったので聴者1 1 : 多大の感銘

を与えた。

講演につづいて，治水建設 KK 製作提供の「国立屋内

総合競技場建設技術記録」 と大成建設 KK 製作提供の「

栄光のメインスタジアム」を映写 し，オリンピッ ク東京
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大会のための競技施設の建設! と際しての姶築人の苦心を

詳細に画面を通じて，理解せしめるのに役立ったと恩

つ。

最後に全日本建築士会竹内会長が「閉会の乙 とぱJ で

前後 4 日に亘る全行事を終了したととを述べられ，無事

閉会した。

国際ス ポーツ施設展

u.  1. A.  ( 国際建築家連盟) のスポーツ施設委員会の

決定にもとづいて，オリンピック関1m地ごItt す乙とにな

ったと の展覧会は策京大会をW; 1回として，今後も開催

される乙とになる。したが って，日本ユネス コ園内委員

を迎じて，政府が径授の一部を補助する約束をしてい

るものではあるが. U. 1. A  日本支部である口木建築家

協会が加盟問 lζ 呼 び か けて，結局オリンピ ック既開催

国，次回のメキシコなど22 ヵ国からと わが国も加わ り，

290点の出品をえたので，朝日新聞社後援の もとに 10月

25 日- 1 1月 4 日まで国立屋内総合競技場本館水泳場スタ

ンド上部回廊を会場! こあ てて展隠したのである 。

開会式は25 口( 日) 午前101l年から，展覧会入口で行な

われたが，安田委員が司会を務め ，村田展覧会委員長の

「開会の ζ とばJ ! L はじまり ，日本建築家協会坂倉会長

の挨拶，文部大臣祝時( 清水管理局長代読) . オ リンピ

ック東京大会組織委員会与謝野事務総長の祝辞. U. 1. A.  

会長，事務局長，スポーツ施設委員長の祝電披露がつづ

き，三笠宮殿下のおん手によって紅白のテープは切られ

て式 を閉じ，来 賓 が場内 ｾｦ ｬＮののち長蛇の列で開 場を待

つ人 を々入場させた。会期中 !ζ 飛び石述休もあ って，来

観者は述日予期以上の盛況ぷりで，招待を合めて約 7 万

1 干名にのぼった。

外 国建築家の参加!

乙の白木建築祭は，当初か ら国内集会として 催す計画

ではあったが，オ リン ピックを機会lζ 来日の外国建築家

lζ 参加勧誘状を世界83団体におくった。いろいろの経せ

もあっ て結局来日参加されたものはつぎの 6 ヵ国48名と

なった。

中華民国 11 名，アメリカ 22名，カナ夕、 4 名，イギリス

8 f ; ，インド 1 1'，. オーストラリヤ 2 名。

もちろん，大会，懇親会には全員参加して国際建築社

会聞の相互理解を深めた。 11月 3 日は正午か ら午後 2 時

まで高輪プ リンスホテノレで歓迎ノ f ーティを開催，主客と

も53:?" が出席して和かな交歓を行なっ た。

P R事業 とその効果

日本建築祭の目的の一つには，建築活動 lζ 対する社

の認、識を高める乙とにあったので，計画i全体にその点IC
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ついて注怠を払った。直接PR ' ] . j : 業については，ジ ャー ナ

リズムが若手であったと とは，彼らが采 ってくる ような

素材を欠いたと とにある乙とを自認し得な かっ た。

o. ポスター

8 月上句 会員対録 ｉ ｉＺｾ 加 勧誘のスポンサ ー っ き のポスタ ー (図m

光藤俊夫君) を主側団体， 地域図体を通じて全国的I l : 配布 した。

10月中旬対社会的効果をねらって . 1( 1 倉雄策氏11:図Z誌を依頼したポ

スタ ー 1，8∞ 枚を強築関係職場を含んで広 <ru築界外の 耳目にふれ

る各方面へ配布した。

b. 新聞 ・雑誌

専門紙はときど主報道したが， 一般紙はその性杭上至般が予組 され

たので 2 行事11: 対して 朝 日新聞社の後援を依頼する消極策をとった。

しかし， 会期切迫につれて， 広告業社と新聞社とがタイアツ 7 で，

日経には11月2 日および 4 円付11 : 一面広告として日本ru築祭の 恕 滋を

高揚した一文を掲織した。

c. テレビ

11月2 日午後 9 時の N H Kニユ ースには大会の模様を栂当詳細に紹

介報道している。

0 感 謝 と お 詫 び

第 1 回白木建築祭が予定どおり一応の成功を収めて盛

大lζ 行なえた乙とは，文部省，厚生省，通商産業省，労

働省，建設省，科学技術庁，東京都，首都高速道路公団

日本ユネ スコ国内委員会，オリンピック東京大会組織委

員会，東京商工会議所，朝日新聞社の後援と関係団体の

協行ならびに業者，顧問，参与にお願いし陰に阪にご支

援下さったことによると乙ろ と深く感謝している。

その他に 行事の遂行を扶けられた東京高官オリンピ γ

ク準備局，同立競技場，清水建設，大成建設，大林組，

熊谷祖，早大型J l 工学路，講演省，司会者がまた総合カタ

ログ刊行に協H掲，1まされた建材設備関係各社，その他 lこ

事業を援助されたものに ，日本建設材料協会，日本建材

協会，日本科学防火協会，寿商庖，新建築社，技報堂，

日大芸術学科などがあり，アトラクシ ョンの提供または

ご協力下された各{ まなとのど支援によった乙とは申すま

でもない乙とである 。

主催団体臼体 としては， 地域組織をはじめそれらの所

属会員各位のこーith7J を深謝申上げたい。

また，会員の方々に対しては，参加申込j切|吸を過ぎ，

オリンピ ック切迫に伴い参加申込みが激i曽したため，準

備品のIljlJ 吸や，消防署の指示，見学先の自f5合などで相当

多数の方々のお rt 込みに添い切れずお断りした乙とにつ

いてま ζ とに申しわけなく思っており，事情をど推察の

うえど容赦願う次第である。

なお，終り lζ ，長j切に亘り乙の事業 IC献身された実行

委員各伎 と各会事務局員の非常ーな努力に対して，乙の欄

をかりで心から深甚なる謝怠を表するものである。



会 報 (12 月 分)

理 事
. 6.  

3 玄

10日 3 1時一 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者 東畑会長，塚本鷲f I T : 両副会長外

5 琵l' j ] : ，山内兵I芯支部長，稲垣監

事

議 事 ( 1  ) 企画委員会より報告の件

( 2 ) 建築団体合同新年交礼会開nr の件

( 3  ) 新作午餐会開flt の件

(  4 )  i 講演と映画の会」後授の件

( 5 ) 事務局職員下j切: n : 守支給の件

( 6 ) 入退会者承認の件

( 7 ) 報告事項

企 画 委 員 会 |

10日 2 時一 3 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 啄 木 委 員 長 外 8 委員

議 事 ( 1  ) 経過報告

( 2  ) 理事会えiJ l 出の報告書案! 会J .tの件

住 宅 委 員 会 l

委 員 会

2 日 5 時半ー 7 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 海上福永正副委員長外 18歪員

議 事 ( 1)  i老朽アパー トの雑排水位内部! こ付行す

るスケー J レの排除」に関する報告聴収

( 2 ) 各小委員会の状況報告

( 3  ) その也

小委員会 ( 住宅相談所)

2 日 5  n寺- 5 1時 半 於 会 館 会 議 宅

出 席 者 黒 谷 主査外 2 委員

住宅相談所の開設方針について協議

小委員会 ( 見学会)

2 日 5 時- 5 時 半 於 会 館Ji 会き

出席者小林( 清) 主査外 4 委員

H 形鋼使用 7 1桁えt アパート の見学について協議

見
"'" 十

£与

士Z ミ

12日 1 時- 5 時

/l.'， ｲＮｾｲ［省海 上 委員長外 Ｕ 委員

その他参加者 6 名

八幡製鉄 K.K i ! ; l 供の 7 イクロパスで堺市金岡の現地lζ

赴き，八幡製鉄村上氏， 日本プレス ・コン クリ ート工業

(宇野氏の説明によって H 形制使用の 7 階建アパートの

建設状況を見学，

| 編 集 委 員 会 |

委 員 会

11 日 4 時- 5 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 生方委員外 2 委員

議 事 ( 1  ) 経過報告

( イ〕正月 「尾崎久助特集」号

( ロ) 2 月「委員会持集」号

(ハ) 3 月「工事男IJ 建築材料集成( 下) J  15-

( 2 )  4 月「内部空間特集」号企画審議

( 3 ) 技術の頁の企画に ついて

( 4  ) 職人シリ ーズの企画について

( 5 )  5 月号の企画と 幹事について

( 6  ) 作品作風欄について

( 7 ) 今後のシリーズ物について

( 8 ) 投稿原稿の取扱いについて

7 " 口rv'7 ｾｊ Ｑ￯ ￬ｫ 塗料Ｏ
. 巴ニール- t 1" シト・ぺイシト

＿ｾＮｏ 句勺今ｾ，，｟

ＷＱ りよ＿セ ＱＲＺｾ 惨水谷ペイント
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小 委 員 会 ( 表 紙 デ ザイン )

14日 11 時半- 2 時 於 会 館 会 議 室

出席者ー 西尾委旦外 2 委員

正月 号以降の表紙デザインについて協議

小委員会 (委員会特集〉

8 日 正午- 2 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 星 野，山本，松村各委員

原稿の督促，作業工程等 tr ついて打合せ

小委員会 (忘年懇親会)

11日 5 時半- 8 1時 半 於太閤|週

出 席 者 平 田 主 査 外 11委員

忘年懇親会の実施計画により予行作業

小委員会 (忘年懇親会分科)

14日 正午- 3 時 於 会 館 集 会室

出 席 者 尾 む 主 査 外 3 委員

受付 ，景品係の作業について協議打合せ

左官工事講習会打合会

10日 正午- 3 時 於 会 館 会 議 宅

出席者谷口，山間同講師

岡山 ，広品におけ る左官工事総習会開 !iia並に左官工法

指針改訂 Ir 関して打合せ

出 版 委 員 会 |

給排水衛生工事編集幹事会

14日 5 1時半- 8 11与 於会館会議室

出席者 田中委員長，谷川宮宵両幹事

原悩の調整と出版工程について協議

絹

酔

射

罪

-
s

製

造

販

売

器風通

で

式

日

光

ピ

ー

領
内

酌ｉｴｩＢＢＢｅ迫容 ｾｖｾ 司事

f; S  

大阪市西区江戸堀下過去79

田辺工業株式会社

慢 話 仁 佐縮 刷7437 - 9  

会 員 忘 年 懇 親 会 |  

18日 6  H寺- 8 時 於太閤図

恒例により会員有志より多大の賛助後援を受けて盛大

に閲Hto ; 1 ; : 年は寄贈景品が非常に多数 lζ 上 って約半数の

人 lζ 抽鍛の景品が当った。余興も盛り沢山で，和歌山，

京郎，兵1 i f 1 ' の各支部からも例年のよ うに多数の出席者が

あり盛会を極めた。当日の出席者520:g，。

後 援 し た 会 l

p 講演と映画の会」

1  主 位 近代建築社

1. と き 12月 ? 日午後 61時より

1  と乙ろ 中央短気クラブ

"111111 111 11 111111111 1111111111 1111111111111 111111111111111101111111111 1' 1111・11111 111111 11111111 1111111111 11111

編 集 後 記

本会における委員会は ，yj i K も記したように， 常設と特別の委員会が

あるが ， 今回は ， 常設の妥貝会ＨｴＮ こ だし災 ｉｄｾ 貝会をのぞくＩの活動報

告なり抱負なりを紹介したものである。特別委員会 としての近代建築淵

査察貝会は， 本号をもって終るので総目録を付して， 解散の E とばをm

録したもの。長い間三面をかぎって いただいてありがたく幻如し ます。

まに ， それぞれの安員長にもと協力を たまわ り感謝します。

IX号は，工司I別G ! 築材料集成( 下) である。

11111 11 111111111111111111111111111111111111111111111 1/ 11111 11111111 11 111111 1111 111 11111111111111111111111111111 /1 1  

。}民不然林を!

宇 部 波 型 ス レ ー ト

宇部 フレ キジブルボー ド

宇 部 パ ーライトボー ド

宇 部 カ ラ ー ス レ ー ト

Gつ

大阪市旭区大宮町 1の 1 0  1  大阪 (951 ) 5594 ・9165 ・4271 - 3  

本 社 宇部l 営業所 宇 部・広島・名古屋・東京・福岡 出張所 熊 本 小 倉・問 ll l' 姫路・滋賀・m昌・富 士 初1f，1原・小山・高 崎.tJi i幻

52 



大島低学ω'tI，}・くτっ" んを

Elibli己下仇

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

屋根浪板

谷樋にｾ

カ

婿覇鞠ぉ

ヌカイライト・ベンチレーター

ヌチー JI"サ・ν シュ・ドアー

スチールシャ ' Yター・オペレーター'

何 回中工業株式会世大阪出張所

大阪出張所兵 Ｇ ｩ ｉｬ ｙ［ ｾ 尼崎市南竹谷町 Ｒ - 8 9  T  E  L 大 阪(411均34 1(代 表) (411) 6342 

小 倉 工 場 価 問 叫小 倉 市 時 紙 上 回 耐37

泌 回 3 - 43  T  E  L 川 崎 ② i掛 - 5

設閉すt盤2 2空ま悲鳴?謀在宮東L白玉弘;世(株) 1  2  t 草稿 g f;2 ・ 0515

県 米ーF 市 祇 園 町 2 - 93 ・古 田 工 務 自 T E L 米 子 @ 4683  

田中式

大

阪

市

北

区

真

砂

町

五

番

地

電

医

大

阪

(

三

四

一

)

ニ

O

七

t

八

・

四

八

三

六

I

七

信 用 あ る 技 術 と 伝 統 の

套歪欠慌商庖

Ｗ｝ 【 ＷＷＱｾ ト

z  
専 業 大 庖



一 Ｍ ｴ Ｇ ｾｩ 命父は指名の場合Ｈ立本州 Ｚ ｜ Ii. ごf:iI ｊ ｦｊ の 惚お ｬｾｲ ￭ｃ、王女します ーー ー

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

田 高 砂
妻拘

ｾ＠

-← 

本 社 東京都千代国区神悶駿河台 4 丁目 2 番I也

大阪支広 大阪市北区梅田 8 番地 ( 新阪急ビル 8 階)

電 話 大 阪 (312) 4  5  2  1  ( 代表)

議悲喜 : 22 設計施工

去五 大 阪 城 口研 究 所

代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 間r - . 1包括大阪町1) 局7575 ( 代表)

京都市東山区大和大路正面上ル電話京矧56) 局4945 ( 代表)

神戸市生回区下 山手通六/ ー ・包括神戸(4)局 5 8  9  2  

水道・衛生 ・暖冷房・其他管工事

設 計 並 旋 工

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支底

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 (443) 5  0  4  1  - 5 番

本 庖 東 京 都 中 央 区 新 冨 岡T 3 丁目 5 番地( 菊栄ヒ、ノレ)

電 話 ( 551) 7  4  5  0  - 9 番

札脱営業所 札脱市南十長西十三丁目九六回 世 話 札 幌@ 2 9  5  9  

金沢営藁所 金 沢 市 高 岡 町 ニ 五 電 話 金 沢 @2  0 7 4  

稲井山梨所 福 井 市 域 之 縞 下 町 一 o 111 JI i 稲井Q ) 2 4 3 6

高松出強所 高 松 市 二 世 丁 九 屯 話 高 松 (2) 5 1 9 5

出j 山出張所 岡山市大供松ノ木三八O ノー 電 話 1岡 山 ぬ 5 4  8  6  

冷 1If: 房 、， 金 属 製 建 具

制 F水、衛生水道 I I  環 境 衛 生 施 設

電 気ー-=、 荷 役 運 搬 機 械

7 一一一、「 化 学 鉱山 機 械

三 機 工 業 22大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 樋 口 勝 栄

大 阪 市 東 区 北 浜 2 T 目 2 2 番 地 電 館 大阪 ( 202) 代 表3071

本 宿 東 京 都 千 代 田 区 宥 栄 町 1 T 目 10番 地

支 l苫 出 張 所 名 古 屋 、 縮 問 、 札 幌 、 広 島 、 仙 台 、

富 山 、 金 沢 、 静 岡 、 高松、

エ 場 鶴 見 、 相 縦 、 六郷、 高 槻 、中 山 、 古 賀

給 ・排水 ・衛生 ・消火 ・暖冷房設備

22 西原衛生工業所大阪信

大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11 電話大阪⑮ 3531番

2  

づり¥Ｂ ｉ Ｎ Ｇ Ｎ ｊ 利淡町、 ｴ 千卜 ｛ｲ パ ［ｪｾｩ 俄
ｉｾ ｴ ｺ＠ 11 1 ・製 作 ・他 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 |メ ':' : };，I
i  

jJ i; j凶 1 - 2  5  ( 新大ピ J レ)

1正 ぷ 大 | 坂 (341) 8  3  5  6  

l '  !-I 点以問中央 ｉｾｾ 11 1，t.rHQj l l l f 4  - 2(  :， )1・第二別館)

支 j百 点 必 ず 1
1，W m ｴ［ｬ ｾ 所九州

1' ， J品 埼 玉 県 北 足 立 郡 ・東 京 都 足 立 区

電気 . 1I}l 冷房 ー

計施工
水 道 ・ 衛 生 成

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

Ｈｉｦｬ 社名株式会社 ｫ 阪 ｾｴｴ 公Ａ隔会大阪暖房 商会Ｉ

取締役社長 菅 谷 三 郎

本 応 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1- 60 ｾｉｉ 話 ＨＴ ＴＱ ＩＸＲＳ Ｑ 大代

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 稲 岡

出 ｾｮ 所京都 ・ 神 戸 ・岡山・高松・広 ｬＺｨ ・熊本

札幌・ flli fi ' 新 潟 ・?::; 山・ 金沢・稲舟

創 業

大正二年

暖冷房・換気 ・空気調和

病院諸機械・給排水 ・衛生

芸誌斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7  6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 阪 后 大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 大 同 ビ ル 714号

電 話 大 阪 (443) 3  3  6  1  - 5  

札 幌 庖 札幌市北四条西16丁目 l 番地高田酌ヒル二階

電 話 札 幌 ② 0 0 10 ・0 9 5 6 ・@4 6 6 1

名 古 屋 庖 名古屋市中区南大津通一丁目千代田ビノレ522号

電 話 中 局 ⑫ 1 7 6 6 ⑫ 3  0  4  2  

須 賀 工 業 株 式 会 社

空 気 調 和 衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 14 電話 441- 5171

支 庖 ー 東 京 ・大 阪 ・名古屋・京都 ・神 戸 ・福岡

株式

会社

空気調和装置・塗装設備

設 計 施 工

建 材 社

大 阪 支 庖

大 阪 市北 区 中 ノ 島 二 丁 目 ( 新 朝 日 ピ ル 5 階 )

電 話 大 阪 ⑧ 3 7  2  1  ( 代)

本 社 及 東 京 支 I苫 東 京 都 中 央 区 銀 座 西 6 丁 目 3

( 車四日ピ J レ 8 ｾ皆Ｉ
営 換 所 名 古 屋 市 中 区 菅 原 町 2 丁 目

( セ ン タ ー ビ ル )

連 絡 所 。広 島 . 北 陸



一 一 特 命 又 l. i 指 名 の 場 合 は 本欄 をご 利用 の 穏 お 願 t 、数し ま す 一一

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 代表 (341) 7  0  3  1  

東京都千代間区小川町 2T tJ l 桧 ピ ル 代 表( 初1)7751- 3  

福 岡 市 大 名 1 丁目 8 /  12 (74) 1  1  5  8  

名古屋市中区新栄町 2 丁目 1 (95)  6  3  3  1  

稲列二市西宝永町 2 丁目 1 1 3 ( 2) 1 5 9 6  

松 江 市 東 本 町 4 丁目 147 ( 2 ) 5 0 9 8  

広 島 市 紙 屋 町 8 (21)  4  5  3  7  

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 潰 境 衛 生 施 設

設 計 施 工 株式会社

本

支

キ土

庄

出張所

社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 娼 l 丁目 62 電 話 (443) 代 表 8161- 9  

出張所東京都北区上ト条 l 丁目 10 屯 鉱 (911)  3  9  4  1  

名古 屋ｔｬｩ ｱ ｾ 村 区 牧野町 ｬ 町 Ｖ 電 話 (54)  0  9  6  6  

神戸市生則区北長狭通 7 丁目 l の l 屯at ( 4)  1778. 4386 

広 島 市 中 町 2幡 地 の 4 電 話 (2) 7575 . 7588 

A

Q

一

A
式業 株工回山

暖 生

置

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

業 社

大阪市東淀川区1m島町357 電話仰'2271- 9 ( 代)

東京 支社 東京都港区芝浜松 町2- 71ll (434)  617l (大代置)

支 庖 北海道 ・仙台 ・名古屋 ・広島 ・福岡

工日朝
式

社

株

会

φ  

l農 冷 房 ・水 道 術 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取締役ネ|長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二丁目ー務地

電 話 大 阪 ⑪ 3 3 9 1 - 5 務

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 務 地

主電 話ー (351)  2  1  7  7  ｾ＠ 8  務

神戸市生。同区下山 手通八丁目三jII Hi ! m元日II ①3035貯

仙 台 市 東 四 骨 丁 凶 五 1" 蹄 ② 513 6酔

A

Q

Z

 

株式会社

庖

本

支

神戸出損所

仙台出強所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

I  ( 代表 ) 0977

大 阪 i lJ 北 区 宮 |王I IIIS 30 ｾ同大阪⑩ ｩ ｯｭｾＹ ・ ＰＹＷＰ
本 主| 東京都千代田区丸ノ内3- 2( 新東京ヒル)

G 話 (211) 85 11 ・8 5 6 1 ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 III J 6  0  

1屯 話 7 3  3  2  

名 古 屋 ilT * 区 京 門 前 IIIJ 3  - 6  

笛 話 ③ 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

［ ［ ｾ＠ Iff l  iIJ 'i I  ［［ｾ区ｼ山 ｪ 持 ｉｉｉｊ 通リ ｾ､ｪ 小 ｙｘ 上ノレ
' 心活@( 代表 )7975 ・( 夜間荷lJ.H) 5532 

大阪市北区天満柿筋1-37(天満稿北詰)

屯 話 ⑮ 8 8  2  9  

凶日Tl Ti 打浜日 !凶末jム111] 包括ー7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 電 話; 3 6  1 0  

!4f 繁JI !  代子2取締役

⑨ 

ネ土本

大 阪 営 業 所
仙 台 支 出

四日市営業所

津 営 業 所

名古屋出張所

空 気 調 和 設 備

計 施

衛 生

設

給 水

。 暖 冷 房 空 気 調 和 環 境 衛 生 工 事 一 切

、""" 設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 万 才 阿 50

大阪事蝶本部 電 話 大代表 (312) 8 、6 7  1  

東京$ 業本部 2323部711A号d 品九13

名 古 屋 市 中 区 域 代 田T 7  

電 話 (23) 4 6 9 0 ・ 3 5  2  0  

京 滋 、 下 関 、 新 潟 、 金 沢

社

A

Q

冨

工

業 株 式工山平

平

大 阪 市 凶 区 江 戸 堀 2 丁 目 2 番 地

電 話 大 阪 (441)代 1 9  9  4  (443) 代 0 3 3 1

十

口

小山平取 締 役 社 長

名古屋事業本音S

各 事 業 部

温 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

鋼 機 株 式 会 社

大阪市東区高E官級 5 - 4 5 ( 興銀ヒ、J レ別館)

電 大 阪 代 (202) 7 7 4 5 番

東 ;?-: '/';1) 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

五 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

.J.R，f:i'J11港区芝佐久間¥I lr 1 の46 ( 大同 ビノレ)

近 東 京 代 (501) 3  1  5  S 番

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

理 研

大阪営業所

本社・分室

本社・工場

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 i l 7i 4  - 7  1  

電 話 ⑮ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

東京. / i 1 ) 文京区苅 111]" 2 丁 目 1 7 務 地

電 話 (811) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

ネ土本

3  

所業営
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電 気 工 事 設 計 施 工

工 藤 電 気 株 式 会 社

取 締 役 社 長 西 村 庄 市

大 阪 市 北 区 野 I[ 向 II IS 六 ) L

I EZt ・大 阪 (313) 代表3456

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十二

'[ (;i 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

営 業 所 名 古 屋 ・神戸 ・岡山 ・広島 ・北 九 州

電 気 工 事 ・ 酎 装 工 事

設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 社

取締役社長 栗 原 信 英

大阪市北区永後IlI J 8 務地 ( 日産生命館)

電 話 大 阪 @ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 、 東 京 ・ 名 古 屋

出張所 舞鶴 ・広島 ・八幡 ・福岡 ・富山

空 調 衛 生 設 備 用 各 位 自 動 制 御 盤

監 視 盤 ・グ ラ フ ィ γ ク 盤 ・指 示 計 器 盤

端 子 盤 ・高 低 圧 受 配 電 盤 ・ 分 電 盤

各 企fi フ ロ ー ト ス イ y チ ・其 の 他

各 陸 自 動 装 置 用 電 気 機 器 設 計 製 作
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乙

川業営

占

甲

小東

出 リ長 Ni

電 気 工 事 ・設 計・ 施 工
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大 阪 市 西 区 土 1主婦 辿 り 凶 丁 目 八 番 1也
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設計⑥
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東 京 都 品 川 区 北‘品 川 2 - 1  3河

電 話 ( 491) 5  6  4  9 ・ 3 8  6  0  

本

大 阪 営 業 所

ネ土本

場

5  

エ

名古 'jl 話・業所

嬬 l品l 営 藁 所



. 樹 指 防 水 ゴ ー レ ヂ ン

・ 樹 脂 肪 水 ゴ ー レ y クス

. 化粧 壁 材 ソリ ジ ッ トスタ イ ン 吹 付

. 樹 H旨砂 壁 エ パ ー サ ン ド吹 付

大阪市東住吉区桑津町 3 丁目 59

電 話 大 阪 ( 718) 1292- 6  

和 歌 山 市 新 胤 6 丁 目 13

包 括 和 歌 山 (2)0298 ・9435

宇土

出 張 所

本

東邦商会

氾(791 )代7814- 6  

7包広μ (51 ) 4967 

市東京(491) 9698 

本 社

・大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 

営業所

代 理J苫 広ω市上ヒ治 山本町 1 1  8  0  

東京都品川区 東大崎 3 の239

ナニワ媛匂 ｾＲｩｩ

扇 ilc 浸 入 剥 落 防 止

耐 震 耐 風

安 定 軽量

素晴らしい花格子グ

三 次 立 体 )J日工 の 決 定 諜

.."ヲミJマ四

-・" 11

1 "・. 1

璽覇軍国j

の 新 建 材

プ リ ン ト 合 板

ピ 弔 オ 〉

ビ ニ ラ イ ト

11 Z "J.. 今叩 J.i

美 濃 ， 、 本 "

九 銭 采 . # 議

強 力 合 成 接 漕 剤

7. . /1-・ q.. -r::..

ナ

ワ

瓦

株;

式

..0除

: z: l " 

本土

4 bn  

大

阪

市

川

限

必

区

一
花

町

一

丁

目

直

一

包

括

側

妻

且

局安・，f.f，互'e: rt 営

1"/4- [-9- ・?シポヅJ

株 式 会 社

三 幸 商 曾

大 阪 市 北 区 与 カ 町 一 ノ ー 0

電 話 大 阪 ⑮ 4 0 3 2  

.⑩ 

¥ 

Standard 

フ タ ノ て 黒 版

耐 酸 tソ ポ 各 種 f市首¥ J 10=弓

天窓瓦福林産地直売 ｲＱｾ Ｉ 述嵩言ｾ

建築殉霊協¥1 同

25吉田芳確商庖 仁/

rJJLf( ztぷふ主 ac <<;;CO) 

⑪ 滋 111淳窯業商庖

6  



広
.l:I:. 

c  目

ア k k朝日工業社… … … ・・・… ー 3

浅海屯気k k …・…・…. . . ・ a ・....… 4

インシナー工業k k ....一中挟 ・ 5

泉石綿工業kk ・・……・・……一 11

岩住サッシ k k .... .. .... . ・…・・ 16

岩元工業k k ...................・ H ・.12

k k A B C商会. . . … .. .・ H ・.. . 中挟

k k栄輿商会一. . . . . . ……- … 3

永和工業k k … . . . 一…・・・前付

オリエ ン タ 川 タ ル 担 造kk..... . . . . 前付

小俣シャッター工業k k … ぃ本文

大阪機工k k .. . . . . .…. . . . . . . . . . . . .  8  

k k大阪城ロ研究所・・… ・… … 2

大阪耐酸工業所・ ・・ -・ " ""12

大阪電気暖房k k . . …. . . …. .  2  

大島応用化学工業k k . . . . . . .… l  

鳳工業k k . …. . . . . . . . . . . . . . . . . . 前付

k k奥村重兵衛商庖 ・…・・・本文

奥山化工業k k …・・ ・…...・ H ・" '15

カ 柏原涯背k k .......… ・…・… ・・前 付

k k川岸窯業… … … … … … … ・・ 6

川 口ゴム工業k k ……田 … … 一前付

関西媛房工業k k .… ……・・・・… ' 13

関西ペイント k k … … … ・・- 前付

関西三星タイ J レ会……. . . 前付

近総工業kk. … . ...・ H ・- …・・前付

クマガイ工業k k …・…・……・前付・

工藤電気k k ・・…… …. . ... . . …. . 4  

k k久保商庖 … … . .. ... … ・・.... 1  

栗原工業kk. … - … … … . . 4  

k k建材社ー. . …  …- ・・・…・ ・・2

k k ゴー ノレ・. . . … . . . …… … 'IJIJ 付

江東電気k k . . 一……・… ・…… 4

合同特許建材工業k k …. . . ・・・ 6

k k神戸製鋼所・ … ……. . . . . 前付

サ 斎久工業kk ................・ H ・.... 2  

k k斎藤省三商庖… … … … … . . 2  

三栄建材工業k k ..… …" . . . . 前付

次 ( 附民) 建 築 と 社 会 昭 和40年 Vol. 46 No. 2 

三機工業kk . 一……・…" . . " . . . . 2  

k k三幸商会 … … … … … … 田・・ 一6

kk三晃商会 ・… … … ・ー …ー一 3

kk三興社 一 .......・...・...・..... 5  

三宝電機k k .. ・・ … ・…・一. 4  

敷島金物k k … ・・ ・…… …・前付

新鋼建設工業k k ........ .......... 5  

k k 新興建材工業所 ...・ H ・- …… 14

須賀工業k k ・・・………・・ ・ー・… 2  

k k鈴木シ ヤタア 商会 " " " " " " 12

住友金属工業k k .. .... ......... 表 2

タ ダイケンサッシ kk " " " " " " ' ' ' 16 

田島応用化工k k ・・………・ ・・表 4

田中工業k k ……・・………ぃ…ー l

k k問中風呂製作所 …  " " "11 

田辺工業k k .......... . …. . . . . 本文

耐酸化学工業k k ・・・… " " " " 11

第一企業kk. ………・……・・…・・ 3

第一工業kk . …………・・ … ・… 3

大日本硝子工業k k …. . . ・ H ・・ 13・

k k大 仏…- …・ ・・・ー・・ ・・5  

高砂熱学工業k k .……・…・・…・ 2

k k武智工務所 ・… ... ..， . . . …・本文

中央Irt 気工業k k .…. . . ・H ・.. ..... 4  

朝陽75気k k .. ... …- …・- …. . 4  

東京カ ーテンオ ール工業k k … 13

東光屯気工事k k . . . . . 一…. . . . 5  

東芝l白事k k …. . . .・H ・...・ H ・-本文

京邦商会… ・ ・・・・ . . . . … …. .  6  

東洋キャリア工業k k . . . …. . . .  2  

東洋シャッタ - k k ぃ・ ー" " 10

東洋陶器k k ......・ H ・...・ H ・. . . . 前付

東洋リノリュ ームk k … … ・・ ・前付

ナ ナニワ瓦k k ・・ ・・・・……………… 6

内外建材k k ・H ・H ・..". ，. " " い ー12

内外工業k k . . . . . . . . . …. . . 一 "13

k k内外写真- ・・・・・… ………・ 5

中本電気k k ・・ H ・H ・... … … … … 4

浪速合板k k ……. . . . ・H ・.. ..・ H ・' 6

k kニッ カナ・… … . ... .. . ... . 前付

日本エレベータ工業kk . …. . . 5  

日本管工業k k ぃ……・・……・… 3

日本鋼管kk . . . . . . . . .… ・…・・前付

日本サッシ協会関西支部・前付

k k 日本シ ャッター製作所… 表 3

k k 日本セメント

防水剤 製 造 所 … - 表 3

日本氾池k k … … ・… … … ・… 前付

日本ドアーチエ γ ク製造kk…・…・前付

日本熱学工業k k ............... ... 3  

日本ペイント k k ...... .. ・- 本文

日源化学工業k k ..... ・H ・. ... . 前付

西日本アスファ ノレ卜

事業協同組合… .. 9  

k ki凶原術生工業所 …- ……・・ 2

ハ k k林塗装庖…・・… ー… … …・・… 5

k k 目立製作所 …・・……・・… 表 4

k k美素工業所- ……. . . ・…本文

美素建物管理k k … … … ・… 本文

k k平川|鉄工所…・…. . . . ・ H ・. . . 前付

k k平田タイノレ・・・・・・・ ・- … … 11 

平山工業k k …. . . . ..... .・.. . . . .… 3

フタパ黒板 …. . . ・. . . . … ・・… 6  

富国交易k k .…...・ a ・. . …・・…・前付

富士電業k k …………・……・・ 5

マ k k三高製作所… ・……・・… " " 10

三ツA ベJ レト k k … … ・・・.. .. 本文

水谷ペイント kk .… …・…・… 本 文

室谷商事k k ..一 ー・ー・・ … … … 15

森井fG業k k . . . ……・・ … ……. . 4  

ヤ k kヤ才ト 沼気商会 ... . . . . . . . .… 4

八千代m設工業k k .. …...・ H ・.. 5  

山田工業k k ……・・. . . . .. .. . . … ・3

k k山本建材社一. .... . . . . ・. . . . . 前付

山本窯業化工k k … ・・・・…本文

k k油脂化工社・… ............ 表 3

k k吉田芳雄商庖 ー…・・・……・・ 6  

吉野石膏k k .… … … …・…ー . 8

ラ 理研鋼機kk …・………… ・・… . 3

7  
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新 し い 時 代 の

燃 え な い 建 築 資 材

( カタログi 1 ! l 呈)



f可 よ り も 安 ' L' で き る

強 力

司 ｦＧｬｾ

l ω 
年 ｾｒ＠ f士 様

~アヌタィrf.

地 区

近

首邑

J順

不問

東

海

ヰヒ

陸

中

国

酉

国

九

同4

西 ア ス . 63改 訂

凶f申ぴ率が極めて大き L 、。下地の亀裂や動きに順応する。

・柔軟で折りたもんでも丸めても損傷せず、裂けにくく、ねばりがあって、相当温度カr 下

ってもこの性質がかわらない。

. 腐 H ない 0

. 施工後変質や変形のおそれがなく長期間の防水効果を保N . ーする。

組
メ回合、

n  名 住 戸斤 1屯 宮古

( 株 ) 久 1; 長 商 1占 大 阪 市 北 区n 砂 町 5 大 阪 (341) 0207- 8 ・4836- 7  

( 株 ) 木 下 諮 三 揃 1;5 大 阪 市 西 区 江戸 槻 5 ノ 5 大 阪 ( 443) 0115 - 8  

( 株 ) ・ 弁 上 t争 失 商 J占 大 阪 市 西 区 江 戸 柄 下 通 1 ノ 7 大 阪 (441) 8531 - 5  

( 株 ) 大 痢1 商 会 大 阪 市 街 区 防 総 町 4 帯 T 73 大 阪 (631) 6221- 4  

内 外 工 業 株 式 会 社 大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 ノ51 大 阪 (641 ) 3434  - 6  

旭 化 強 工 業 株 式 会 社 大 阪 市 北 区 茶 屋 町38 大 阪 (371) 6555- 7  

日本 ｩｊ ｍｾＱ 工業Ｈ株Ｉ大阪支 ｲｊｩ 大阪市北区1 ; ' ; rJ11"T40 大 阪 ( 361) 5496- 8  

石 井 建 材 有 限 会 社 神 戸 市 兵 庫 区 旋 回 町 1 丁 目 神 戸 ( 55) 2140 ・2697

( 株 ) 中 出 商 会
神戸市兵1 i I i 区 上 沢 通 6 / 9  神 戸 ( 55) 4630 ・4650

( 株 ) タ テ パ ヤ シ 断 広
京 都 市 下 京 区 凶 条 大 詰ー南入学・校前 京 都 ( 81 ) 0871 - 2  

回 品 応 用 化 工 ( 株 ) 大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 京 町 掘 1 ノ74
大 阪 ( 441 ) 5951  代 表

岡 田 主 主 材 株 式 。会 社 名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3 ノ 8 名 古 屋 (57 ) 7461- 3  

( 株 ) 名 主主 閉 会 名 古 屋 市 中 区 ':u.出 町41 ノ 2 名 古 座 ( 26) 3671 - 3  

高 純 建 材 応 名 古 屋 市 中 区 材 木 町 1 ノ12
名 古 屋 ( 23 ) 3295 

日 東 物 産 株 式 会 社 名 古 屋 市 中 区 東 瓦 町39 名 古 屋 (26) 2501代 表

北 川 総 ぽ 工 業 株 式 会 社
金 沢 市 西 側 町 8

金 沢 ( 41 ) 1131- 5  

北 川 桜 町 工 業 ( 株 ) 富 山 出 狼 所
富 山 市 奥 町 新 町23

富 山 ( 2 ) 2218 ( 3  )  1014 

北 川 概"t ! J 工 業 ( 株 ) 稲 井 出 版 所
稲 井 市 大 和 町 404

禰 弁 ( 3 ) 1134 

( 株) 小 ぬ 工 務 Ilf
おi l河 市 大;坪 旭 IWf 2 丁 目 32 ノ 1 ＿ｾｾ＠ 1I可( 3  )  2463 

育 弘 寝 泊 ! M 株 式 会 社 広 品 市 鉄 鈎PITl 08
広 ぬ ( 21 ) 2281 - 7  

' > - 1 ' 盛建材( 株) 1羽山，: ; : ; 議所 flf. J 山市E I l 町 1 丁 目 10番 12号 ! 向 山 ( 23) 8285- 7  

( 有 ) 小 里 子 持 iui 1占 岡 山 市 内 山 下30 ノ10 間 山 ( 22) 4272 

( 株 ) 浜 応I E量 尚 1Ji ｉｾｩ 江市吉和町新浜
尾 道 2760 

Ｈ株Ｉ浜ｊｪ ［ｩｾ 尚ｉＮￏ￯防府支出 防 府 市 大 林 寺
防 府 ( 2 )  3611 

古 市 断 熱 仁 業 株 式 会 社 己1，松市'i¥" 脇 町960 高 松 ( 3 )  5034  

正 和 尚 zJJ 株 式 会 社 必 山 市 1 帯ドIT21 松 山 ( 2 ) 8161- 5  

￬ｾｲ 盛Ａ｡Ａ材Ｈ株Ｉ稲 ｬ 湖Ｇ， ｱ Ｎ ，［健所 格11河 市 万 行 寺nifl"Tl 4 福 |出;J ( 2  )  5566- 8  

ZS 稲 工 業 株 式 会 社 政 崎 市 大 柄J IIfl 38 長 崎 ( 4 ) 1726 

高稲」 二 業Ｈ株Ｉ北九 ｾＧｉ ・ＡＧｩ｟ＺｬＧ業所 北 九 州 市 小 企 区 熊 本 町 同 志 泊 リ 'J 、 1:t ( 53)  6337 

石 紫 産 業 株 式 会 社 福 岡 市 那 の 1111 T 目 4 - 1 植 岡 (53 ) 5761- 2  

建設省阪建22号認可

西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 堀 ー ノ 七 四

東 京 東 京 都 干 代 印 区神 回 岩 本 町一 三 ( 回砧応用内)

名 古 屋 名 古 屋 市 西 区 桜 木 町三 ノ 八

掴 岡 福 岡 市 方 行寺 前 町一 四

広 島 広 島 市 鉄 鈎 町一 0 八

岡 山 岡 山 市 西 古 松二 九 九 ノ 五

電 話 ( 441 ) 代 表5951

'!(t!l舌 ( 866) 代 表6101

' !(t昔舌 ( 57)  6  3  6  1  

包 括 ( 2 ) 2 8 0 7  

司E話 ( 21 ) 2  2  8  1  

電 路 ( 24) 2  6  9  2  

9  



|  甲 種 、 乙 種 防 火 シ ャ ッ タ ー 製 造 施 工 l  

|  ・ 品 種 キングゴールド (特殊チタメート処11 ¥・畳鉛メツキ樹脂塗料焼付仕上 |  

|  ・スプリングシャッター ・霊盤スプリングシャッター ・手動式電動式シャッター ・特許自動・ンヤッター j  

建築業者登録番号 ( チ ) 第 5 8 0ワ号 甲種 ・乙種防火戸

g艶

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 ・ エ 場 大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町4 丁目 3 3 番 地 電 話 (代表 ) 4 ワ1- 8 3 3 1

忠 岡 工 場 大 阪 府 泉 北 郡 忠 岡 町 字 北 出 電 話 泉 大 津 ( 2 ) 4 9 6 0  

大阪歯車所 Ｈ ＹＲＸ Ｉ ‘ ＵＱＱ ・ 東 京 Ｈ ＷＷＱ Ｉ ー ＱＱＷＱ ・名古届 ｅ 少 ＶＱＱＱ ・ 京 都 ｾＶＵＹＱ ・神 戸 ＱｉＲｴＭ ＱＮＸＹ 掴問13ト引03 其町地全国主事前

オ ー ト メ ー シ ョ ン で ボ ン デ ー 並 び に 完 全 焼 付 塗 装 に 依 る

。M旭 川 匂

{B.T. K. S)  

10 

錆 び な い ・ 三 式

ヌチＭＩｾＮＮ， ｉｹ シ・ドアー・シャッター
オペレーター・ドアーJ 、ンガー

ヌテシ・アルミサッシ・ドアー

| 主 主 三 高 製 作 所 |

本社工場



ブ ル ー フ テ ッ ク ス

ブ ル ー フ コ ー ト の 併 用 を

何れも合成ゴム、合成樹脂系のエマル ジョンで簡

単に施工が出来完全防水の目的が果せます 。

詳細説明書送呈

居申4 2里14呂ア
守? アーJ ，、¥) パ ス 沿 伺 箱風巴 ・品、

Z スロシqィIL

tI:.J ヨz-3"

涜し台・調理台

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1

電話 (531) 1003 - 5  (541)  8731- 3  

田 中 風 呂 襲 低 成

⑮ 

イi 綿 セ メ ン ト の

最 高 水 準 を 行 く グ

アスベストパυャ

Asbest o.  Barri ev 

( l i i ! ! 質石綿板)

建物内外壁、間仕切、天井扉、包気室

発電所、配電室、製鋼、ガラス工場

の壁、製耕i 、製油製薬工場の床スカ

ー ト控などに最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 nJ I 1 の 1 1  

1屯 話 ⑩ 3 4  4  2 ・4 0 7 8  

( 呈 カタログ)

11 



鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

+  
. .6.  

ココE
商アタ鈴

ネ土

. 0.  

ヨエ式株

2 2 8 7  

4 1 5 1 - 6  

Ｇ ｾ話｀

大 阪 市 北 区 茶 民 11fT 3  3  包 話 (371)

北陸営業所 金 沢 市 長 悶 町 1 -1 9  

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 慶 根

ト内 外 式 ス カ イ ラ イ

| 特 許 内 外 式 .  

電 動 ベ ン チ レ ー タ ー . 工場 ・プラッ トホーム ・

体 育館 ・ア ーケ ー ドに 品 適

内 外 式 連 続 採 光 換 気 装 置

コンチニアスベンチレーター

屋 上強 制 換 気 装 置 の バ イ オ ニ ヤ

ご イ言 車 頁 に お こ た え で き る

行 届 い た 設 計 施 工

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

工施
ふ

l

-

吉

田設

会 社内 外 建 材 株 式

大阪市西区土佐堀鉛 町23 ( 大 阪 商 工 ビ ル ) T E  L (441  )3983・4396

工場 大阪市城 東 区 天 王 田 町 1 の 141 T  E  L  ( 9' 62) 1149 

アス ファ ノレト防 水 工 事 懇

アスファノレ トタイノレ工事 選

各 種 床 工 事 選

ル卜専門工事アスファ

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事

選

選耐酸モノレタノレ工事

pl{ 業z  酸耐阪大

電信大阪 (371 )' 1333番大阪市北区浮田町82番地

|ヌカイライト並雰喫ぺンチレーダー l
岩 元 式

サ ッシュ、ドア一、シャ ッター

伸縮扉、オペレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

工 業 株 式 会 社

大阪i I i 京成灰東今虫III f 4 の40

屯 話 (981) 0  6 1  6  - 0  6  1  8  

カ タ ロ グ 進 呈

一

冗

柑

山

一

相

12 



アルミニウム

ス テ ン レ ス カーテンウオール

ブ ロ ン ズ

東京カーテンオール工業株式会社

( 旧社名東京鋼板工業株 式 会 社 )

本 社 及 工 劫 >1[ 点 打11 荒 川 区 尾 久 町 5 / 1 0 0 0

1正，1/; ( 891)  8  1  3  1  - 8  

大 阪 支 J1l'j 大阪 Ｍ ､ ￮ 北区 ￬ ［ ｾ 問 問 ｊ 1  8 帯 地 山 総 ビ ル

ｾｉｉ＠ il i; ( 361)  9  1  5  4  - 7  

名 古 屋 支 j占 名 古 屋 市 東 区 久 島町 5 の 9 ( ( 主陶ピル) 2578- 9  

福 岡 出 張 所 福岡市僑口町 Ｑ Ｕ Ｍ ｬｩｉＧ ｊ 也 の Ｑ Ｈ サンピル Ｓｾ 骨 Ｉ｀ＸＸＲＵ

N. G. C イ ン シ ュ ラ イ ト 断 鼻 息 材 製 造 発 売 元

II. G. C. 試

米 国 パ ブ コ ・ コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 1

} 販売

米国パイヤライト・コンパ ウンドアスフアルト j

内外Z 業株式会社

本社大阪市阿倍野区旭町一 ノ五一 電話 (641) 3434- 6  

工場 大阪市阿倍野区旭町二ノ六六

網 入 光 り 波 型 ガ ラ ス (2: こはZ) 長 サ9問 問 問

ダ イ ニ チ ・ ア ー モ ラ イ ト 波 板 ・平 板

(硝子繊維強化 ポ リエ ステル板 ) 各種波、寸 法( 長尺物有)

製造販売 大日本硝子工業株式会社

大阪支j苫 大阪市北区玉江町 2 ノ 4 ( 三菱倉庫ビ J レ) 電話⑩1389 ・ 3389 .  3281  

本 社 神 奈 川 県 相 模 原 市 小 山 字 久 保 2 2 4 屯⑫3101- 4  

KANDAN 媛冷房温湿度調整 !  

設 計 施 工 t  

各 種 送 排 風 機 f  

設 計 製 作 E  

関西媛房工業稼式会議t
}
-

p

・
・

2

・
j

・

，

 

•••
•• 

.  .  

13 



建 設 用 鋲 打 銃 ド ラ イ ブ イ ッ ト が

軽 量 鉄 骨 業 界 に 贈 る 新 工 法 /

同霊長

ドライアリベ外Z置

製 造 元

日現ミドヲ τＷＢｾ ・・，ト株式会審主

東 京 ・大阪・名古屋

T  E  L 34 1 - 6 4 4 4  

36 1  - 8  7  0  9  

御

手

持

ち

の

ド

ラ

イ

.
フ

ィ

ッ

ト

(

三

三

O

型

及

四

四

O

型

)

に

ド

ラ

イ

ブ

リ

ベ

ッ

ト

用

ア

タ

ッ

チ

メ

ン

ト

を

取

付

け

る

だ

け

で

電

気

も

、

ド

リ

ル

も

、

コ

ン

プ

レ

ッ

サ

ー

も

使

は

ず

に

薄

鋼

板

金

属

板

に

、

瞬

間

に

、

強

固

に

経

済

的

に

リ

ベ

ッ

ト

打

ち

が

出

来

る

特

殊

リ

ベ

ッ

ト

法

が

完

成

致

し

ま

し

た

。

大阪市北区絹笠町 11

輔 自 車 壁
‘ 一 一 ・ 繊 維 の 床 砂 材・

パヒロ〉壁
- 塗 り つ け る 織 物 壁 材 一 一 惨

壁I  
‘ 一 一 ・パ ル プ の 日 本 座 敷 壁材

仰 すY かべ'
- 近 代 的 な 超 味 の 壁 材 一 一 惨

新 ω｣ｴｾ よかぺ 4 ー ・ 吹イす の で き る 京砂 壁材

- 繊 維 の 色 土 … 一 一 一 一 惨

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 ・ 全 国

本 社 大 阪 市 西 局 区 内 凶 y 総 包 括 大 阪 ( 541) 5 7 5 6 - 9  

蛍君主戸斤 明 石 市 西 1 子 田r 1 丁 目 3 9  電話 明 石 5  8  5  2  

営業所 有 Ｑ ｜Ｑ品ｾ￯ｉＱ上牟田八田町 ＲＶ 帯地 の ｬ 包 括 編 |判制 3 2 4 5  

14 



庖門

ホオ

専

資装内

のネオ建
'

1

1

4

‘
，

，

 

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 4 - 1  ( 英和ビル)

直 通 電 話 神 戸 (33) 0881- 3  

大阪市北区絹笠岡J 50(堂ビ、 l レ5階 502号室)

直 通 電 話 大 阪 (312) 2031- 4  

神戸市主主合区八幡通 1- 5  ( 電話⑫2923)

ヰ土本

室 谷 商 事 株 式 会 社

庖支

庫倉

陸屋根防水には

を
絶 縁 工 法特許

曲、，ミ・陪111帯

特許奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾粧

- 鋼申越次第カタログ進呈

15 



岩 佐 の サ ‘ リシ
• ヲ

ア ル ミ

ステシレス

スチール

ス チ ー ル 工場

岩 佐

力一テシウォ -}ι 

スパ シ ド レル

尼 崎 市 守 部 字 下 河 原 拾 五 電 話 代 表 (401 )6751

サ ッ 己 〆 株 式 会 社

ア ル ミ 工 場 大 阪 市 西 淀川 区 千 舟 東 二 丁 目 三 一 電 話 代 表 (471 )5123 

蹟 佳 戸 ル ミ サ ッ L 株 式 会 社

16 

モダンな

都市美を

創る・・・・・・

ダ イ ケ ン の

. 営業品目。

ア ノレ

ステンレス

ス チ ー ル

|坊 l車;}j ノマネノレ

サッシ

/ ドア

アルミレディーメード

サッシ/ ドア

動ー毒事シ司ｾＮｾ

q ィケシザァシ株式会社

〈旧大阪建材工業株式会社〉

本 社 ・ 工 場 緋 市 松 屋 町 1 - 6  T  E  L  ( 38)  1  1  4  1  

鳳 工 場 堺 市 平 岡 町 4 8  T  E  L  ( 7 )  1565- 6  

東 京 事 務 所 J!O i<:J: H 代 悶 区 平 河町 1 - 1 T  E  L  (261)  6  6" 4 '1  '・，

名 古 屋 営 蝶 所 名 山 良 市 東 区 東 新 町 村 イ - ; ; : $1ンピJ レ)S4)39 1  I 、

指向営醐 所 ｎ ， ｜ｉ 判山則的 ｾ J ・11 I の 2 4  T  E  L  ( 74)  !i -1 り 6

金 沢 営 集 所 金 沢 市 下 新 IBT. 1  3  T  E  L  (31)  3427- 8  

哩 野 作 碑 庶 民 野 市 古 回 東田r i 2 5 1  T E L ( 3 ) 2 7 2 9  
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社 兵 ! 程 県 宝 塚 市 町 台 上 の i也北 28- 1 ' ; ' 包治宝級 ( 6 ) 2  1  5 3  
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社 東 京 都 品 川 灰 二楽町 1- 441 "世 話 東 京 (781) 1715言

取締役社長 矢 中 龍 次 郎 大阪営業所 大阪市東成15<. j1fj 今里町 2 - 48 '，[ Wi ( 971) 4765 ・0063 3
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耐火Ａｉｾ・Ｚｊｾｾ
1，，.，--:1 己申・ ｾＹＭ

イ申翻首肩書

電 動 式 ・ 手 動 式 ・ バ ラ ン ス 式 続日本シャッター製住所

錆 び な い

本 社 工 喝 大 阪 市 東 淀 川 区 間 川 通 6 丁 目 調 書 地 電 話 (301) (代 ) 3656- 9  

車 京 工 喝 川 崎 市 開 九 子 東 3 T 目 1 1  5  9 電 話 中 原 ( 白41) 2臼お- 1

九 州 工 喝 網 開 叫 柏 眉 耶 柏 鹿 町 仲 原 亜 局 2121 電 話 福 岡 ⑮ 4 7  7  9  

手 車 工 場 予 紫 市 神 且 丘 2 6 電，1，';千葉 ② 5544 .  4257 

姫 路 工 島 轟 姑 崎 市 問 問 2 4  9 番 j 也 市 お ⑫ 7  1  7  3  

名 古 屋 エ a品 名 古 鹿 市 中 川 区 福 川 町 1 - 1  唱 品 ③ 4351 - 2  

岡 山 嘗 軍 所 岡 山 市 内 山 下 7 1 電 話 > > 3 5 2 4  

高 松 宮 聾 所 高 松 市 九 ノ 内 1 0 番 地 付 十 簡 ピ ル 内 ) 電 ｊ ，ｾ % ) 4 0 0 8  

高 知 宮 阜 商 高 岡 市 朝 食 賓r 9  Ｖ 司 ｊｾ ，J) 7 3 4 9  

砲 a民 営 県 所 徳 島 市 伊 同 町 2 丁 目 2 7 電 話 .l) 1  9  1  5  

和 政 山 首軍 所 相 歌 山 市 万 町 Ｔ 噌 ｊｾ ② 4932 ・8931

神 戸 宮 聾 所 神 戸 市 世 間 区 加 納 町 3 丁 目 2 電 話 ⑮ 4臼 6 - 7  

北 九 州 嘗聾 所 北 九 州 市 小 食 区 砂市 町 来 年 町 5 5 8 111訴 @  3  6  7  3  

北 陸 営 聾 所 金 ， 尺 Ifi 勝 尾 町 2 Ｘ 電 ｊ ，ｾ ③ o  6  1  9  
八 幡製鉄製亜鉛引

ボ ン デ 丹iJlil.J i吏用
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第 2 号
と社 会建築

第 4 6 戦

温園陸属

快 適 に し か も 経 済 的 に 岐 房 を 行 な う の が 目 立

温 風H麦房 機 の 特 色 。湿 気 の 自 動 調 整 ，換 気 ，

空 気 浄 化 の 機 能 と 目 立 が 独 自 に 開 発 し た 熱 交

換 方 式 で 抜 群の t暖 房 効 果 を 発 揮 し ま す 。

目 立 差 是 f丘 病 ・ 1-5 HIJ い合わせは桝' l : i凡m機 械 諜 へ

大 阪 市 北 区 z lTI u r r 6 3 ( 全 日 宅 ピ J レ)

:正 "l; 大 阪 (341) 8  8  7  1  ( 代表)

- 室温に応じて自動的に着火 ・消火する全自動制御方式

・燃料に は経済的な 灯 油 ・軽 油 ( 重油 ) を使用

・据付けが簡単，取扱い ・保守も容易です
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み 易 く 仮 敷 も い ら ぬ ス ピ ー

デ ィ な 施 工'1.:生 」 ど に 、 わ れ ま

す 。 P タ イ ノ レ は ど ん な 土 曇 克 斤

で も 明 る い 環 境 を つ く る 床

材 〔 製 法 特 許 品 〕 で す !マ

美 し い ! は が れ な し 、 ! 傷 が

つ き に く い一一一一 P タ イ ノ レ に

関 し て の 一 一 致 し た 意 見 で す

玄 人 筋 か ら は 「柔 軟 性 で 木

や コ ン ク リ ー ト の 床 l こ も 思11

‘' 
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M砂

T  E  L  (866)  イ吃 6 10 1

T  E  L  (441 )  f"t 595 1  

T E し ( 57) 6  3  6  1  

T E し (21 )  2  2  8  1  

T E し ( 2 ) 2 8 0 7

電量舌大阪 ( 231 ) 9648 ・ 9649 ・ 9640

振 替 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番

東 京 / 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 町 1 3  

大 阪 / 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l ノ 7 4  

名 古 屋 / 名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3 丁 目 8 番 地

広 島 / 広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

博 多 / 福 岡 市 万 行 寺 前 回T 1  4  

田島応用化工K K安

ご 入 会 の お 申 込 は ー

「建 築 と 社 会 J 発 行 所 社 団 法 人 白 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 


